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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超まえがき






　というわけで、今回もクイズです。




「子こ猫ねこだと負けることはありませんが、ライオンだと負けてしまいます。

　子こ供どもだと負けることはありませんが、おばあちゃんだと負けてしまいます。

　ぶどうだと負けませんが、みかんだと負けます。




　仮か面めんライダーは負けません。

　ウルトラマンだと負けます。




　さて、これはいったいどういう勝負でしょうか？」




　……すみません、今回もまた簡かん単たんすぎました。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――というわけで。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑤　激げき闘とうのピースメイカー』をここにお届とどけしよう！

　さて、前巻となる『裏うら切ぎりのマリオネット』では、菊きく池ちたけしと鈴吹太郎すずふき・たろうががっちり手を組み（別名／大人げない意地の張はり合あい＆なすりあいとも言うが）、ピアニィたちとファントムレイダーズがギルドメンバーをシャッフルしてのリプレイとあいなった。

　両パーティは艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えてなんとか目的を果たし、その物語の終わりで自分たちがいるべき場所へと帰還した。

　すなわち、ナーシアたちファントムレイダーズはグラスウェルズ王国に、ピアニィたちは再びフェリタニア・メルトランド連合王国へ―――。

　そんなわけで今回は、正規メンバーによる物語をお贈りしていこう。




　さて、『裏切りのマリオネット』発売は二〇一〇年三月―――。

　八ヶ月ぶりとなる本リプレイだが、この間に平行するリプレイシリーズ『アクロス』、『ブレイク』、『デスマーチ』はさらに巻かん数すうを重ね、さらにはコミック『サガ・コンチェルト』の単行本化、リプレイ『サガ・エチュード』も本書と同時発売となった。

　発売される書籍が内容的にいろいろ関わり合っているこの『アリアンロッド・サガ』ゆえ、

可能であるならそのすべてに目を通してほしいというのが本音だが、現実にはなかなかそうもいかないだろう。本書を読むに当たって情報を仕入れたいって人は、富ふ士じ見み書しよ房ぼうのサイト、さらには『アリアンロッド公式サイト』をご覧らんになっていただければ幸いだ。




　富士見書房　アリアンロッド解説コーナー

　　http://www.fujimishobo.co.jp/game/arian/

　アリアンロッド公式サイト

　　http://www.fear.co.jp/ari/




　というわけで、話を戻そう。

　今回の舞ぶ台たいはフェリタニア・メルトランド連合王国となる。

　グラスウェルズ王国の侵しん攻こうに端たんを発した〝メルトランド戦せん役えき〟が終結し、アルディオン大陸にも、束つかの間まの平和が訪おとずれた……と思ったら、案の定そうはならなかったのだ。

　これは、鈴吹太郎の『ブレイク』の展てん開かいによるものである。

　すでにそちらをお読みの人はご存ぞんじであろうが、アルディオン大陸の二大国の一方、グラスウェルズ王国が大きな混こん乱らんに見み舞まわれた。

　それを受け、ピアニィたちはこの新たな戦いに直面することになる。

　彼かの女じよがどのような判はん断だんを下すのか……それはぜひ本ほん編ぺんを読んで確たしかめていただきたい！











前回までのあらすじ






　帝てい紀き八一二年一二月―――。

　元レイウォール王国の末すえ姫ひめピアニィは、グラスウェルズ王国の侵攻を受けたメルトランド王国のスリス女王を救出し、フェリタニア・メルトランド連合王国を建国するに至る。

　その課程で、ピアニィたち一行の前に立ちふさがったのは、グラスウェルズ王国の密みつ偵ていナーシア率いる〝ファントムレイダーズ〟。両ギルドは、激げき闘とうののちに和わ解かいし、ふたつの目的のため協力し合うこととなった。ひとつは、バルムンクの手に捕とらえられたピアニィの姉ステラを救出すること。もうひとつはナーシアの弟ロッシュの解かい放ほう。この目的を果たすべく、お互たがいのメンバーを入いれ替かえたふたつのギルドは、ふた手に分かれて行動する。ロッシュを救うため、グラスウェルズ王国に向かったピアニィたちは、その後見人であるゴーダ伯はくの説得に成功し、解放の約束を取りつける。しかし、アルディオン大陸の影かげで蠢うごめく謎なぞの秘ひ密みつ結社〝バルムンク〟のひとり、ベイオネットにロッシュは憑ひよう依いされていたのだ。

　ベイオネットに勝利するも、ロッシュの魂たましいは封ふうじられたままとなってしまう。その事実に後ろ髪を引かれながらも、ピアニィはナーシアに別れを告げ、グラスウェルズ王国をあとにするのだった―――。





























ＰＲＥＰＬＡＹ









◆PrePlay 00◆とある初夏の夜に蠢くあやしいふたり




「戦争ですね、菊きく池ちさん」

「戦争だよ、かわたな」




　東京秋葉原にあるＴＲＰＧ製せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]。

　深夜の会議室にて実に物ぶつ騒そうな会話をするふたりの男がいた。

　ひとりは〝きくたけ〟こと、菊池たけし―――すなわち本書の著ちよ者しやである私だ。

　もうひとりは〝かわたな〟こと、田中信二―――本書の……というか私の管理役を押おしつけら……もとい任まかされて喜びに打うち震ふるえ、うれし涙なみだを流している人物である。

　その日、我われ々われがなにを語り合っているのかというと……賢けん明めいなる読者の方々にはおわかりであろう。そう、本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑤　激闘のピースメイカー』の展開について相談しているのだ。




かわたな「まあ、今回最大のテーマは戦争で決まりッスね」

きくたけ「……今回はそれ以外にあり得ないわ」

かわたな「例によって……盛せい大だいに無む茶ちや振ぶりされたんですよね、社長に」

きくたけ「うむ……っ！」




　ここでいう社長とは、もちろんＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やくにして『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズの著者・鈴吹太郎のことだ。

『無印』と『ブレイク』は対となるリプレイではあるが、開始時から現在に至いたるまで私と社長はお互いのシリーズで相手に無茶振りをし合うという、実に大人げな……素す敵てきな行こう為いを繰くり返かえしている。

　今回も、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク③　キングダム・フォールズ』で起こったイベントのおかげで、本書ではなにをどう考えても戦争を取とり扱あつかわざるを得ない展開へと持もち込こまれたのだ。

　そう。その『ブレイク』のセッションにおいてグラスウェルズ王国にクーデターが発生、国はふたつの勢力へと分かれた。そして、片かた側がわの陣じん営えいがフェリタニア・メルトランド連合王国へ救きゆう援えん要請を送る、という展開になったのである。




きくたけ「……なので！　今回のセッションは、『無印』第四巻からちゃんと繫がりっ、さらには『ブレイク』第三巻からも無理なく繫つながる話にせねばならん……っ！」

かわたな「なんでわざわざ、そんな面倒くさいことするんです」

きくたけ「社長に言えよ社長にっ!?　おのれ、どうやり返してやろう」

かわたな「でもですね。私が社長から聞いた限かぎりでは、ピアニィたちに救援を要請するって話は、ＰＣ側が言い出したと」

きくたけ「……」

かわたな「しかも、それを盛大に後あと押おししたのは、アンソンあんたのＰＣだったと。それって、『無印』五巻の展開をにらんでの発言だったんじゃ？」

きくたけ「かわたな」

かわたな「はい」

きくたけ「（優やさしい笑え顔がおで）セッション中、思いついたことをついしゃべってしまう―――そんな経けい験けんがお前にはないか？」

かわたな「……」

きくたけ「言ったら自じ滅めつするけど『面おも白しろそうだから』という理由で、よけいなことを言っちゃったことは……ないか？」

かわたな「ありますね……って、ちょっと待て。ほんとにそんだけの理由で？」

きくたけ「たしかに繫がればいいなとは思ったよっ！　でも細かいことを考えてしゃべったと思うかっ!?　お前、俺おれと何年のつきあいだよっ!?」

かわたな「逆ぎやくギレすんなよっ!?　ただの自じ爆ばくじゃねーかっ!?」

きくたけ「やっちゃったもんは仕方ないんだよっ！　今はそんなこと言い争ってる場合じゃない！　いかに今回を、乗り切るかだっ！」

かわたな「……まあ、話を戻しましょうか。ともかく、八月には『タクティクスガイド』も発売されますし、大きな戦争がテーマになるのは間違いないですね」




『タクティクスガイド』とは二〇一〇年八月に発売された『アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド』のこと。タイトルどおり『アリアンロッド・サガ』の舞台、アルディオン大陸における戦争を取り扱ったサプリメントだ。

　戦記ものリプレイとして始まった『アリアンロッド・サガ』としては、みなさんが待ち望んでいた本ではないだろうか？

　そして『タクティクスガイド』最大の「売り」といえば……。




きくたけ「大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールをどう使うか。それが今回最大のキモになるわけだ」

かわたな「ぶっちゃけ、仕事ってことを抜ぬきにしてもわくわくしますな（笑）」




　現げん実じつの戦争は正直ご免めんだが、フィクションでの戦争に燃もえてしまうのもゲーマーの性さがというもの！　かくいう私も内心に高ぶるものがあるのは否ひ定ていできない（笑）。




きくたけ「んじゃ、グラスウェルズから救援要請が来たとして……フェリタニアがどう動くか、ちょっとシミュレートしてみようか」

かわたな「ういっす（笑）」




　テーブルの上に拡かく大だいしたアルディオンのマップを広げて、マジックできゅきゅっと想定できる各国の戦力や進行ルート、そしてかかる時間等々を書き込こんでいく。




きくたけ「んと、ノルウィッチを出立して、こうきてこう……（きゅきゅっ）」

かわたな「そこまで七日はかかってるから……この段だん階かいで、レイウォール軍はグラスウェルズ領りよう内ないに上陸してますね（きゅきゅっ）」

きくたけ「すると、フェリタニア軍がこの山脈を迂う回かいして動いたとして……（きゅきゅっ）」




　―――などと、みるみる間にマップはマジックの線やら、数字でいっぱいになってくる。

　そんな時だった。

　あれ？　と、かわたなが首をかしげながらこう言った。




かわたな「菊池さん。これって……」

きくたけ「う、かわたなも気づいたか」




　ふたりそろって、あるひとつの事実に気づく。




かわたな「……どうします？　私がプレイヤーならそういう展開を望みます」

きくたけ「うん。ピアニィたちがどう考えるか次し第だいだけど……俺もそうするだろうな」




　ふたりで見つけたある事実。

　それに基もとづき、ふたりで方ほう針しんを練り直し、その日の作業は終しゆう了りようした。

　さらに数日にわたって、プレイ中に使用するデータを煮に詰つめたりしているうちに……。




「あっ！」




　……という間にセッション当日はやって来た。







◆PrePlay 01◆馬に乗る者、乗られる者




「そういえば大おお竹たけさん、乗馬を始めたんだって？」




　二〇一〇年、六月某ぼう日じつ―――。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』第九話のセッションは、鈴吹太郎によるこんな台詞せりふから始まった。




大竹：はい！　ラジオでも話しましたけど、乗馬学校に通い始めたんですよ～。

きくたけ：なぜいきなり乗馬……。

大竹：まあ、いろいろありまして（笑）。まだ乗れる馬は一種類だけなんですけど、上達するといろんな馬に乗れるらしいんですよ。

クレバー矢や野の：ああ、基き本ほん的てきに乗馬クラブだと、授じゆ業ぎようを受ける時に空いている馬に乗せられることになりますよ。

きくたけ：……なんでそんなこと知ってんだ。

クレバー矢野：うちの祖そ父ふは学生時代に乗馬部に所しよ属ぞくしてまして、そんな縁えんで俺も乗馬学校に通わされましたから（笑）。

鈴吹：さすがは矢野君！

○はた：王子の名はダテじゃないっ!?

きくたけ：会社に来る時はいつも微び笑しようを浮うかべて白馬に乗ってくるもんな。

クレバー矢野：さらっとウソ言わないでくださいよっ!?　どんなスカポンタンですか俺は!?

きくたけ：華か麗れいに乗りこなすのは本当だろう。

クレバー矢野：いやいや。乗馬の授業中、馬が勝手に寝ね転ころんだことがありまして。それに巻まき込こまれて怪け我がを……。

大竹：そ、それは怖こわかったでしょうね。

クレバー矢野：まあ、そういうこともあって、結局やめてしまいました。

鈴吹：さすがは矢野君……。

きくたけ：実は馬に乗られるのが得意な男。

クレバー矢野：意味わかんないですからっ!!（一同爆ばく笑しよう）

大竹：あははははは。

クレバー矢野：他にも……駆かけ足あしはトラウマになるくらい怖いですし（笑）。

大竹：そうなんですか？　でも、いつかはちゃんと走らせたいですよ～！

きくたけ：では、今日はフェリタニアの未来を背せ負おって走っていただこうか（笑）。てなわけで、そろそろセッションに入ろう！

　ではここで、本セッションの参加メンバーを紹しよう介かいしておこう。




きくたけ

　本名は、菊池たけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　へんなことを思いついたら周囲の迷めい惑わくもかえりみず、それを実行せずにはいられない不良ふくしゃちょー。とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を賭かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえに行くかを考えている。

　本セッションにおいては、ゲームマスターを担たん当とうする。




大竹みゆ

　マセキ芸げい能のう社所属の女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　ほわほわふわふわ……そんな言葉が似に合あうことは、誰だれもが認みとめるところだろう。

　だが、その笑顔の陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　最近は、殺意も潜んでいる。

　そして、それを否定する者が最近めっきり減へったのも事実である。

　本人曰く、「殺意が高いんじゃありません、戦闘が好きなだけです」

　素敵なお言葉である。

　本セッションにおいては、フェリタニア王国女王ピアニィを担当する。




大竹みゆblog　*PrimLog*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎

　またの名を中島純じゆん一いち郎ろう―――すなわち、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取締役である。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。

　おそらく、世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

「今月は仕事と遊びで一五セッションもＴＲＰＧやってるよ！　もうゲロ吐はきそうだよ～」

　こんな台詞せりふを幸せそうに語る鈴吹太郎の笑顔は、実に輝かがやいていると思う。

　本セッションにおいては、フェリタニア王国軍ぐん師しナヴァールを担当する。




クレバー矢野

　本名は矢野俊しゆん策さく……言わずと知れた、ＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナーである。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを鋭するどくつつかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。

　なお、先ほど判はん明めいしたのだが……馬に乗られるのが得意らしい。

　本セッションにおいては、フェリタニア第一の騎き士しアルを担当する。




Ｏはた

　本名は、大畑顕おおはた・あきら。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。なにかと言ってはすぐ死ぬ。

　社内ですれ違ちがいざま、「てぃっ！」とチョップを繰くり出だすと、「げぼはあっ!?　ば、馬ば鹿かなっ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。ホントに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担当する、ＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。

　本セッションでは、フェリタニア王国の食しよつ客かく（？）ベネットを担当する。




　今回も、このようなメンツでお贈りしようと思う！




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：さて……では、本編に入る前に言っておこう！　今日は、最初から最後まで戦争づくしであるとっ！（笑）

大竹：戦争ですか～！（嬉うれしそう）

クレバー矢野：つまり「アレ」を使うんですよね？（ぎらり、と目が輝く）

ＧＭ：そのとおりっ！　本日をもって、『アリアンロッド』に〝大規模戦闘ルール〟が実じつ装そうされるのだ……っ！

一同：おおっ！

ＧＭ：そしてこれが社が総そう力りよくを結集して作ったルールの……その現げん物ぶつだあっ!!（どん、とテーブルの上に紙の束をたたきつける）……まあ、まだ本になってないのでプリントアウトな紙の束ですが（笑）。

鈴吹：しかし、あらためて宣せん言げんされるとなんか燃えるものがあるな（←当然ではあるが、大規模戦闘ルールの開発における制せい作さく総そう指し揮きである）。

○はた：ついにこの日が来たのかと思うと、感かん慨がいもひとしおですな（←データマン）。

ＧＭ：てなところで、まずは今回予告にいきますっ！　えー……。




「……今回予告！

　時に帝紀八一三年九月―――。

　前年にあった戦役ののち、連合王国にもたらされたのは平へい穏おんなひと時。

　だがそれは、ひとりの来らい訪ほう者しやの言葉と共に終わりを告げた。

　久しぶりに再さい会かいした彼かの女じよの口からこぼれたのは、グラスウェルズからの救援要請だった。




　アリアンロッド・サガ・リプレイ

　―――第九話『世界が変わる日』




　……すべては竜りゆうの石の導みちびきの下に」




大竹：あれ、九月……？　ずいぶん時間、飛びました？

きくたけ：うん。前回のセッションが帝紀八一二年一二月～八一三年一月くらい。九～一〇ヶ月ほど時間が飛ぶことになる。

Ｏはた：まあ、途と中ちゆうにファンブックのセッションが入ってるわけですが（笑）。

クレバー矢野：ああ……。あれはひどいセッションだった……（笑）。




『アリアンロッド・サガ　ファンブック　Fellowship of Stone』

　二〇一〇年六月にエンターブレインより発売された、文字どおり『アリアンロッド・サガ』のファンブック。

　Ｂ５サイズの冊さつ子しに、ＣＤドラマが添てん付ぷされている。

　冊子に掲けい載さいされたリプレイはフェリタニアご一行が、ピアニィの母ティナ・アヴェルシアの残した地下迷めい宮きゆうに潜もぐるという内ない容よう。ただその迷宮は、ＧＭである関根博寿せきね・ひろひさのあまりの殺意の高さにＰＣ全員がキャラ崩ほう壊かいを起こすという惨さん劇げきに見舞われた。とほほ。




鈴吹：で、〝久しぶりに再会した彼女〟ってのは……。

ＧＭ：は、しゃちょーのお察しのとおりです。

大竹：んー……久しぶりって言うと、ナーシアかエルザ？




ナーシア・アガルタ

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズに登場するＰＣのひとり。

　グラスウェルズ王国麾き下かの特とく殊しゆ任にん務む部隊ファントムレイダーズのギルドマスターで、アル・イーズデイルとは師し匠しようを同じくする。




エルザ・ブルックス

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズに登場するＰＣのひとり。

　〝炎ほのおの申し子〟のふたつ名を持つ魔ま術じゆつ師しである。

　アル・イーズデイルの実の姉で、守しゆ銭せん奴ど……もとい、お金にきびしい素す敵てきな女性だ。




クレバー矢野：社長の察したとおりってことは、『ブレイク』繫がりでナーシアでは？

ＧＭ：ま、まあ、そこはハンドアウトでわかるので……っ。

Ｏはた：ナーシアっぽいですな（笑）。

クレバー矢野：でも、救援要請ってなんだろう（笑）。

大竹：『ブレイク』でなにかあったのかな。




　念のために解説しておくが、本セッション時には『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク③　キングダム・フォールズ』は当然未発売だ。その内容を知っているのは、ＧＭである鈴吹と、プレイヤーで参加したきくたけだけである。




Ｏはた：ＧＭ、『ブレイク』でなにがあったんでしょう（笑）。

ＧＭ：んー……（笑）。まあ、あえて言うなら……。

Ｏはた：言うなら？

きくたけ：私は無む罪ざいです。

一同：なにがあったんだよっ!?


鈴吹：はっはっは。

きくたけ：そのへんは本編に入ればわかる！　では、ハンドアウトの読み上げにいこう！




▼ピアニィ用ハンドアウト

コネ：ナーシア　　　関係：親友

　平穏なひとときの中で、キミは思う。

　こんな時代がいつまでも続けばいいのに、と。

　だが、突とつ然ぜんの来訪者の言葉に、その思いは打うち砕くだかれた。

　ナーシアがキミに向かって言った言葉が―――。




鈴吹：「……死ね」とか？（一同爆笑）

大竹（以下、ピアニィ）：なんで～っ!?　親友ですよ親友！　……あ、でもやっぱりナーシアだった（笑）。

きくたけ：うひひ、では次にいきましょう。




▼アル用ハンドアウト

コネ：アンソン　　　関係：心のマブダチ

　おいこら、アル。

　おまえ、小説三冊にわたってなに設せつ定てい増ふやしているんだ。

　実はすでにバルムンクの中ちゆう枢すうに関かかわることを知ってるとか、ＧＭが困こまるじゃねーか。

　それはそれとして、ナーシアを通じて届けられた、心のマブダチ・アンソンよりの報しらせはキミを振ふるいたたせるのに十分な内容だった。
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クレバー矢野（以下、アル）：菊池さん。

ＧＭ：なんでしょう。

アル：そういう突つっ込こみどころが多すぎて困るハンドアウトはどうかと思います！（笑）

きくたけ：やり過すぎは認めよう……っ！　だ、だが……っ、そのへんのことをピアニィと話をしてほしいんだよっ！　まあ、余裕がなければ次巻でもいいんだが。

アル：わかりました……（笑）。でも、そんなことより……いつの間にアルはアンソンとマブダチになったんでしたっけ！

ＧＭ：つれないこと言うなよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）




▼ベネット用ハンドアウト

コネ：ファントムレイダーズ　　　関係：強敵友

　キミがこのアルディオンに渡わたって、一年が経けい過かしていた。

　そんなおり、突とつ如じよ告げられたグラスウェルズからの救援要請。

　グラスウェルズ王国最大の窮きゆう地ちに、脳のう裏りに浮かぶのは強敵友の顔だ。

　キミは、英えい雄ゆうのひとりとして―――。




Ｏはた（以下、ベネット）：英雄として、自伝を書いて残せばいいでやんすな？（笑）

アル：それは引いん退たいしたあとにすることだろう!?　まだ引退するなよっ！（笑）

ベネット：まあ、ゼパ様の窮地とあらば、助けねばなるまいでやんす。




ゼパ・フリンジコルト

　ナーシア率いるギルド・ファントムレイダーズのメンバー。

　決め台詞ぜりふは「―――ダメージは０じゃ」。

　前ぜん巻かんにて、ベネットと厚い友ゆう情じようで結ばれた。たぶん。
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ＧＭ：あんた、どんだけあのおじいちゃんが好きなんだ……。まあ、次はナヴァール！




▼ナヴァール用ハンドアウト

　コネ：グラスウェルズ王国　　　関係：





ＧＭ：……………………あれ？

鈴吹（以下、ナヴァール）：お？

ＧＭ：……〝関係〟、超ちよう書かき忘わすれたっ！（一同爆笑）

ピアニィ：き、きっと、「関係はナヴァールが好きに決めていいよ」ってことですよっ。

ＧＭ：え、あ……そ、そう！　それが言いたかった！

一同：ウソつけっ！（笑）

ナヴァール：じゃあ、［関係：殺意］とかでもいいの？（一同爆笑）

ＧＭ：それはさすがに勘かん弁べんしてください。えー……続きを読みます（笑）。




　……それは、世界を揺ゆるがす一大事であった。

　レイウォールとグラスウェルズ……アルディオンに長く続いた二強時代終しゆう焉えんの鐘かねの音。

　ノルウィッチに届けられた報せに、キミは感じた。

　グラスウェルズ王国の崩壊。

　そして……世界が変わるという、その予感を。




ナヴァール：二強時代終焉の鐘の音か。よし、今回は超シリアスモードでいこう！

ＧＭ：それは期待していましょう。

ナヴァール：……たださ、今回はどうしてもやりたい演えん出しゆつがあってね。それをやってしまうと、シリアスとは無む縁えんになるんだ。

一同：だめじゃんっ!?（笑）

アル：ちなみに、なにをやりたいんです？

ナヴァール：（熱血な口調で）「《プゥロテクショォン》っ！」とか、（腹はらの底から出したような口調で）「《ジョォイフルジョイフルぅ》っ！」って叫びたい……っ（一同爆笑）。

ピアニィ：もしかして檜ひ山やまさんの真ま似ねですか？（笑）

ナヴァール：そうそう！（笑）




　先ほど説明した、『アリアンロッド・サガ ファンブック Fellowship of Stone』に添付されたＣＤドラマにおいて、ナヴァールの声を担当してくださったのは檜山修のぶ之ゆきさんであった。

　デビュー以い降こう、数多くのキャラクターを演じてきた檜山氏であるが、やはり『勇者王ガオガイガー』の主人公・獅し子し王おう凱がいの熱い演えん技ぎと声を忘れることができない人は多いだろう。




アル：あのナヴァールの《プロテクション》は、俺まで吹ふっ飛とばされそうな勢いきおいだった……。

ＧＭ：というか、ビルのひとつやふたつは吹き飛ばしそうだ。

ベネット：少なくとも、アルへ届くまでにエキストラの敵てき兵へいたちを吹き飛ばしますな。

ピアニィ：死にますよね……。

アル：うん、喰くらったら確かく実じつに死ぬ。




　注：《プロテクション》は防御魔ま法ほうです。




ＧＭ：……まあ、《プロテクション》の話は置いといて！　ちょっとこれまでのおさらいだけしておこうか。前巻、メルトランド戦役の終結後にフェリタニアはメルトランドと同君連合を組んだわけですが……。
















ピアニィ：どうくんれんごう？

ナヴァール：国は別々だけど王様が同じなので一いつ緒しよにやっていこうという国のことです。

アル：それ、イギリスが有名ですね。イングランド、ウェールズ、スコットランド、北アイルランドの連合国家。正式名めい称しようがグレートブリテンおよび北部アイルランド連合王国ですし。

ＧＭ：で、次に発売されたファンブックに書かれたとおり、フェリタニアの首都はそれまでバーランドだったんだが、連合を組む際に遷せん都として現在はノルウィッチになってる。

ピアニィ：ノルウィッチ……イザベラさんのお城しろがあるとこですね。
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アル：うぅ、首都が実家に近くなったのはイヤだなあ……（笑）。

ベネット：ファンブックの時も同じことを言ってましたな（笑）。

ＧＭ：戦役が終わっておよそ九ヶ月の間は、遷都に伴ともなってあわただしい日々が続きはしたけど、これといった大きな事じ件けんも起こらないまま時間が過ぎ……そして帝紀八一三年の九月も下旬。そんな感じ。

アル：ファンブックは帝紀八一三年の三～四月だったから、あれの半年後くらいか。

ＧＭ：では、おおざっぱな情じよう勢せいを説明したところで……キャラクターのレベルアップ作業といこうか！　あ、なおファンブックは番ばん外がい編へんってことで、その時に得た成長点は使わないって方向でいきまーす！

一同：はーい。




　いつものように、喧けん々けん囂ごう々ごうと相談・検けん索さく・修しゆう正せい・爆笑を繰り返してデータを組んでいく四人。そして小一時間ののち―――。




一同：できましたー！

ＧＭ：ういうい！　では、例によってひとりずつ成長報ほう告こくをしてもらおう！




▼ピアニィ（18レベル）の場合

ＧＭ：じゃあ、まずはピアニィからいこうか。

ピアニィ：まずレベルが18になって……メンターからサモナーへ転てん職しよくし直しました！　ＨＰが66、ＭＰが[image: 143]で、フェイトが17点になってます。

ＧＭ：フェイト17か。ずいぶんと増えてきたな……。スキルは？

ピアニィ：新たに《フロストプリズム》と《ミッドナイトサン》を１レベルずつ上げました。これで《フロストプリズム》が３レベル、《ミッドナイトサン》が２レベルになりました！

ＧＭ：おー。装そう備び系けいは？

ピアニィ：防ぼう具ぐはかなり変わりましたよ。まず、守しゆ護ごの輪をナヴァールへ渡しました。

ナヴァール：ピアニィ陛へい下かのお下がりをいただきました（笑）。

ピアニィ：さらに、おしゃれな盾たてと理知の宝ほう玉ぎよくを売りました！　代わりにミスティックシールドとファストハットを購こう入にゆうしてます。

ＧＭ：ミスティックシリーズで装備をそろえるんじゃないんだ？

ピアニィ：ええ。なぜかと言うと……こっちの方が、ダメージが上がるからです♪（笑）

ベネット：行動値も上がるという便利さ（笑）。

ナヴァール：ピアニィ陛下は、水みず系けいの攻こう撃げき魔法でバッドステータスを付ふ与よするからな。行動値が高いことにものすごく意味がある（笑）。

ピアニィ：ピアニィ、最初は火力特化にするか悩なやんだんですけど、今の型の方が……。

ＧＭ：ああ、火力スキル以外を取った方がいろいろできて楽しいと。

ピアニィ：いえ、パーティ全体の戦せん闘とう力りよくが上がるかなあ、と。




　戦闘力かい。




ピアニィ：重量の問題で、幸運のペンダントは一時的に外してあります。

ベネット：幸運のペンダントは一度失しつ態たいをさらしたので、ピアニィ様にはもう取り上げてもらえないと……。

ピアニィ：ちがいますよっ!!　あくまで重量制せい限げんのせいですっ！（笑）

ＧＭ：（笑）。他には？

ピアニィ：あとは、ハイＭＰポーションとか……ああ、崩壊の角笛も購入しました。

ＧＭ：了りよう解かいです。だいたいそんなとこかな？

ピアニィ：はい……あ、ファンブックで入手した暗あん視しゴーグルとか転送石って、所持したままでいいんですか？

ＧＭ：バーランドに戻る転送石だっけか。そのまま持っててＯＫです。

ピアニィ：は～い♪
















▼アル（18レベル）の場合


ＧＭ：ほんじゃ、次はアルにいってみようか。

アル：ういっす。まずフェイトは＋１されて17に。スキルは……《バトルコンプリート》と《エンシェントレジェンド》を新しん規きに取得しました。

ナヴァール：あれ？《バトルコンプリート》持ってなかった？

アル：ああ、《バトルコンプリート》はリビルドした時に失ってたんですよ。なので今回、再さい取しゆ得とくしました！　……そろそろ、ウォーロードで取りたいスキルがなくなってきたなあ。

ＧＭ：じゃあ、次は転職か……。

アル：あ、いや。《エンシェントレジェンド》をコンプリートするまでは、ドラグーンのままでいきますよ。

ＧＭ：なるほど（笑）。アイテム関係は？

アル：まず防具は、補ほ助じよ防具以外変へん更こう。頭部防具がライオンマスク、胴どう部ぶ防具が剛ごう神しんの鎧よろい、装そう身しん具ぐが豪ごう傑けつの証あかしになりました。攻こう撃げき力りよくが上がって参りました。

ＧＭ：ラ、ライオンマスク……またあかねちゃんが絵で悩みそうなものを……（笑）。

アル：デザインはおまかせで……。さすがにライオンの仮面はどうかと思う！

ＧＭ：じゃあそんなの買うなよっ！

アル：だって強いんですものっ!!（笑）
















▼ベネット（18レベル）の場合


ＧＭ：では、ベネットどうぞ～。

ベネット：まずスキルは《デッドショット》と《ハードラック》のレベルを上げました！　《デッドショット》は射しや撃げきのダメージを上げる、《ハードラック》はダイスの目ひとつを６に変更するスキルでやんす。……これで、ＧＭにクリティカルを出されても対たい処しよできるっ！

ＧＭ：ふふ、こちらがクリティカルを出すと思うなよ？（一同爆笑）

ベネット：なにを仰おつしやる!?　あんた、あっしが余よ裕ゆうをぶっこいた瞬しゆん間かんに命中でクリティカルを出したろうっ!?　あの時のことは一生忘れないでやんすっ!?（笑）

ピアニィ：ベネットちゃん、装備は？

ベネット：装備は、長らく使ってきた乾けん坤こん一いつ擲てきをひとつと雷らい鳴めいの弓を売ばい却きやく！　代わりにマジカルクロスボウを購入……っ！

ピアニィ：（アイテムガイドを見て）マジカルクロスボウって、高い！　超ちよう高たかい！

アル：高いですが、このレベルで装備できる武ぶ器きにしては異い様ように強い。下手をすると、30レベルくらいまで使える武器です。今回の買い物の中で、もっとも優ゆう先せんすべき（笑）。

ピアニィ：な、なるほど！

ベネット：ただ、魔法ダメージが効きかない敵が出てくると困るので、乾坤一擲もひとつ残しておいたでやんす（笑）。あ、あとフェイトを18にして、残経験点がぴったり０に！（笑）
















▼ナヴァール（18レベル）の場合


ＧＭ：では、最後にナヴァール～。

ナヴァール：…………ＧＭ、ごめん。私は申しん告こくが二行で済すんでしまいそうだ。

ＧＭ：へ？

ナヴァール：なんと……レベルは上げませんでしたっ！（一同爆笑）

ピアニィ：わあ（笑）。

ＧＭ：なんと画期的なレベルアップ報告だ。フェイトも装備も変更なしで？

ナヴァール：いや、さすがにフェイトは18点に上げた（笑）。ああ、装備はけっこー変わってるな。頭部防具が守護の輪、補助防具がマジックマントに変更となりました。マジックマントは魔ま術じゆつ判はん定ていに＋１というスグレもの。あ、あと……白びやく羽う扇せんを買ってもいい？

アル：白羽扇？　ケセドの杖つえと同時に装備できませんよ？

ナヴァール：いや、知力判定にボーナスが入るからその時だけ、白羽扇に持もち替かえる方ほう針しんで！

ＧＭ：なる（笑）。白羽扇って、『デスマーチ』二巻のネタですよね。

ナヴァール：そうそう。ステラがマルセルを使って、私のために買ってきてくれたお土産みやげだ。ただ、あちらのストーリーでは演出購入だったので、ここで私がお金を払はらわないといけないという（笑）。
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マルセル

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズに登場するＰＣ。

　フェリタニアに所属する軍師にして、ナヴァールに対たい抗こう意い識しきを燃やす男である。それは軍師としての能力について以上に、彼がステラに想おもいを寄よせているがゆえであろう。

　決して無む能のうではない……むしろ有ゆう能のうなのだが、なぜか発言・発案したことがことごとく裏うら目めに出ることから、ついたあだ名は〝裏目軍師〟。

　彼の未来に幸あれ。
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ＧＭ：……さて、だいたいそんなところかな？　じゃあ、あとはギルドスキルを選んでプリプレイを終わりにしましょーか。

アル：あれ？　今回、ギルドレベルはどうなります？　ファンブックのセッション分はどう計算するんでしょ？

ピアニィ：あ、そか。ファンブックの分は計算しないんですよね？

ＧＭ：いや、成長点ってプレイヤーに与あたえられるものなので、キャラのレベルアップに関してはルール上で自由になるんだけど、ギルドには強きよう制せい的てきに入っちゃうんだよね（笑）。

ベネット：ですな。てことは……（計算して）……あれ？　ギルドレベル、ふたつ上がる？

ＧＭ：です（笑）。

ピアニィ：じゃあ、ギルドスキルをふたつ取れるってことだ！　わー、なに取ろう～（笑）。

ナヴァール：んー……ひとつは《再さい行こう動どう》だよね。

アル：（スキルガイドを見つつ）……あとひとつは、《救出》を取るってのは？

ピアニィ：《救出》ってなんでしたっけ？

ベネット：シーンに登場している任にん意いのＮＰＣを退たい場じようさせるスキルですな。

アル：今回、戦争づくしらしいし、シチュエーションによっては使えるかも。

ピアニィ：戦争で使うことあるかな……。

アル：戦争だからこそ、必要なんじゃないですか？　戦場になりそうな場所に逃にげ遅おくれた人を避ひ難なんさせたりできるし。

ナヴァール：人ひと質じちを取られてしまった場合に有ゆう効こう。例えば、『ブレイク』二巻のように、街とかが危き険けんにさらされた場合、《救出》を使うと、とにかく人だけは助かるんで。

ピアニィ：なるほど！　いいですね！

ＧＭ：では、新規取得は《再行動》と《救出》ということで！　そんじゃ、今回持って行くギルドスキルを選せん択たくして……セッション本番に入ろうか！

一同：はーい♪




　そしてスキルについて少し相談したのち……セッションは本番へと突とつ入にゆうしたのだった。




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆ノーブレス・オブリージュ




　永ながいアルディオンの歴史から見れば刹せつ那なとでも言うべきわずかな時の中で、ピアニィを取とり巻まく様相は大きく変わった。

　大国レイウォールの王女として生まれ、義ぎ務むと制せい約やくこそあれど平穏な暮くらしを享きよう受じゆしてきた少女も、今は、別の国の王として多くの人々の生せい存ぞんに対して責任を負う立場となったのだ。

　時に帝紀八一三年九月。

　まるで夢ゆめでも見ているかのような現実が、新たなる装よそおいをもってピアニィの前に訪れた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ろうか。よろしくお願いしまーす！

一同：お願いします～す（笑）。

ＧＭ：さて、オープニングの最初はピアニィのシーンなんだけど……前回から時間がずいぶんと飛んでいるじゃない？　前回のセッションから今回まで、つまり帝紀八一三年一月～九月まで、ピアニィはなにをしてたんだろうね？

ピアニィ：あ、それをオープニングで演出する、みたいな……？

ＧＭ：そうそう（笑）。もちろんシナリオの方でネタは用意してあるけど、プレイヤー側から提案があれば聞いておこうかなと。

アル：なるほど、オープニングは、それをひとりずつやろうって話か。

ピアニィ：（少し考えて）んー……たしか、ファンブックでは王国内の各地を旅して回ってることになってましたよね？　それは続けてると思うんですよ。子供たちに向かって……。

ＧＭ：『泣ぐコはいねがー』

ピアニィ：なんでナマハゲですかっ!?（一同大爆笑）

ベネット：親が子供を脅おどしつけるのに使うという。「泣いてるとピアニィ陛下がくるぞ～」

ピアニィ：しませんよそんなこと！（笑）

ナヴァール：ま、まあ、女王自らが各地で遊ゆう説ぜいしているってのはよいかと……（笑）。

ピアニィ：はい（笑）。行く先々で出会った子供たちに歌とか教えてまわりたいんですよ。

ＧＭ：そういえば、一巻の頃ころはそんな設定もあったな。うん、ではその線で（笑）。

ベネット：どんな歌を教えるんでやんしょうな。

ピアニィ：《ディスコード》とか？

一同：なんでじゃ――――――っ!?（大爆笑）




《ディスコード》

　対象の行なう攻撃のダメージロールに（ＣＬ）Ｄ６点を追加するバードのスキル。




ナヴァール：そりゃ歌っぽいスキルだけどさあっ！（←げらげら笑っている）

ピアニィ：あたしとしては、国民全員に《ディスコード》を取得してほしいところなんですけど……（一同爆笑）。

一同：陛下落ち着いて――――――っ!?

アル：国民全員で不協和音を奏かなでるのかよ！（笑）

ベネット：国民総《ディスコード》計画……っ。

ＧＭ：（げらげら笑いながら）最終回のラストバトルで国民全員が歌を奏でてピアニィに力を送る、みたいな演出ならかっこいいような気がするが……っ。

ピアニィ：かっこいいですねそれ！

ＧＭ：わはは。まあ、冗じよう談だんはともかく……。

ピアニィ：ええ。演出じゃなしに国民全員が《ディスコード》を憶おぼえる方法ないですかね？




　だめだこの人。




アル：国民は基本的にエキストラだろうし、データは持てないと思う……（笑）。

ピアニィ：うう、そっかー。じゃあせめて攻撃魔法教室を開きながら、各地を回りますよ！

一同：………………（笑）。

ＧＭ：（ナレーション風に）……帝紀八一三年初頭。連合王国が成立して以後、女王ピアニィが最初に打ち出した政せい策さくは「富ふ国こく強兵」策さくであった―――。

ベネット：ち、ちげぇ―――っ！「富国」の部分がないって！　ただ「強兵」策があるだけじゃ――――――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ピアニィ………………（笑）。

アル：思考から戦闘のことを外せばもっとまともな意見が出るかと……（笑）。

ピアニィ：!?　や、やりなおし～！　今度は、いい話にしてみせますっ！

ＧＭ：では、テイク２！  いい話をどうぞ！

ピアニィ：動物たちと一緒に、国の子供たちにプリプリダンスを教えます。

一同：どこがいい話だ――――――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：えぇえぇえ――――――っ!?




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……さて、陛下による画期的な新しん政せい策さくが発表されたところで、こちらで用意したシーンを演出していきましょうか。

ピアニィ：うぅ……っ（笑）。

ＧＭ：シーンプレイヤーはピアニィ。他のＰＣは基本的に登場不ふ可かとしようか。えー……時期は現在、帝紀八一三年九月の後半だ。このシーンは、久ひさしぶりにノルウィッチの城に戻ってきた夜から始めよう。

ピアニィ：どんなシーン……？

ＧＭ：ほら、前回の流れからして、やっておきたい場面があるんじゃない……？（笑）

ピアニィ：やっておきたい……あ！　ああ、ありますあります！　ステラ姉様、こちらに亡ぼう命めいしたんでした……！

ＧＭ：そう、それ（笑）。ステラの亡命後、今日この日までピアニィは連合王国の設せつ立りつや遷都、それに伴う公こう務む、諸国遊説などなど……これまでなかなか時間がとれなく……。

ピアニィ：姉様とゆっくり話す時間もあまりなかった？

ＧＭ：そういうこと。でも、ここに至っていろいろ一段だん落らくしたので、ようやくふたりで語り合う時間が取れるようになりました。

アル：ＧＭ、今の連合王国におけるステラの扱あつかいはどうなっています？　ステラ、国民に反感を抱だかれていたりしません？　仮かりにも、元レイウォール王国の王女だし。

ＧＭ：たしかに一度はフェリタニアに攻せめ込こんだ人だし反感を抱く人はいるだろうね。が、ピアニィに忠ちゆう誠せいを誓ちかった事実が公こう布ふされたこと、そしてレイウォール時代より人々が一目置いていた人物でもある。現げん状じよう、歓かん迎げいムードの方が高いようだ。

ベネット：前にフェリタニアに攻め込んだ時も、卑ひ怯きような行動はなかったでやんすしな。

ＧＭ：あと、戦せん乱らんのアルディオン大陸では、有能な人間が仕える国を代えること自体、そう珍めずらしくないという風ふう潮ちようがあるんだろう。

アル：ああ、なるほど。

ベネット：そう言えば『デスマーチ』のマルセルもレイウォールからの移い籍せき組ぐみでしたな。

ナヴァール：さらにステラは、レイウォールの王族という事実が大きい。ピアニィ、ステラ、スリスの三人が「こんなに仲がよいですよ」と喧けん伝でんすることで、レイウォールを揺さぶることもできよう。

ＧＭ：喧伝するのか（笑）。まあ、王女がふたりとも国を出てフェリタニアに集ってるわけだしなあ。レイウォール側に問題があるんじゃないかって勘かんぐりたくなるわな。

ナヴァール：これを利用せずしてなんとするか。そんな感じだ。

ベネット：ふうむ、いい仲の相手にその冷血っぷりとは、さすがはナヴァール殿どの。

ピアニィ：……そう言いつつ、ステラ姉様の地位と安全を確かく保ほしてくれていそう（笑）。

ナヴァール：……む、陛下の成長ぶりには驚かされます。付け加えようと思っていたことを言われてしまった（笑）。

アル：なるほどなー。そういう事じ情じようなら、ステラもわりと自由に動ける身ではありそうだ。

ナヴァール：私が連合王国軍の軍師だから、ステラの立場は、王国軍師補ほ佐さくらいだろうな。

ベネット：つまりピアニィ陛下の元には、鳳ほう雛すうと臥が龍りようが揃そろっているでやんすな！

ピアニィ：なんか最強ですね！

アル：……むしろ負けフラグっぽく聞こえるのはなぜだろう（笑）。

ＧＭ：話を戻すよっ！（笑）えー……夜、ノルウィッチ城の自室にピアニィが戻ったとことから始めようか。

ピアニィ：とりあえず、疲つかれ切きってベッドにばふっと倒たおれ込こみます。

ＧＭ：では、それとほぼ同時のことだった。〝―――コンコン〟　ふいに、深夜の寝しん室しつ内に響ひびく乾かわいたノック音。続いて聞こえるのは、ドア越ごしのくぐもった女性の声だ。「……ピアニィ陛下、いらっしゃいますか」

ピアニィ：慌あわててドアを開けます！　ステラ姉様……！　と、ぎゅっと抱きつきます♪　で、入って入って！　と、部屋に引き入れて……。

ＧＭ：しかし、部屋に入るとステラはすぐにキミの眼がん前ぜんで膝ひざをつき、頭を下げる。その姿すがたは鎧こそ纏まとってはいないが人前にでる時の軍ぐん装そうだ。あくまで臣下としての立場を貫つらぬき、表ひよう情じようを崩くずすこともなく……「ピアニィ陛下、このような時間に申しわけございません」

ピアニィ：あの、ステラ姉様……？　顔をあげてください。前と同じようにしゃべってもらった方が……。

ＧＭ：「いえ。この国に来た時、私はあくまで臣下としての立場を貫こうと決めたのです」

ベネット：相変わらずマジメっ子だ。

ピアニィ：んー。……じゃあ、開きっぱなしのドアをぱたんと閉しめます。……これで、ここにはあたしと姉様しかいません。それなら、いいですよね？

ＧＭ：「…………」

ピアニィ：……。

ＧＭ：「………………本当に…いいのか？」膝をつき、頭を垂れたまま、ぽそり。

ピアニィ：もちろんです♪　あたしたち、姉妹じゃないですか！

ＧＭ：「ピ……」

ピアニィ：ぴ？

ＧＭ：「ピィイィィイイィイイィイ――――――っ!!」と、がしぃっ……！　ピアニィの両りよう腕うでごと、その華きや奢しやな身体を抱きつぶすくらいの勢いで……。

一同：抱きつぶすっ!?


ベネット：ベキボキバキ……アヘ。

ピアニィ：痛いたい痛い折れる折れる……っ！　というかなんか変な音が……っ!?
















ＧＭ：あまりに喜びに、そんな言葉はステラには届かない。「会いたかったぞ、ピィ……！　おい、少し瘦やせたのではないかっ？　食事はちゃんと摂とっているか……!?」

ナヴァール：いかん、姉バカモード発動だ。

アル：な、なんで有能だった敵キャラって、味方になるとぽんこつになるんだ……（笑）。

ＧＭ：「で、どうなのだピィ……っ」

ピアニィ：え、えっと、あまり贅ぜい沢たくな物は食べられませんが、質しつ素そな生活もなかなかよいものです。そうそう、畑を耕たがやしたりするのも楽しいですし……。

ＧＭ：「……畑を耕すっ!?　そ、それはお前がしなくてもいいことではないのか？　いったい誰に吹ふき込こまれた!?　そうか、ナヴァールか……っ!?　おのれ……！」（一同大爆笑）

ピアニィ：ち、ちがくて！　ナヴァールは身体を張はってあたしを守ってくれますよ……!?

ＧＭ：「では、ピィが畑を耕している間にナヴァールはなにをしていた」

ナヴァール：うむ、椅い子すに座すわったまま宙ちゆうに浮いて、クルクル回っていた（一同大爆笑）。

ＧＭ：「おのれ、許ゆるせん……っ！」

アル：誰としゃべってるんだ、ステラ。

ピアニィ：いやいやいや……っ！　あ、あたしたちと一緒に戦ってくれる勇者を募つのってくれたり、内ない政せいをがんばってくれたり……軍師として、ナヴァールはよく働いてくれています。……たまに、お茶ちや目めなことをしますけど。

ＧＭ：「ナヴァールは、二巻ではかなり酷ひどいことを行なったようだが、そのようなことは二度としないと思うか？」

アル：ステラがメタな会話を振った！（笑）

ピアニィ：あれは、ナヴァールなりに考えて行なったことのようですから……。それに、黙だまってあのようなことはしないと、約束してくれましたから、大だい丈じよう夫ぶです！

ＧＭ：「そ、そうか。ならばいい」

ピアニィ：よかった～、納なつ得とくしてくれた。

ＧＭ：……そして、ここでようやくピアニィを離はなして近くの椅子に腰こしを掛かけ―――優しく微笑を浮かべて、訊く。「……さあ、今までどんな経験をしてきたか私に教えてくれ、ピィ」

ピアニィ：では、レイウォールを飛び出してから、私が体験してきたことを話します。で、ステラ姉様を直ちよく接せつ助けに行けなくて、ごめんなさい……と、前回のことも言います（笑）。

ＧＭ：「……いや、かまわないさ。こちらもお前に刃やいばを向けた身だ。だが、謝あやまることはしない。レイウォールを離れた身とはいえ、将しようである私がそれをすれば、ついてきた部下たちに会わせる顔がない」

ピアニィ：いえ、こうしてまたふたりで話ができるのですから、かまいません。……それより、ヒュー兄様はどうなさっていますか？
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ＧＭ：「…………」

ピアニィ：あたしはヒュー兄様が好きでした。でも、ヒュー兄様はちがったのでしょうか？

ＧＭ：「それは……」と、少し言葉を詰つまらせて考え、言葉を続ける。「……兄上がなにを考えているのかは、私にもわからん。今にして思えば、兄上はお前のことを、いや、私やベルフトのことすら手て駒ごまとして愛していたのかもしれないな」

ピアニィ：……。

アル：そういえばヒューバードってさ、なんかピアニィに固こ執しつしてるとこあるよな。

ベネット：固執？

アル：ほら、前に襲おそってきた時さ、「ピアニィは遺体でもいいから連れ帰れ」とか言ってるし。

ピアニィ：そういえば。なんかあるのかな……。

ＧＭ：まあ、その話はいずれわかる時がくる。はず。

ピアニィ：……あ、姉様。お父様はどうなさっておりますか？

ＧＭ：「相変わらずお眠ねむりになったままだ。日ごとに衰すい弱じやくしている。おそらくは兄上が絡からんでいるのだろうが、確かく証しようは得ていない」

ピアニィ：まだ生きていらっしゃいますよね？

ＧＭ：「……むしろ、生かされているのかもしれないな」

アル：君主をいつ殺すかというのは、とても重要だからなあ。そう簡単には手を下せないだろ。国王が死ぬと、そのタイミングで国力が下がる。

ピアニィ：（考えて）……お父様のことは心配ですし、ヒュー兄様のことも気になります。ですが、今の私には、他にやるべきことがあります。連合王国も、あたし自身も、もっと強くならねばなりません。

ＧＭ：「ほう？　……ふふ、そうだな。ずいぶんと成長したようではないか。さすがは陛下」と、少し茶ちや化かすようにステラは言う。

ピアニィ：それは、支ささえてくれるみなさんのお陰です。

ＧＭ：ステラはフ、と笑えんでキミの手を取る。「この細い腕うでには弱き者の未来を掬すくい取とる義務がある。この小さな肩かたにはお前を信じて生きるすべての生命が掛かっている」

ピアニィ：……はい。

ＧＭ：「お前に課せられた義務は、お前が考えている以上に大きい。しかし、お前を支えてくれる者もまた、共にあることを忘れないでほしい。ナヴァールや、アル、ベネットも……そして私もだ」

ピアニィ：ありがとう、ステラ姉様。

ＧＭ：するとステラは言います。「さあ、説教じみた話はここまでだ。久ひさ々びさに姉妹水入らずなのだ。もっと話を聞かせてくれ、ピィ」

ピアニィ：……はいっ！

ＧＭ：（ナレーション風に）……そして、薄うす明あかりの灯ともる夜の寝室にて、ふたりは笑顔で言葉を交かわしあう。時を忘れるほどの小さな、そして至し福ふくのひと時。それは三みつ日か三み晩ばんにわたって続いたという―――。

ピアニィ：長すぎますよステラ姉様っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：そして、ピアニィが解放されたその明け方……。

ピアニィ：や、やっと眠れる……（笑）。

ＧＭ：……そう思ってベッドに倒れ込もうとした時だ。ドアがノックされ、侍じ女じよがやってきます。「―――陛下、朝早くに申もうし訳わけございません。面会を希望する者が参りまして……」

ピアニィ：め、面会？　こんな早くに？　身み支じ度たくするので待っ……。

ＧＭ：そう言い終える間もなくドアの向こうで―――「あ、お待ちください……っ！　陛下はまだ身支度の途中で……っ」「……いいから。どいて」

ピアニィ：え？　もう来ちゃった？

ＧＭ：ええ。侍女の制せい止しを振ふり切きって……ドアは、開けられた。訪れた客―――ナーシアは、ピアニィと視し線せんを合わせ、おもむろに口を開いてこう言った。




「―――久しぶりね、ピアニィ」
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◆Opening 02◆アル・イーズデイルの憂ゆう鬱うつ




　大地に突つき立たてた剣けんに身体を預あずけてへたり込こみ、少女は肩かたを上下させていた。

　声を発そうにも、身体が酸さん素そをほしがり思うように言葉がまとまらない。

　そんな少女を眼がん前ぜんに見下ろし、アルは心の中で呟つぶやいていた。




「どうしてこうなった……？」




ＧＭ：次のシーンのシーンプレイヤーはアルさんと参りましょう。……アルはこの半年間、なにをして過すごしてきたのかな？

アル：うーん……師し匠しようの謎なぞも解かい明めいし終えたし、もはや旅に出る理由もなくなったしなあ。

ピアニィ：普段はなにしているんでしょうね。

ナヴァール：探たん索さくや討とう伐ばつの任にん務むが出れば、アルが向かわされるのは間ま違ちがいないだろうね。

アル：ええ。ただ、それ以外は暇ひま。農業や林業の手伝いくらいしかできることがない。

ナヴァール：そうはいかん。連合王国のうちフェリタニアには特とく殊しゆな事じ情じようがあるのでな。

アル：特殊な……。

ピアニィ：……事情ですか？

ナヴァール：うむ。フェリタニアには法ほう律りつがない。

一同：そうなのっ!?


アル：あれ？　……言われてみれば、そういうことなのか？

ナヴァール：うむ。封ほう建けん社会では領りよう主しゆに立りつ法ぽう権けんや裁さい判ばん権けんがあったりするから、普ふ通つうなら国王がすげ変わっても地ち域いき社会レベルでは混こん乱らんしないのだが、フェリタニアは少々特殊でな。

アル：そうか、レイウォールに支し配はいされていたときに旧きゆう貴き族ぞくが軒のき並なみ解かい体たいされてるんだ。

ナヴァール：そのとおり。つまり、現げん在ざいのフェリタニアは名目的にも事実としてもピアニィ陛へい下かの独どく裁さい国家なのだ。

ベネット：独裁っ!?

ピアニィ：人聞き悪いっ!?


ベネット：……法律なしで国の運うん営えいとかできるんでやんすかね？

ナヴァール：フェリタニアと呼よばれている土地は、もともと旧きゆうアヴェルシア王国があったところだ。旧アヴェルシアの法に基もとづいて統とう治ちすれば大きな問題は起きないだろう。

ＧＭ：もちろん、一いつ刻こくも早くフェリタニアと連合王国の成文法を発はつ布ぷすべく文官たちが仕事をしているだろうけどね。

アル：それまでの間はもめ事起こり放題ってことか……メルトランド人とフェリタニア人のもめ事が起きても解かい決けつする法律もないわけで。

ナヴァール：なのでここ数ヶ月が平へい穏おん無ぶ事じだといっても、それは戦争がないだけのこと。村の内部や村同士、村と都市、そして都市と都市同士のいさかいが起きた時、武ぶ力りよくでそれを止める者は必要になる。それがアルの仕事ということだな。

アル：うへぇ（笑）。

ピアニィ：でもそういうお仕事は別にして。アルは個こ人じん的てきな旅とかしなくていいの？

アル：それは、この時点（帝てい紀き八一三年九月）ではすでに解決済ずみであったことが、小説版ばんで判はん明めいしまして。

ＧＭ：判明もなにも、それを書いたのはお前だ！（笑）……ま、小説版に出てきた事件や設せつ定ていは、あとでくわしく話してもらおうか？（笑え顔がお）

アル：は、バーランドは一度、大きな鯨くじらのようなものに襲しゆう撃げきされかけた、という程てい度どの認にん識しきをしてもらえればＯＫです（笑）。




　くわしくは、ノベルの方をお読みになっていただきたい。




アル：まあ、ともかく……ふだんはそんな仕事と、あとは姫ひめさんの護ご衛えいくらい？

ＧＭ：いやいやいや。もうひとつ、日にち常じよう的てきにやっていることがあるだろう？

アル：は？

ＧＭ：―――では、演えん出しゆつを始めようか。そこは、ノルウィッチ近きん郊こうにある森の中。木こ漏もれ日びがちらつく光を大地に落とす中……（ナレーション風の声で）今、仮か面めんを通してアルが見つめているのは、肩で大きく息をするひとりの少女だった。

アル：へ？　…………ああっ！（笑）アキナのことか！
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アキナ・ブルックス

『デスマーチ』シリーズに登場するＰＣ。

　アルの実家であるブルックス家に引き取られた、彼かれの義ぎ妹まいである。

　幼おさない頃ころにアルに助けられて以い降こう、彼にあこがれて剣けん士しを目指した。

　現在、フェリタニアに所しよ属ぞくするギルド・エンジェルファイヤーの長おさを務つとめている。

　最近、彼かの女じよは剣の腕うで前まえで少しでも兄に追いつかんとして師匠を得た。

　その名は「天てん狗ぐ仮面様」。

　文字どおり天狗の面で顔を隠かくした正体不明の剣士で、その立たち振ふる舞まいにアキナはちょっぴり胸むねキュンモード。

　くわしくは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ②　愛はお金で買えません！』をお読みになっていただきたい。

　なお、謎に包まれる天狗仮面様の、戦せん慄りつの正体とは―――。




ＧＭ：そんなわけで、キミの眼前でアキナは息を整えて顔を上げ、声をあげた。「も、もう一本お願いしますっ、天狗仮面様……！」

アル：…………。つまり俺は今、仮面をかぶってアキナに稽けい古こをつけていると……。

ＧＭ：うむ。

アル：しかもなぜか正体を隠して……。

ＧＭ：うむ。

アル：……。

ＧＭ：……。

アル：（ぷるぷる震ふるえながら）ど、どうしてこうなった……（笑）。

ＧＭ：かわたなに聞いてくれ。

アル：し、しかし、本当に……俺はなぜ変へん装そうなんかした……（笑）。

ＧＭ：アキナから見て、兄であるとわかると剣に甘あまさがでるから正体を隠しているらしい。

アル：まあ、それはいいが……ここでひとつ大きな問題がある。

ＧＭ：問題？

アル：俺、今回のレベルアップで盛せい大だいに装そう備びが変わってまして……天狗の仮面は叩たたき売うってライオンマスクになった！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そういえばそうだ！

アル：なので、融ゆう合ごうさせて「ライオン天狗」と名乗りましょうっ！

ＧＭ：あほですかキミはっ!?


ピアニィ：（←爆ばく笑しようしている）。それを言うなら『ライオンキン……っ』（大爆笑）。

ナヴァール：（←やっぱり大爆笑している）。

ＧＭ：というか〝天狗〟分はどこにいったんだよ！（笑）

アル：じ、じゃあ……ライオンマスクは使うとして……農作業でもらったキュウリをライオンの鼻に刺さして……（一同大爆笑）。
















ピアニィ：（笑いをこらえながら）こ、これはあたしの知ってるアルじゃない……（笑）。

アル：（ライオン天狗様になって）……よし、アキナ。今日はここまでとしよう。

ＧＭ：（笑いをこえながら）アキナは、その言葉に剣を収おさめ……「はいっ、天狗仮面様！」

アル：ライオン天狗だ。

ＧＭ：「は、はい、ライオン天狗様」

ベネット：……（←笑いをこらえて微び妙みような顔になっている）。

アル：いいか。今日、身につけた技わざと、それを振ふるう感覚……決して忘わすれてはならんぞ。

ＧＭ：「はい！」　アキナは、元気よくそう答え……って。なにを教えたんだ。

アル：教えた技の名前は《レイジ》！　……って、妹になんて物ぶつ騒そうなものを教えてるんだ、俺（笑）。




《レイジ》

　自分が受けたダメージを攻こう撃げき力りよくへと変える、サムライ最強のダメージ増ぞう加かスキル。




アル：アキナよ。この技を生かすためには、繰くり出だす刃やいばを一いち撃げきだけで止めないことだ。二刀を持てとは言わん。が、一刀でも工く夫ふう次し第だいで二刀に勝まさる打うち込こみとなると知れ。手首の返しに気をつけ、連れん携けいを生み出せるよう鍛たん錬れんを積むのだ。

ＧＭ：「一刀で二刀に勝る……」その言葉に、アキナはどこか上気した表ひよう情じようで、そして尊そん敬けいのまなざしでライオン天狗様を見上げてそうつぶやく。

アル：アキナはそのうち《ストラグルクラッシュ》を覚えるはず！　両手剣で二回攻こう撃げきできるようになるだろう……と思っての発言です（笑）。

ＧＭ：アキナは、ライオン天狗様の言葉にいたく感動したらしい。「あ……ありがとうございますっ！　これでアル兄様を驚おどろかせることができます！」（一同爆笑）

アル：（ぎこちない動作で、目を逸そらしながら）え？　あ、う、うん。び、びっくりする、かも……な？

ＧＭ：「次にアル兄様に手合わせしてもらった時、今日習った技をおもいっきり打ち込んでみようと思います！」

アル：（優やさしげな笑顔で）それは、やめておくんだ―――（一同爆笑）。

ＧＭ：だいたいそんなところで、このシーンは閉とじておこうか（笑）。アキナは、あらためて頭を下げてライオン天狗様に礼を言う。「ご指し導どう、ありがとうございました！」心なしか、アキナの頰ほおは赤く染そまっている。

アル：うむ。これからも励はげめよ―――と、シーンから退たい場じようしよう……（笑）。

ＧＭ：〝さああ……〟ふいに吹ふいた優しい風が、アキナの前まえ髪がみを揺ゆらした。それと共に、かき消えたのは人の気配。

ベネット：（アキナになって）「……はっ!?　ライオン天狗様っ!?」

ＧＭ：声を上げ、アキナはあわてて周囲を見回す。だが、そこにもはやライオン天狗の姿すがたはない。ライオン天狗は一陣じんの風となって虚こ空くうへと消えていったのだ―――そう、少女の胸に熱い想おもいだけを残して。

一同：……。

アル：……。

一同：………………（笑）。

アル：菊きく池ちさん。

ＧＭ：なんでしょう。

アル：俺はどんだけスカポンタンなんですかっ!!（一同大爆笑）







◆Opening 03◆ここにいる理由




　ベネットは、手の中の竜りゆう輝き石せきを見つめた。

　奪だつ還かんを命じられた旅人の石はここにある。

　彼女がアルディオンにやってきたその目的は、すでに達成されたのだ。

　しかし、彼女がエリンディルには帰き還かんするまでにはもう幾いくばくかの時を必要とした。

　なぜなら―――。




ＧＭ：次は、ベネットのオープニングシーンといこうか。ベネットはこの数ヶ月、なにをしてたんだろう……？（笑）

ベネット：……さて。やはり、あっしが持っている旅人の石にからむサムシングを……。

ＧＭ：お。

ベネット：あっしはもはや旅人の石を奪うばい返かえしたわけで……が、帰る気が起こらないのは、どういうわけでやんすかねえ？　なあ、ファミリアの猫ねこ、お前はどう思うでやんすか？

ＧＭ：猫は、旅人の石を「ていっ」と蹴け飛とばした。

ベネット：ぎゃ――――――っ!?　旅人の石が海に落ちたっ!?　慌あわてて海に潜もぐって拾う！　ドブゥンっ、クロールクロールっ！　ブクブクブクブク……ざばあ！　……ふっ、溺おぼれるかと思ったでやんす―――（ニヒルな笑えみ）。

一同：……。

ベネット：ＧＭ、早く演出を始めて欲ほしいでやんすっ!?　でないと、あっしはグデグデのまま遙はるか未来へと旅立つぞ――――――ぉっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：いや、その……しゃべってる内ない容ようからこの数ヶ月になにをしてたか拾おうと……ま、旅でもしてればいいや。で、旅を終えてノルウィッチに帰還する道中、ベネットは手にした旅人の石に視し線せんを落とし―――ふと思う。

ベネット：お？

ＧＭ：キミは、たしかにこの大陸に来たその目的を果たした。帰ろうと思えば、いつ帰ってもいいはずだった。この数ヶ月、キミはいつも石を見ながら、自問自答していた。なぜ、自分は帰らないのかと。そのたびに、キミの脳のう裏りに浮うかぶのは、ピアニィやアル、ナヴァールの顔だ。彼らと共に過ごした同じ時間、数々の戦い―――。

ベネット：なんでやんしょうな、この後うしろ髪がみを引かれるような気分は。どうせ自分には関係ない大陸のことなんでやんすがね―――と、石を空に向けて日の光に透すかします。

ＧＭ：その気持ちがなんなのか、キミは本当は理り解かいしていた。それは……。

ベネット：そう、理解している。あっしは……。

ＧＭ：と、キミがその気持ちを言葉にしようとした時だ。「よお、姉ちゃん。なんかいい物持ってるじゃねぇか？」と、荒あらくれた声がかけられる。見れば、五から六人の野や卑ひな雰ふん囲い気きの、そしてエキストラっぽい男たちがキミを取り囲んでいる。

ベネット：……ああん？　このベネット様になんの用だあ？　ああ？　と、ガンを飛ばすでやんす（キリッ）。

ＧＭ：「はあ？　ベネットぉ？　知らねぇな」

ベネット：くくく、〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟のひとりであるあっしを知らぬとは。よし、このマジカルクロスボウの錆さびにしてくれ―――。

ＧＭ：と、ベネットが戦せん闘とう態たい勢せいを取った瞬しゆん間かん、チンピラたちが突とつ如じよ炎ほのおに包まれた。

ベネット：ヒッ、ヒィっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：チンピラたちは黒こげになったまま……突如現あらわれた脅きよう威いに恐おそれをなし、捨すて台詞ぜりふを残して逃にげ出だしていく。

ベネット：すんませんっ、調子に乗ってましたっ!?　このマジカルクロスボウを渡わたしますからどうか命だけは―――っ!?　と、土ど下げ座ざします。

ＧＭ：「あら、ずいぶんと高く売れそうなアイテムですね。うちで引き取りましょうか？」

ふいに、近くの木の上から女性の声が聞こえてくる。


ベネット：あんたが誰か知りませんが、なるべく高くお願いします。

ＧＭ：「五万四千Ｇではいかがです？」

ベネット：…………価か格かくがあまりにもいい感じだったので一いつ瞬しゆん心が揺らいだ（一同爆笑）。

ＧＭ：「では、交こう渉しよう成立でよろしいですね？」

ベネット：（ハッとして）ダメでやんす！　このクロスボウがないと、あっしはこのセッションで生き残れな―――いっ！　あっしの居場所がなくなる―――っ！

ＧＭ：「居場所はあります。そう―――人々の心の中に」優しげに彼女はそう告げた。

ベネット：（遮さえぎって）認みとめられた……！　あっしは生きていてもいいでやんすね!?　パアァアァ……（←光が差さし込こむ）―――昇しよう天てんしました。

ナヴァール：死ぬなよっ!?（一同大爆笑）

アル：今、ちょうど認められたところだろうがっ!?（大爆笑）

ピアニィ：ベ、ベネットちゃん……ベネットちゃんっ！（←おなかをかかえて笑っている）

ＧＭ：……あの、そろそろ誰が登場したのか、喋しやべってもいい？

ベネット：そういえばずっと喋ってたアンタは誰？（笑）

ＧＭ：その問いに……ふわり、舞まうように木から飛とび降おりたのは、大きな鍔つばのある黒い帽ぼう子しを被かぶった女性だ。「……久ひさしぶりですね、英雄のベネットさん？」

ベネット：黒い帽子の女？　おお、ファンブックで会ったから誰だかわかるでやんす。アルの姉さんのエルザさんでやんすな？
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ＧＭ：はい、正せい解かい（笑）。

ベネット：えーと、あっしになにか用事で？

ＧＭ：「エリンディルよりやってきた英雄にして連合王国の大黒柱。アルくんでもナヴァールさんでもなく、ピアニィ陛下を真に支ささえているのがベネットさん……あなたと聞きます」

ベネット：っ!?

ＧＭ：「これまで数々の危き機きより人々を救い、守ってきた英雄の中の英雄―――」

ベネット：ははは……（真顔になって）そろそろ持ち上げるのをやめて―――っ!?　そしてあっしを落としてくれ―――っ!?　持ち上げられっぱなしだと不安になるんじゃ―――っ!!　今ならすぐさま騙だまされてやるから、さっさと吐はけ―――っ!?（一同爆笑）

アル：な、難なん儀ぎな奴やつだなあ（笑）。

ＧＭ：「それでは、本題を―――ベネットさん、あなたがこの大陸に来た目的は、旅人の石の奪だつ回かいだと聞いています。それを果たした今、あなたはピアニィ陛下にお仕えする理由はありませんよね？　ですが……」

ベネット：……ああ。じゃあ、そこでエルザの言葉を遮るでやんす。みなまで言わなくていいでやんすよ。あっしは、まだエリンディルに帰る気はないでやんすから―――。

ＧＭ：「え？」

ベネット：（優しげな口調で）これも乗りかかった船でやんすからな。性しよう分ぶんでやんすかね？　いつもひどい目にあうのに、最後まで見み届とどけないと気が済すまない。損そんな性せい格かくでやんしてな。わかっているでやんすよ、言いたいことは。

ＧＭ：「…………」

ベネット：すべてが終わるまで、あっしはピアニィ陛下やアル殿どの、ナヴァール殿と共に生きる―――そう言わせたかったんでやんしょ？

ＧＭ：「まあ、その……はい」エルザは心を見み透すかされて、口ごもる。

ベネット：じゃあ、ふっと笑って……話は、それだけでやんすな？　ならば、そろそろ行かせてもらうでやんすよ？

ＧＭ：その言葉に、にこりと笑みを浮かべ……エルザは帽子を脱ぬいで会え釈しやくをする。そこから感じられるのは、尊敬の念だ。「ピアニィ陛下やアルくんを―――お願いします」

ベネット：では、もちろんでやーんすよ、と手をぶらぶらさせてその場を去っていこう。

ＧＭ：ういうい（笑）。では、そんなところでシーンは切れるんだけど……最後に、去っていくキミの背せ中なかをいつまでも見送ってのち、エルザはふっと笑顔で息を吐いて……言った。




「……なるほどね。

　思おもい違ちがいでなければ、あの方は物事の本ほん質しつを感じることができる人だわ。

　〝クラン＝ベルの四英雄〟―――その名は、伊だ達てではないってことね」







◆Opening 04◆富ふ国こく政せい策さくの軍ぐん師し




　今、ナヴァールの眼前に書類が山と積み上がっていた。

　国内に食しよく糧りようを行いき届とどかせるための大事な書類。一いち枚まいたりとて処しよ理りを滞とどこおらせるわけにはいかない。

　しかし、白びやく羽う扇せんを片かた手てにナヴァールは涼すずしい顔をしていた。




ＧＭ：それではオープニングの最後は、ナヴァールのシーンです！

ナヴァール：よし、今日は真ま面じ目めにやるぞ。いや、いつだって真面目なんだが。

ＧＭ：期待していよう。さて、この数ヶ月でナヴァールがやっていたイベントというと……。

ナヴァール：（シリアスな口調で）シーンは、私わたしが宙ちゆうに浮く椅い子すに座すわってクルクル回る場面から始まる。

ＧＭ：どこが真面目だ。

ナヴァール：真面目だって！　で、城しろの執しつ務む室しつに集まった部下たちを見下ろしながら、言うのだ。（シリアスな口調で）……エンジェルファイヤーの諸しよ君くん、よくやってくれた。お陰かげで、秘ひ密みつの金貨製せい造ぞう工場は守られ、食料の調達にも無事成功した。

一同：そのシーンかよっ!!（笑）




　わからない人のために解かい説せつしておくと―――。

　このエピソードは、『デスマーチ』第二巻かんに収しゆう録ろくされたものである。

　フェリタニア・メルトランド連合王国の食糧問題に際さいし、ナヴァール麾き下かのギルド・エンジェルファイヤーが出しゆつ撃げき、背はい後ごで暗あん躍やくするバルムンクの計画をたたきつぶすという話だ。

　結果、フェリタニアは食料不足の危機を回かい避ひしたのである。




ナヴァール：さて、諸君らの次の任務だが……。

ピアニィ：な、なんか悪の組そ織しきのような……（笑）。

ナヴァール：だがその働きがあったからこそ、我わが王国は夏を乗り切れたのですぞ。

アル：秋の収しゆう穫かくの前は、食料が一番不足する時期だからな。

ナヴァール：そうそう。これでレイウォールやグラスウェルズから食料を輸ゆ入にゆうすることが可か能のうとなって食糧不足は解かい消しようされたのだ。

ＧＭ：加えて、ここ数ヶ月は大きな戦争は起きていないし、交こう易えきもできたでしょう。

ナヴァール：つまり、私はこの半年間ほどは富国政策に務めていたということだ。

アル：そ、そうか。ナヴァールが富国政策、ピアニィが強兵政策に励んで……。

ベネット：ふたりあわせて「富国強兵政策」になっているでやんす（笑）。

ナヴァール：まあ、ともあれ。私はステラからもらった白羽扇でパタパタ扇あおぎながらデスクワークに勤いそしむぞ。ちなみに、食糧を国内に行き届かせるための面めん倒どうな書類とかはすべてマルセルに押おしつけておく。マルセルは裏うら目め軍師だから戦争には向かないが、こういうルーチンワークには向いてるんだよ、うん。やらせよう、ぜんぶやらせよう。

ＧＭ：どういう理り屈くつだ。

ナヴァール：マルセルには内ない政せいを、オトガルに軍の整せい備びをさせる感じかな。ステラはオトガルの補ほ佐さ、陛下の遊ゆう説ぜいにはスリス女王に同行してもらい、仲がよいことをアピールさせよう。
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ＧＭ：と、そんな風にこの数ヶ月はもろもろの采さい配はいを振るっていたわけだな。

ナヴァール：うむ。毎日、明け方まで私の部屋から灯あかりが消えることはない。そんな状じよう況きようだ。

ＧＭ：ＯＫＯＫ。では、そんな日々を過ごす中……アルディオンにも秋が訪おとずれる。今日もエンジェルファイヤーの面々を集めて指令を出だそうとするナヴァール……そんなキミに向かって、傍かたわらに立つステラが腕を組みながら頼たのもしげに声をかける。

ピアニィ：で、なにかかっこいいこと言うんですね（笑）。

ＧＭ：「その白羽扇、実によく似に合あうぞ」

一同：そこなのっ!?


アル：ああ……ステラのぽんこつ化が進んでいる……（笑）。

ベネット：やはりこいつは味方にしてはいけなかったんだ……っ！

ピアニィ：姉様……っ（笑）。

ナヴァール：ははは、そうか？　と、笑顔で返そう。

アル：そしていちゃつくふたりの前でマルセルがピクってる、と……（笑）。

ＧＭ：と、室内にどこか微妙な雰囲気が満たす中―――ふいに、あわてた様子で部屋に飛とび込こんできた者がいる。「……ナヴァール様っ！」

ナヴァール：む？

ＧＭ：部屋に飛び込み、息を弾はずませているのは見た目二〇歳さいくらいの黒くろ髪かみの青年だ。最近、フェリタニアに参加した伝令役ですな。あ、こいつです（と、資し料りようをテーブルの上に置く）

ナヴァール：（その資料を見て）……ふむ、そんなに慌ててどうしたのだね？　傷きずついた伝令の代わりに重要な報しらせを城に届とどけて以来、フェリタニア軍の伝令となった戦せん闘とう力りよくはほぼ０だが迅じん雷らいのごときスピードを誇ほこるという神奈川県／Falke君の投とう稿こうによる青年アルマ・シューティングスター君？（一同大爆笑）
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アル：読者投稿キャラか！　もっと気の利きいた言い方を……（笑）。

ナヴァール：ははは、フェリタニア軍に参加している者なら、そのすべてを経けい歴れきまで把は握あくしているという私のすごさを演出してみたのだ。（投稿に目を通して）実は彼の親はバ……おっと、これはしゃべらない方がいい（笑）。

ＧＭ：し、社長……（笑）。

ナヴァール：で？　そんなに慌ててどうしたのだ？

ＧＭ：「は、レイウォール国内で大だい規き模ぼな軍編へん成せいが行なわれたという情じよう報ほうがもたらされました。近く、なにか大きな動きを見せる可か能のう性せいあり、と……！」

アル：レイウォールが？　まさか、攻せめてくる……？

ＧＭ：ではそこで、話を聞いていたマルセルが口を挟はさむ。「ふん、なるほどな。私の推すい測そくによれば―――これは我が連合王国に対する威い嚇かく、もしくは軍事行動……」

ナヴァール：ちがうな。

アル：うん、ちがうな。

ベネット：ええ、ちがうでやんすな。

ピアニィ：マルセルさんがそう言うってことは、レイウォールの軍編成は別の国に対するものってこと……ですよね？（笑）

アル：便利だなあ、マルセル。言ったことが全部外れる。

ＧＭ：まるで〝絶ぜつ対たい当たらない予言の水すい晶しよう球〟とでも言うべき……（笑）。ええと、マルセルは自分の意見を否ひ定ていされ、ナヴァールに食ってかかる。「では、ナヴァール殿にお聞きする！　これが我わが国くにを対象とした行動でなければ、いったいなんだと言うのだ！」

ナヴァール：まちがいなく、その軍編成はグラスウェルズへと派は遣けんするためのものさ。

一同：は？

アル：グラスウェルズに……？

ベネット：なぜ……？

ナヴァール：軍の長はレイウォール王国第二王子ベルフトであろう。
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アル：ちょ、ちょっと待て！　なんでそこまで言い切れるんだ！

ナヴァール：私には見えるのだよ。なにせ『ブレイク』第三巻で発生したイベントだからな。

一同：こらっ!?（大爆笑）

アル：なんだその自作自じ演えんは――――――っ!?　そりゃ読みも当たるわっ!?（大爆笑）

ベネット：汚きたない……っ、さすが社長汚いっ!?（大爆笑）

ナヴァール：いやいやいや、まだ俺の知ってるイベントに繫つながるかはわからんが（笑）。

ＧＭ：いやまあ、繫がりますが（断だん言げん）。

ナヴァール：よし！　ならば超ちよう完かん璧ぺきな軍師っぷりを発はつ揮きできるな……！

アル：ていうか、『ブレイク』三巻でなにがあったんだよっ!?（笑）

ナヴァール：では、あくまで私の予想ではあるが、みなにも話しておこう。実は……。

ＧＭ：と、ナヴァールがなにか話そうとしたところで、一いつ旦たんシーンを終しゆう了りようしよう。

一同：生殺しだ―――――――――っ!?（大爆笑）







◆Opening 05◆白はく竜りゆう王おう国こく最さい期ごの日




　つかの間の平和を打うち破やぶる使者はその朝、ピアニィの前に唐とう突とつに訪れた。

「―――久しぶりね、ピアニィ」

　ノルウィッチに戻もどったナーシアの口から告げられたのは衝しよう撃げきの事実だった。

　それは、世界を大きく書かき換かえる最初のきっかけとなるもの。

　運命の時計の針はりは今、その日をめざして時を刻きざみ始めた。




　―――帝紀八一三年九月二二日




ＧＭ：それではオープニング最後のシーンといこう。ピアニィのオープニングの続きだけど、ここは全員登場で！　ノルウィッチへと戻ったナーシアがピアニィと話をするシーンになる。

アル：戻った？

ベネット：ナーシアは前ぜん巻かんで、弟のロッシュを助けたあと一いつ緒しよにノルウィッチに来て、少なくとも、『ファンブック』の事じ件けんの時（帝紀八一三年三月ごろ）まではここに滞たい在ざいしているでやんす。
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アル：あ、そうか。

ナヴァール：その後、彼女はグラスウェルズに行って『ブレイク』第三巻の話が展てん開かいされる。ノルウィッチを出発するのが、だいたい八月ごろですな。

ＧＭ：今回のセッションはそのあとの話なので、「久しぶりね」なわけだな。

ピアニィ：そういえば、ロッシュはどうなったんです？

ナヴァール：未だ意い識しき不明のままです。今もこの城で、オトガルが面倒を見てるね。

ピアニィ：なるほど……。

ＧＭ：では、話を戻して……まず、ぶっちゃけよう。このシーンの目的は『ブレイク』三巻でなにがあったかを説明することだ。今回は、社長が書いている『ブレイク』三巻の内容を踏ふまえて、話が展開されることになるので。

アル：あ、そうなのか。

ＧＭ：というかねっ!?『ブレイク』のセッションの結果、そっちを無む視しできない流れになっちゃったんだよっ!!（笑）これがひどい話でさあっ!!（笑）

ナヴァール：（超ちよう笑え顔がおで明後日の方向を見て）いやあ、いい話だったなあ―――。

アル：い、いったいなにがあったんだ……（笑）。

ＧＭ：それは、『ブレイク』三巻のシナリオタイトルを聞けば一発だよ。

ピアニィ：シナリオタイトル？

ナヴァール：ええ。「―――第六話　白竜王国最期の日」

一同：は!?

アル：……い、いや、ちょっと待って！（笑）最期の日ってなんだよっ!?　滅ほろんだのか、グラスウェルズっ!?　たった一巻で!?

ＧＭ：まあ、滅めつ亡ぼうしたわけではないが……とりあえずシーンの演出に入ろうか。ええと、シーンの背はい景けいはピアニィの執務室でいいかな？

ピアニィ：はい（笑）。

ＧＭ：えー……ナーシアが姿を現わしてから、わずか一五分後。執務室に、キミたち四人とナーシアの姿がある。心なしか、ナーシアの表情には余よ裕ゆうがないかのように見える。「今回はあまり時間がないの。すぐに本題に入らせてもらうわ。実は―――」

ナヴァール：では、すべてわかっていたかのように先に口を開こう。……ほう、もう使者を送ってきたか。早いな、さすがはグラスウェルズ王国軍師アンソン・マンソン伯はく。

一同：は？

ベネット：王国軍師？　アンソン？　は？

アル：ゴーダ伯は？
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ナヴァール：お亡なくなりになった。

一同：なにぃ―――――――――ぃっ!?

ベネット：マジでっ!?


アル：死んだんですか、ゴーダ伯っ!?


ナヴァール：うむ。数日前、グラスウェルズ国内でクーデターが発生したのだ。その争そう乱らんのさなか、命を落とされた。

アル：（素すの口調で）な、なんて惜おしい人を……いつか死にそうだとは思ったが……。

ピアニィ：矢野さん……（笑）。

ベネット：矢野さんは本気でゴーダ伯が大好きだったからなあ……。

ナヴァール：ふうむ、用心深いあのお方のことだ、命を落とされたのだとすれば、おそらくはバルムンクの陰いん謀ぼうに巻まき込こまれてのことだろう。さらにおそらくは、その犯はん人にんはグラスウェルズの中ちゆう枢すうに入はいり込こんでいた、バルムンクの中でも上位に位置する者にちがいない。

一同：…………（笑）。

ベネット：……社長、絶対に当たる推すい理りは楽しいですか…………（笑）。

ナヴァール：もちろんだっ、これぞ軍師の醍だい醐ご味み……っ（一同爆笑）。

ＧＭ：……あ。ところで社長。ひとつ相談があるんですが。グラスウェルズで起こったクーデター、あれ何月何日のことです？

ナヴァール：ああ、あとで菊池さんが困こまらないように意図的にセッションのときは正せい確かくな日付を決めてなかったんだけど……ここで決めちゃおうか。




　しばし相談するふたり。




ＧＭ：……お待たせしました。というわけで本日は、帝紀八一三年九月二二日となりました。

ナヴァール：二日前の九月一九日に、グラスウェルズ王都ベルクシーレでエダム公アンリによるクーデターが起きた。
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ピアニィ：アンリ？　誰ですか？

ＧＭ：ああ、この人（と、『タクティクスガイド』の打ち出しを見せる）。フィリップ王の叔父さんだね。




『タクティクスガイド』29ページを参照である。




ナヴァール：クーデターはファントムレイダーズの活かつ躍やくによって辛からくも防ふせがれたんだが、アンリは逃とう亡ぼう、クーデター軍を率ひきいてフィリップ王と対たい峙じすることとなった。グラスウェルズは真っぷたつに割われ、現在は大規模な内戦状じよう態たいに突とつ入にゆうしたのだ。

アル：……そんなシナリオになってたのか……（笑）。で、ゴーダ伯の死し亡ぼうの件けんでツッコミ忘れたんですが……（笑）。アンソンが王国軍師に任にん命めいされたってことですか？

ナヴァール：そう、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの副団長を経へて、正式にグラスウェルズ王国軍師になりました。伯はく爵しやくの地位ももらってます。

ピアニィ：し、出世してる……きくたけさんが……（笑）。

ＧＭ：いや、俺じゃなくてアンソン！（笑）

ベネット：あの、つまりアンソンがゴーダ伯の後あと釜がまになったということで？

ＧＭ：……そうです（笑）。連合王国で例えるなら、アンソンはナヴァールのポジションに着いたのです。

ピアニィ：それって、グラスウェルズは大だい丈じよう夫ぶなんですかっ!?


ＧＭ：失礼なこと言うなっ!?（一同爆笑）

アル：アンソンというと、ナーシアにいじめられているイメージしかないからなあ（笑）。

ベネット：しかし、なんでわずか二日前の話をナヴァールが知ってるでやんす……（笑）。

ナヴァール：うむ、私が密ひそかに放っていた密みつ偵ていの報ほう告こくによってだ。

ＧＭ：なんだ密偵って!?　ナヴァール、そんな手下がいたのか！　初めて聞いたよ！（笑）

ナヴァール：でも、そういう設定ってさ、きっとユーザーがシナリオ創つくる時に便利だよ？　ＰＣ⑤あたりのハンドアウトに「キミはナヴァールの命令でこの国の情じよう勢せいを探さぐりにやってきた密偵だ」って書いておけば、一発で自分の立場が把握できるという。

ベネット：便利かも（笑）。

ナヴァール：まあ、おいといて！　ここは、わざわざナーシアがやってきているんだし、彼女の口から情報を話してもらわねばな。

ＧＭ：ええ。では―――どこから話すかな。えー……。

ナヴァール：まず、ナーシアはこう言うんだよ。（ナーシアになって）「……クーデターはすべてバルムンクの陰謀」（ナヴァールに戻って）ふうむ、やはりな……。（ナーシアになって）「……ゴーダ伯の代わりとして、軍師代理を務めていたブランドル女伯こそがバルムンクだったの」（ナヴァールに戻って）……ブランドル女伯は、クーデターのおりに亡くなられたと聞いているが？（ナーシアになって）「……魔ま族ぞく〝報復者フラガラツハ〟のアザゼル……それがブランドル女伯の正体よ」（ナヴァールに戻って）なんと……っ！（一同大爆笑）
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一同：なんとっ、じゃなくてっ!!（笑）

アル：し、社長……（笑）。

ピアニィ：ひとりでしゃべってる……（笑）。

ＧＭ：俺らくちん……じゃなくて！（笑）ナーシアは俺がやるよ！

ナヴァール：うむ、ではそれで。無事にＮＰＣに戻ったナーシアに言おう。……ナーシア殿。あなたが急きゆう遽きよノルウィッチに来られたのは、さらなる大きな問題が発生したからとお見受けるするが？

ＧＭ：「……ええ」

ナヴァール：私の推測どおりであれば、アンリ殿がレイウォールに救きゆう援えんを申し入れた―――そうではありませんかな？

ＧＭ：「……さすがね、ナヴァール。そのとおりよ。すでにレイウォール軍はグラスウェルズへ向けて出発している」

アル：ああ、これでナヴァールのオープニングシーンに繫がるのか。レイウォール軍が出兵の準じゆん備びをしているって話。

ナヴァール：そして、その指し揮きを執とるのはおそらく赤竜王国第二王子ベルフト・バウエス・レイウォール殿でん下か―――。

ＧＭ：ナーシアはこくりと頷うなずく。「……さらに、もうひとつやっかいな話があるの。グラスウェルズの王おう威いの竜輝石はバルムンクに奪われ、今、フィリップ王の手元にはない」

ベネット：……まさに〝グラスウェルズ最期の日〟でやんす（笑）。

アル：あ、じゃあナーシアがここに来た理由って……。

ＧＭ：「……ええ。アンソンより書しよ状じようを預かってきた。内容は、フェリタニア・メルトランド連合王国への救援要よう請せいよ」

ナヴァール：……と、以上が『ブレイク』第三巻の流れでした。

アル：…………なるほど、これが社長の無む茶ちや振ぶりか……（笑）。

ベネット：これじゃ『無印』の方で扱あつかわないわけにはいかない……（笑）

アル：つまり今日のシナリオは、この要請を受けてフィリップ王に協力、アンリ＋レイウォール軍と戦争をすると。

ＧＭ：基き本ほんラインはそんな感じですな。まあ、どう動くかはプレイヤーに任まかされるのでなんとも言えないですが（笑）。でも今回のセッションでどんな展開にするか、どんなシナリオにするか……頭を悩なやましたわけもわかるだろう。

アル：ご愁しゆう傷しよ様うさまです（笑）。

ナヴァール：……あれ？　もし連合王国が支し援えん要請を受けなかったらどうなるの？

ＧＭ：ああ。その時は、戦力的に不利なフィリップ側が戦争に負けますな。どう見ても。

ナヴァール：え？

ＧＭ：王国軍師になったアンソンは最後まで戦場にとどまって死にます（一同大爆笑）。

ナヴァール：待て――――――っ!?　それ『ブレイク』シリーズどうなっちゃうんだ!!

ＧＭ：次の『ブレイク』のシナリオを楽しみにしています。

ナヴァール：菊池さん。

ＧＭ：はい。

ナヴァール：そんな無茶な。

ＧＭ：最初に無茶を言い出したのは誰だ―――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：自分のＰＣを人ひと質じちにするなんて卑ひ怯きようだろうっ!!（笑）

ＧＭ：目には目を、無茶には無茶を！　俺アンソンも死ぬけど社長も道連れだ！

ナヴァール：なにいっ!?


ピアニィ：き、きくたけさん……しゃちょう…………（笑）。

アル：……ほ、ほんとに……大人げない……（笑）。

ナヴァール：（いきなりシリアスな口調になって）―――ふうむ、陛下。連合王国としてはなんとしてもグラスウェルズを救わねばなりますまい。

一同：こらっ!?（大爆笑）

ベネット：（げらげら笑いながら）汚い……っ、さすが社長汚い……っ！（笑）

ピアニィ：でもまあ、冗じよう談だんはともかく、救援要請に応こたえないわけにもいかないですよ（笑）。

アル：まあ、そうだな。たしかに国の大事だし。……アンソンの書状って、プライベートなものじゃなくて、王国軍師としての正式な国書ですよね？

ＧＭ：もちろん。

アル：なら、ここにいるメンツだけで決められないし、首しゆ脳のう会議を招しよう集しゆうして決めるのがいい。

ナヴァール：たしかに。アンソンの書状はそこで披ひ露ろうしてもらうのがいいか。

ＧＭ：了りよう解かいです。会議を招集するのは少し時間がかかるし、次のシーンでやろうか。じゃあ……会議に入る前に語っておきたいこと、誰かなにかある？

アル：あ、ある。会議の前にもうちょっとナーシアに聞いておきたい。具体的には、グラスウェルズに巣くっているバルムンクのこととか。

ナヴァール：それはそうだな。会議の席でバルムンクの話をするのもなんだからね。

ＧＭ：えーと……それはそれとして、俺は『ブレイク』ではプレイヤーなのでグラスウェルズのバルムンクのことはわからない部分が……（一同爆笑）。

ナヴァール：じゃあ、ナーシアが説明してくれるって形で私が説明しよう（笑）。まず……ナーシアたちは、魔族の正体を現わしたブランドル女伯と会って話をしている。

アル：フラガラッハ……だっけ？

ナヴァール：そう。報復者フラガラツハのアザゼル。七〇〇年前に、邪じや神しんの御み子こと共にやってきたという、バルムンクの中でも〝始祖の四人Four Deadly Swords〟と言われる者のひとりだ。

ＧＭ：そのへんをまとめるとこんな感じ……。




　人々がエリンディル大陸からアルディオン大陸へと移い住じゆうしたのがおよそ八〇〇年前と言われる。移住から一〇〇年ほど経たった頃、アルディオン大陸へ魔族が大挙して押おし寄よせた。

　神竜王とそれに従したがう人々は、魔族と激はげしく戦い、そして痛いたみ分けた。

　しかし、このことは人々に余よ計けいな不安を与あたえないようにと、エストネル王エル・ウォーデンによって隠いん匿とくされた。つまり、表の歴史に魔族のことはなにも書かれていないのだ。




[image: ]




　この戦いで生き残った四人の魔族は闇やみに潜ひそみ、世界を守しゆ護ごする神竜王を倒たおし……大陸全土に混乱を巻まき起おこすべく、陰謀を張はり巡めぐらす。

　彼らが作った組織こそが、〝バルムンク〟なのだ。




ピアニィ：バルムンクの目的は神竜王を倒すこと……？

ナヴァール：ええ。それに加えて、この大陸を悲ひ嘆たんと憎ぞう悪おで満たすこと。アザゼルはナーシアにそう言ったね。

ピアニィ：……ひどい人たちなんですね……。

ナヴァール：「この大陸を悲嘆と憎悪で満たす」ってのは、どっちかっていうと、アザゼルさんの個人的な趣しゆ味みが、かなり入っていると思うけど（笑）。

アル：……もっとも、バルムンクにもいろいろいる。ただ、少なくとも「神竜王を倒す」って目的だけは共通のようだな。

ベネット：……なぜそんなことを知っているでやんすか、アル。

アル：……実は俺、そのくらいのことは前から知ってるんだよね……黙ってたけど。

ピアニィ：えーっ、どうして今まで黙っていたんですか、アル？（笑）

ＧＭ：そうだ、そうだ！　ひどい奴め……！（笑）

アル：だって、しょうがないじゃんっ！　前のセッション、ノベルの第三巻を書く前だったんだから……っ!!（一同爆笑）

ナヴァール：……ああ、ではこうしないか。アルがバルムンクに関かかわっていたことを、私だけは知っていたんだ。で、陛下にはこう言う。―――申しわけございませぬ、陛下。アルには私が口止めをしたのです。今はまだその時ではない……と（一同大爆笑）。

アル：は、ありがとうございます（笑）。

ピアニィ：んー……じゃあ、アルはなぜバルムンクのことを知っていたの？　って聞いてもいい？

アル：（ちょっと考えて）……それは言いたくない、少なくとも今は。

ピアニィ：そう……。

ナヴァール：まぁ、プレイヤーが知っているのはここまでだから（笑）。

ベネット：この戦争の黒くろ幕まくは、そのアザゼルさんなんでやんすかね？

ナヴァール：いや、それはちがう。アザゼルはナーシアに向かって「自分はグラスウェルズ担たん当とう」って言ってるし、メタなことを言えばアザゼルは『ブレイク』シリーズのボスでしかない（一同爆笑）。

ピアニィ：え、つまり？

ナヴァール：アザゼルはレイウォール軍を動かす力はない。レイウォールのバルムンクと協力して、今回の戦争をしかけたんだろう。

ＧＭ：そういうことです。

アル：ああ、まだ名前も出てないけど……あの仮面の男か。

ベネット：あと、〝あの御お方かた〟とか（笑）。

ピアニィ：ヒュー兄様もバルムンク……？

アル：バルムンクという組織の一員かどうかはわからないけど、少なくとも協力関係にあることだけは間違いないだろうな。

ナヴァール：確実だな。アルとピアニィはセッションにはいなかったけど、前巻の第七話でヒューバードはそれっぽいことをステラに話しているマスターシーンがあっただろ。ステラからその話は聞いたことにしていい、ＧＭ？

ＧＭ：ＯＫです。その方が都合がいい。

ナヴァール：では―――陛下。ヒューバード殿下はステラに、自分の目的は「世界の救きゆう済さいだ」と語っています。それがなにを意味するものかは想そう像ぞうしかできませんが、おそらくバルムンクの目的も背景も知った上で協力している……そう考えるべきでありましょう。

ピアニィ：……。

アル：世界の救済のために神竜王を倒す、か……。

ベネット：誇こ大だい妄もう想そうの悪役が言いそうな台詞でやんすな（笑）。

ナヴァール：本当に妄もう想そうなら問題はないのだが、ね。

アル：うーん、おかげで大戦争だからなあ……。

ピアニィ：…………ヒュー兄様はいったいなにを……。

ＧＭ：現げん段だん階かいではそこまでわからないな。さて、長くなったしそろそろシーンを閉じよう！











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆グラスウェルズからの書しよ状じよう




　フェリタニア・メルトランド連合王国の長老議会が招しよう集しゆうされたのは、グラスウェルズより凶きよう報ほうがもたらされたその翌よく日じつのことだった。

　それは、一時の平和が終しゆう焉えんすることを意味していた。

　集められた連合王国の重じゆう鎮ちんたちは、使者であるナーシアを注ちゆう視しした。




　―――帝てい紀き八一三年九月二三日




ＧＭ：それじゃ、ミドルフェイズに入ろう！　場所はノルウィッチ城じよう内ないの会議室で、ＰＣは全員登場。連合王国の主立った者たちが集まるまでに多少の時間がかかったため、このシーンはナーシアと話した翌日……二三日の午前となっている。

一同：はーい。

ナヴァール：会議の出席者は誰だれ？

ＧＭ：出席者は……まずメルトランド側から、スリス、イザベラ、それにオトガル。フェリタニア側からはナイジェルとネルソン……。

ナヴァール：ラドフォード伯はくは？　旧きゆうアヴェルシアの有力者だろう。
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ＧＭ：ラドフォード伯はノルウィッチに来るのに時間がかかるのか、今回は代理の参加となっている。

アル：代理？　こんな大事な会議に？

ベネット：ノーブルファーマーの代理って……誰でやんすか？

ＧＭ：エルザです。

アル：なんでだっ!?　なんでエルザ姉ねえがっ！

ＧＭ：その声に、エルザはちらりアルを一いち瞥べつし、笑え顔がおで言った。「アルくん、なにか？」

アル：なんでもありません、はい。

一同：弱っ!?


ベネット：そういえば、アルには子こ供どもの頃ころから姉妹にいぢられてヒドイ目にあってきたなんて設せつ定ていがありやしたな……（笑）。

ピアニィ：でもなんでエルザ先生が……？




エルザ先生

　かつて、ピアニィはエストネル王国に設せつ立りつされたシェルドニアン学園という学校に通っており、その時に講こう師しとして赴ふ任にんしていたエルザと出会ったという過か去こがある。

　くわしくは、コミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト①』を読んでほしい！




ＧＭ：エルザがここに来た理由は簡かん単たん。ラドフォード伯の指名だからだ。もっとも……他になにか理由があったとしても今のキミたちにはわからない。さっきから、ちらちらとピアニィを気にするような態たい度どが垣かい間ま見みえるけど。

ピアニィ：あたしっ!?

アル：なにその意味ありげな発言。

ベネット：……ああ、なるほど。なんであっしのオープニングにエルザが登場したのかと思ったでやんすが、この会議に出るためノルウィッチに来る途と中ちゆうだったと。

アル：え、いや、それはないだろ。会議の招集が決まったのは昨日だぞ。

ベネット：あれ？

ＧＭ：あまり深く気にしないでいいよ。今回のセッションには直ちよく接せつ関係ないし。

ナヴァール：なんか次回に関係ありそうだぞ（笑）。

アル：……ま、まあ、いい。で、他の参加者は？

ＧＭ：あとは……フェリタニア第一の騎き士しアル、王国軍ぐん師しナヴァールに軍師補ほ佐さのステラ、それから……えー……。

ベネット：〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟のあっし！

ナヴァール：あ、その場にマルセルがいてもいい？　会議の書記をやらせる。その手の雑ざつ用ようは苦でないタイプだろう。

ＧＭ：まあ、いいでしょう。……さて、ここはナーシアがグラスウェルズから持ってきた国書について検けん討とう、対たい処しよの方ほう針しんを決めるというシーンになる。

ナヴァール：では、まずは私わたしがグラスウェルズの現げん状じようを簡単に説明しよう。フィリップ王の叔お父じアンリがクーデターを起こして国がふたつに割われたこと、そしてレイウォールがアンリ側に援えん軍ぐんを派は遣けんしたことまで。とりあえずバルムンクの話はしない。
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ＧＭ：ＯＫ、その話が進むにつれ……参加者たちの表ひよう情じようがこわばっていくのがわかる。ひととおりの説明が終わると、会議の席は一気に騒そう然ぜんとなるね。「……馬ば鹿かな！　レイウォールが介かい入にゆうする!?」「世界の勢せい力りよくバランスが一気に変わるぞ!?」「我われ々われも出兵すべきでは」「馬鹿を言うな、レイウォール・クーデター軍に対たい抗こうできる兵力を整えるのに、最低でも一二〇日はかかる！」「遅おそい、それでは冬になる」「補ほ給きゆう線せんの問題もある」―――うんぬんかんぬん。

ピアニィ：うわあ……（笑）。

ナヴァール：―――ご静せい粛しゆくに。グラスウェルズ王国軍師アンソン・マンソン伯より陛へい下か宛あてに書状が届とどいております。まずは、その内ない容ようの検討に移うつりましょうと、ナーシアに譲ゆずろう。

ＧＭ：では、ナーシアがこくり頷うなずいて書状を読み上げる。「親愛なるピアニィ・ルティナベール・フェリタニア陛下へ。現げん在ざい、グラスウェルズ王国は未み曾ぞ有うの危き機きにあります。エダム公こうアンリは悪あく逆ぎやく非ひ道どうの奸物であり―――うんぬんかんぬん」。要約すると……「おたすけー」と書いてあります。

一同：こらっ！（笑）

ピアニィ：え、えーと、具体的に言うとどういうことなんでしょう？（笑）

ベネット：要約しすぎて、かえってわからないという（一同爆笑）。

ＧＭ：アンリがクーデター起こして国内が内ない戦せん状じよう態たいになっているから、フィリップ陛下に味方して出兵してほしいという救援要よう請せいですな。

ピアニィ：つまり、フェリタニアに戦争に参加しろ……ってこと？

アル：で？　具体的な状じよう況きようは？　各国の兵力とかその辺のことを聞きたい。

ＧＭ：では、少し細かく説明しようか。まずは、この地図を見てほしい（……と言いつつ、用意したいた地図をテーブルに広げる）。まずはグラスウェルズ側から。この王国には現在、すぐに動かせる正せい規き兵がだいたい一〇万人いる。そのうち、フィリップ側に約三万人、アンリ側に約六万人がついて交戦状態に入っているようだ。

アル：あれ？　フィリップ側が不利なのか。

ＧＭ：数では劣れつ勢せいだね。ただし、王都であるベルクシーレを押おさえているゆえ、一方的に不利というわけでもない。加えて、リシャールを始めとした名のある武ぶ将しようの多くはフィリップについているというのも見み過すごせない。
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ナヴァール：結果的に、『タクティクスガイド』に顔つきで載のっているような武将はほとんどフィリップ側になっちゃったんだよね。そもそも、リシャールひとりで数万の軍に匹ひつ敵てきする……なんて言われるし。

アル：ただ、これにレイウォールの援軍を加えると状況は一変する。

ベネット：ベルフトはリシャール以上でやんすからね。

ＧＭ：すでにレイウォール本土より、ベルフト麾き下か三～四万人の兵力が軍船にて出立、グラスウェルズ西岸に向かって東進していると推すい測そくされている。

一同：……。

ベネット：（ややシリアスな口調で）しかし、なんでやんすな―――。

アル：ん？

ベネット：リプレイ第二巻かんの加山雄ゆう三ぞうネタのせいで……花輪を首にかけてウクレレを持ったベルフトがクルーザーに乗って「海はいいなぁ～」とか言ってる姿すがたしか想像できない。

一同：あほか――――――っ!?（大爆笑）

アル：どうでもいいだろそれはっ!?（大爆笑）

ＧＭ：ウクレレから放たれた衝しよう撃げき波はで敵てき兵へいを薙なぎ倒たおしたりすんのかよっ!!（笑）

アル：やだよそんなの！　それで死んだら死にきれないよっ!!（笑）

ピアニィ・ナヴァール：（←大爆笑している）

ＧＭ：も、戻もどして！　話を戻して……っ！（笑）

ピアニィ：な、なんの話でしたっけ……（笑）。

アル：え、えーと……（笑）。あ、そうだ。俺おれたちは……というか、連合王国側が援軍を送るとして、どのくらいの軍を編へん成せいできる？

ＧＭ：くわしくはあとで説明するけど……約一万だね。

一同：少なっ!?


ピアニィ：そ、それだけ？

ナヴァール：無理もない話か。できたばかりの連合王国だ。政せい治じ基き盤ばんは脆ぜい弱じやく、フェリタニアとメルトランドで大きく異なる軍ぐん制せい、正式な王国軍なんてないに等しいんだよね、実は。

ＧＭ：ただ、ナヴァールはエンジェルファイヤーからの報ほう告こくを受けて、不ふ穏おんな動きを予想していただろうから……まあ、準じゆん備びに力を入れていただろうってことで一万。

ナヴァール：ああ、そういえばアンソンに忠ちゆう告こくした気がする。えらいぞ、俺（一同爆笑）。




　くわしくは『デスマーチ』第二巻および、『ブレイク』第三巻を参照である。

　なお、アキナ・ブルックス率ひきいるエンジェルファイヤーはナヴァール直下のギルドだ。

　アキナたちは毎度ナヴァールより指令を受けて、西に東に奔ほん走そうするのだ。

　ゴーダ伯とファントムレイダーズの関係に同じと考えれば……だいたいまちがいない。




アル：つまり、単たん純じゆんに数だけで言えば一〇万対四万ってことか……かなり不利だな。

ベネット：救援要請を了りよう承しようするのは、難むずかしそうでやんすな。

ピアニィ：んー……あたし個こ人じんとしては、困こまっているグラスウェルズのみなさんを助けてあげたいんですが……（わざとらしい声で）これは無理ですよね、ナヴァール。

アル：俺も助けてやりたくはある。が、それはあくまで個こ人じん的てきな見けん解かいだ。集められる兵力が一万じゃ……（わざとらしい声で）どうにもならないな、ナヴァールの旦だん那な。

ベネット：あっしも……（わざとらしい声で）派は兵へいは反対でやんすよ、ナヴァール殿どの。

ＧＭ：他の首しゆ脳のう陣じんも、三人の意見に沈ちん黙もくをもって肯こう定ていする。幾いく人にんかは口を開いて意見を述のべるが否ひ定てい的てきな言葉のみだ。「……派兵は断だん念ねんせざるを得ませんな、ナヴァール殿」

ナヴァール：みんな、見せ場を作ってくれてありがとう（笑）。では、そこで涼すずしい顔をして言い切りましょう。―――ふむ。援軍の要請、お引き受けしよう。

アル：（わざとらしい声で）……な、なんだって!?　正気か旦那!?


ベネット：（超ちようわざとらしい声で）そ、それはどういうことでやんすかっ!?


ピアニィ：（死ぬほどわざとらしい声で）ナヴァール、それはいったい……!?


ＧＭ：再ふたたび騒然となる会議室。（ウルトラわざとらしい声で）「な、なにを根こん拠きよにそのような発言をするのです!?」「いったいその理由は!?」

一同：………………（←全員、笑いをこらえて微び妙みような顔になっている）。

ＧＭ：（笑いをこらえながら）……なんだこの茶番………………（笑）。

アル：まあ、メタ的には救援要請を受けないとシナリオが進行しないからな（笑）。でもさ、それはそれとして、救援要請を受ける明めい確かくな理由と勝算がないとキビしいのでは？

ＧＭ：だが、要請を受けないとアンソンが死ぬぞ。

アル：まあ、それは横に置いといて。

ＧＭ：しくしくしく。

ナヴァール：これさ、救援要請を受けないわけにいかないんだ、ちょっと考えたんだけど。いやむしろ必死に考えた。『ブレイク』シリーズ続ぞつ刊かんがかかってるからな（一同爆笑）。

ＧＭ：なぜアンソンのためと言わない。

ナヴァール：まあ、それは置いといて。

ＧＭ：しくしくしくしく。

ナヴァール：単純な仮か定ていをしようか。もし、我わが国くにがフィリップ陛下に援軍を出ださなければ、そのあとはどうなる？

一同：え？

ベネット：フィリップ側が負ける。

アル：んー、正せい確かくに言うとバルムンクに支し配はいされる、か？　アンリとやらのうしろには、バルムンクがいるんだろう？

ベネット：グラスウェルズがレイウォールに支配されるってこともありそうな……？

ピアニィ：あれ、ヒュー兄様もバルムンクと繫つながってますよね？

ＧＭ：そうだね。グラスウェルズにレイウォールが派兵したのは、バルムンクの意い志しによるものってこと。

ナヴァール：そこだ。つまり、今回のグラスウェルズ国内の戦争は、見かけ上は「クーデター軍＋レイウォール軍」対「フィリップ軍」だが、実じつ際さいには「バルムンク」対「フィリップ軍」って形に置おき換かえられないか？

アル：あー、なるほど。レイウォールの実じつ権けんを握にぎっているのはヒューバードで、ヒューバードはバルムンクと繫がっている。これでグラスウェルズがアンリの支配下に置かれたら……。

ベネット：……二大強国が両方バルムンクってことになるでやんすな。

ナヴァール：そういうことだ。ここでフィリップ陛下たちを見み捨すてるという選せん択たく肢しを取ることは、ありえない。アンソンたちは、数少ない信じられる味方なんだ、現状。

ピアニィ：……たしかに。

アル：でもさ、救援要請をうけるという理由としては厳きびしくない？　この会議の席ではものすごく説明しづらい。バルムンクのことは話せないだろう？

ナヴァール：……いや、この際さいバルムンクについて要人たちに話してしまおう。

一同：えっ？

ＧＭ：へ？

ナヴァール：よく考えてほしいのだが……この場にいるＮＰＣはステラを始めとして、もうほとんどがバルムンクとなんらかの形で関かかわっている。その存そん在ざいを知っている者もいる。信しん頼らいできる仲間としていっしょに戦うためには、これ以上隠かくすことは無意味でしょう。

ピアニィ：え、でもみんなを巻まき込こむのは……。

アル：……いや、もう巻き込んでいるな。っていうか、バルムンクを放っておけば全員が被ひ害がい者しやになる。（ちょっと考えて）……うん、そういうことなら俺は旦那に賛さん成せいする。

ベネット：そうですな、あっしも賛成するでやんす。

ピアニィ：……わかりました。そうしましょう。

ナヴァール：では、その方向で！　ＧＭ、みんなにバルムンクの話、要人たちにすべて話してしまっていいかね？　今後のキャンペーン展てん開かいにも影えい響きようする部分だと思うけど。

ＧＭ：（しばらく考えて）…………うん。この際、それでいきましょうか。

ナヴァール：大だい丈じよう夫ぶ？　ほんとに大丈夫？（笑）

ＧＭ：（しばらく考えて）…………だ、大丈夫。大丈夫なはず！　あとで問題が発生したら、全力で『ブレイク』シリーズに無む茶ちや振ぶりだ。

一同：こらっ！（笑）

ナヴァール：そこは真ん中を取って、『デスマーチ』シリーズに無茶振りにしよう。

ＧＭ：ではそれで。

ピアニィ：ひ、ひどい……かわたなさん……（笑）。

ＧＭ：では、おもむろに会議のシーンに戻ろう。えーと、バルムンクの話は……。

ピアニィ：それ、あたしがみんなに説明します。さっき話したようなことと、それとこれまでのことも。

ＧＭ：了りよう解かい。ピアニィが話し始めると、最初はざわっとどよめくものの……心当たりがある人が大半なこともあって、疑うたがうものはいない。ステラなんかは腕うでを組んで目をつぶったまま、笑顔を浮うかべている。「強くなったものだな、ピアニィ……」みたいな雰ふん囲い気き（笑）。

ピアニィ：わーい（笑）。じゃあ、みんなの前で強く言います。―――ここでバルムンクを見み逃のがすことはできません。我わが国の未来のため、大陸全土のため……ここは苦しくても、邪じや悪あくな企たくらみを打うち砕くだきましょう……！

ＧＭ：その言葉に、場は一いつ瞬しゆん静まりかえる。理想と信念だけで動くことができないと、みんな経けい験けんで理り解かいしているからだ。

ピアニィ：あ、あれ？

ＧＭ：が―――ふいに、小さくパチパチパチと拍はく手しゆの音が鳴った。ナーシアだ。彼かの女じよもさっきのステラと同じような表ひよう情じようで、打算なく素す直なおな気持ちでピアニィに賞しよう賛さんを送っている。

ピアニィ：ナーシア～（笑）。

ＧＭ：そして、それを引き金にして……「やりましょう！」「うむ、やろう！」「この危機より大陸を救えるのは我が連合王国以外にはない！」「陛下、今再び剣けんをとりましょう！」ガタガタっと次々に要人たちは立ち上がり、賛さん同どうの意を表明する。

ピアニィ：よ、よかった……（笑）。

アル：となると、次の問題だな。

ピアニィ：……え？

ナヴァール：うむ、問題が山積みだ。これも会議して解かい決けつせねばならんな。

ピアニィ：え？　え？　ま、まだ会議を……？（笑）

アル：大問題が残ってるぞ？　俺たちの間だけならともかく、バルムンクのことを公にするわけにはいかないだろ？　その状況でどうやって連合王国の国民に出兵を納なつ得とくさせるんだ？　特にメルトランドの人間は前の戦争（メルトランド戦役）のこともある。

ピアニィ：あ……。

ベネット：「去年、私たちの国に攻せめ込こんできたグラスウェルズの王様が、今度は自分が困ったんで私たちに助けを求めてきました！　みなさん、助けにいきましょう！」……これは誰も納得しないでやんすな……（笑）。

ピアニィ：む、無理ですね……。

アル：フィリップ王の方が正当な国王なんだから、援軍の要請には大たい義ぎ名めい分ぶんはある。でも、それだけだ。俺たちが援軍を出しても、なにも見返りがない。

ベネット：んむー……グラスウェルズの領りよう土どを少しくれるとかすれば……。

ピアニィ：あ、それはダメ……！　だって、それだと、ほら……っ。

アル：ん？

ナヴァール：……ああ（笑）。援軍は侵しん略りやく戦争の口実になる、って話ですな。メルトランド戦せん役えきのさい、グラスウェルズに侵しん攻こうされたメルトランドの救援要請をレイウォールが了承したのは、メルトランドの領土をもらえると思ったからなわけで。

ピアニィ：メルトランドをあげるって言ったのはナヴァールですけど（笑）。

ナヴァール：は、もうしわけございませぬ（笑）。

ＧＭ：たしかにね。その後の成り行き次し第だいでは、メルトランドがレイウォールに吸きゆう収しゆうされる可か能のう性せいすらあった。

ナヴァール：そうなれば、国土を奪われたメルトランド人は、不満を持ったままレイウォールに服ふく従じゆうすることになりますからな。今回の件けんで、我々がグラスウェルズの領土を要求すれば、それを同じようなことが起こると―――そうおっしゃっておるのですな。

ピアニィ：えーと……そうです。民の心を得られないまま、土地だけもらってもダメです。

アル：……それはそうだけどさ。でも、大義名分だけじゃ、「よその国を守るために死ぬかもしれない戦いに行ってこい」って言うことになるぞ。これじゃ兵は納得しないだろ。

ピアニィ：うーん……頭がパンクしそう（笑）。

ＧＭ：うひひ、じゃあ少し助け船を出そ―――……。

ナヴァール：ご安心ください、陛下。

ピアニィ：はい？

ナヴァール：それに関しましては、問題は解決済ずみでございます。正確には、すぐに解決する、というべきか。ねえ、ＧＭ？（笑）

ＧＭ：………………。

アル：解決する……？

ナヴァール：そう。実はさ、その問題……菊きく池ちさんが―――いや、アンソンが斜ななめ上うえの解決方法を提てい示じしててな、『ブレイク』三巻で……（笑）。ナーシア殿、そうですな？

ＧＭ：くそ…………（笑）。ナヴァールに声をかけられ、ここでナーシアはこくりと頷く。「連合王国がこの救援要請を受けるメリットが少ないことは理解している。……だから、アンソンからこれを預あずかってきた」と、ピアニィに宝ほう石せき箱ばこのようなものを献けん上じようする。

ピアニィ：？　なんでしょう？　じゃあ、開けますが……。

ＧＭ：ピアニィが箱の蓋ふたを開けた瞬しゆん間かん―――まばゆい光が放たれ、部屋中を照らし出した。

ベネット：ぎゃ―――っ、目が―――っ、目が―――っ!?


アル：……って、ボケるベネットはほっといて！（笑）

ピアニィ：中にはなにが……？

ＧＭ：その開かれた箱の中にはビロードの布ぬのに包まれた……竜りゆう輝き石せきが収おさまっている。

一同：…………。

ピアニィ：……は？　これ、王威の竜輝石……？

ベネット：なんで――――――っ!?

ナヴァール：『ブレイク』のセッションで、アンソンが「竜輝石に頼たよらない国くに造づくり」というものを主張しだしてなあ……。で、竜輝石はフェリタニアに上げちゃおうと……。

ＧＭ：……「その場の勢いきおいで言っちゃった」なんて口が裂さけても言えんがな。

一同：言ってる言ってる！（笑）

アル：な、なんて無む責せき任にんなことを……（笑）。

ピアニィ：え？　え？　なに、じゃあこれ……グラスウェルズの王おう威いの竜輝石ですか!?

アル：ああ、それなら国民も兵も納得するわ！（笑）

ベネット：あれ？　いやでも、グラスウェルズの王威の竜輝石はバルムンクに奪われたとか言ってたでやんすよ？

ナヴァール：……うむ。ただ、その事実は公にはなっていないのだ。ファントムレイダーズの《偽ぎ装そう情じよう報ほう》により、石はフィリップが持っていることになっている。

一同：は……？

アル：じゃあ、なにか？　フィリップは王威の竜輝石を持ってないのに持ってると言いい張はっている……？

ナヴァール：うむ。《偽装情報》ばんざい。

ＧＭ：その《偽装情報》、『ブレイク』のセッションで使ったギルドスキルだから、このセッションで効こう果かが続いているかどうかは難しいけどね……（笑）。それでも現在、グラスウェルズ内ではいろいろな噂うわさが飛とび交かい、情報が混こん乱らんしていますな。

ベネット：アンリもフィリップも、どっちも「王威の竜輝石は、こっちが持ってるよ！」と言い合っていると（笑）。

アル：つまりあれか？　その状況で、アンソンは国家が存在する要になる、グラスウェルズの王威の竜輝石をあげるから救援要請を受けろってこと？

ピアニィ：でもこれ、偽物の王威の竜輝石ですよね？　もらっても困りません？

ナヴァール：（少し考えて）…………いや、そうでもないぞ。むしろ、そこがミソだ。この王威の竜輝石が偽物だと証しよう明めいされたわけでもないだろ？

アル：……いや、ちょっと待って！（笑）だからってニセモノで連合王国の兵士を動かすわけにはいかないだろう!?

ナヴァール：いやいや、アル。それは逆ぎやくだ。この王威の竜輝石が本物でないからこそ、我々は軍を動かすのだ。その結果、この王威の竜輝石は本物になる。

一同：は!?

ベネット：意味わかんね―――っ！（笑）

アル：お、おい、ナヴァールの旦那？　俺たちを煙けむに巻まくつもりか……？

ナヴァール：いたって論ろん理り的てきな話だ。これが本物の王威の竜輝石ではないならどうなる？

アル：連合王国は軍を動かさない。

ナヴァール：その結果、我が国は二大国に挟はさまれ最終的には衰すい弱じやく死しを免まぬがれないわけだ。

アル：じゃあ、軍を動かす前ぜん提ていで考えると…………（少し考えて）あ、そうか。連合王国が軍を動かしたという事実が、こいつが本物だってみんなが納得するってことか（笑）。

ベネット：おお、なるほど！（笑）まさか偽の王威の竜輝石で軍を動かすとは思わないだろうからなあ……！（笑）

ナヴァール：というのが今回の解決方法だと思うがどうだ、ＧＭ。

ＧＭ：そ…………。

ナヴァール：そ？

ＧＭ：……そこまで細かいこと考えてなかったよっ!?（一同大爆笑）それでＯＫだよ！

アル：素直に「それで正せい解かいです」って言えばいいじゃないですかっ！（笑）

ナヴァール：ははは、ならばここはアンソンを持ち上げておこう。……アンソン伯はなかなかの切れ者ですな。さすがはゴーダ伯の後あと釜がまとなっただけのことはある。我々が兵を出さねばならない状況を偽の王威の竜輝石一個こで作り出すとはな―――（一同爆笑）。

アル：汚きたないっ、さすがアンソン汚い！（笑）

ＧＭ：む、むかつく……（笑）。

ピアニィ：あの、でももし、アンリ側が本物の王威の竜輝石を持ち出してきたら？

ナヴァール：なあに、その時は戦争で勝った方が本物を持っていることになるのですよ。

一同：うわー……。

ＧＭ：社長……じゃない、ナヴァール……（笑）。

ピアニィ：もひとつ疑ぎ問もんが……。王威の竜輝石を差し出すってことは、グラスウェルズがフェリタニアの属国になるってこと？　グラスウェルズの人たちは、納得するんですか？

ベネット：自分たちより小さい国に国を売うり渡わたすようなもんでやんすからなあ。プライドはずたずたになるでしょうなあ。

ピアニィ：そ、そうですよね～。

ナヴァール：―――いや、これはアンソン伯の竜輝石に頼らない国を創つくっていこうという決意の表われなのでしょう。つまり、伯にとって竜輝石は無用の長物。それで両者が納得するのですから……もはや見事というしかないですな―――と、もう一回持ち上げよう（笑）。

ＧＭ：くそ……（笑）。

アル：でも、その竜輝石に頼らない国家体たい制せいって……なんでそんなことを思ったんです？　『ブレイク』のセッションで。

ＧＭ：実はさ、グラスウェルズの竜輝石には呪のろいがかかってたんだよ。だんだん魂たましいを乗っ取られて、竜輝石の思うままに権けん勢せいを……具体的には統とう一いつ帝ていを目指して爆進したくなる呪い？

ベネット：そ、そんな呪いのアイテム……ほしくないでやんす（笑）。

アル：どうせ空手形なんだから、最さい大だい限げん値を高くしておこうってことか……。

ＧＭ：いや。アルのその台詞せりふを聞くと、ナーシアが反はん論ろんする。「……空手形ではない。グラスウェルズの王威の竜輝石は、私がどんなことをしても取とり戻もどす。……絶ぜつ対たいに」

アル：……？　なんでナーシアが？

ＧＭ：「あれにはロッシュの魂が封ふうじられているから。ロッシュを助けたら、呪いも解といて、必ずここに届けるから」

ピアニィ：そんなことになってたの、ナーシア……。

ナヴァール：それは都合がよいですな。ピアニィ陛下は竜輝石を集めることが目的なわけですから。

アル：じゃあまあ、ナーシアのことは信用しよう。でも、偽にせ物ものの王威の竜輝石を本物だと言い張るのは大丈夫なのかな？　エストネルが怒おこり出さない？

ナヴァール：それについては問題ないのでは？　他ほかならぬ我々自体が証拠のようなものだ。

ピアニィ：え？

ベネット：……あー。

ピアニィ：そ、そうでした。あたしたちの竜輝石も王威の竜輝石じゃない……（笑）。




『無印』第二巻参照のこと。

　連合王国でもごく一部の人間しか知らないが、実はフェリタニアはアヴェルシアの王威の竜輝石を継けい承しようしておらず、別の竜輝石を王威の竜輝石だと言い張っているのである。




ＧＭ：補ほ足そくすると、竜輝石システムの製せい作さく側……つまりエストネルがそれを問もん題だい視ししないのは証明ずみ。帝紀八一二年一二月の和わ解かい交こう渉しようの席で、エル・ウォーデンが、ピアニィの竜輝石を見て、連合王国樹じゆ立りつを認みとめているからな。

ベネット：……なに考えてるんでやんすかね、エストネルは？

ナヴァール：気になるところではあるが、それを今考えても仕方なかろう。

ピアニィ：……他の人たち、オトガルやナイジェルはどう思っているんでしょうか？

ナヴァール：んー、オトガルなんかは「これはグラスウェルズを屈くつ服ぷくさせるよい機会。メルトランドもアヴェルシアも、長きに渡りグラスウェルズとは確かく執しつある国。グラスウェルズに恩おんを売れるチャンスと知れば、国民は喜びましょうぞ」とか言いそうだ。

アル：……まあ、姫ひめさんの意志の元にまとまるなら、それでいいか。

ＧＭ：ナイジェルは出兵に反対しそうだ。最終的にはピアニィの意見に従したがうと思うけど。

ピアニィ：スリスちゃんとイザベラさんは？

ＧＭ：ふたりはナーシアの親しん戚せきなので、なるべくナーシアの意に沿そいたいってところかな。

ピアニィ：……そっか（笑）。

ナヴァール：……それでは出兵ということでよろしいですかな、陛下？

ピアニィ：んー……ここはもう少し考えたいんですが。

ナヴァール：では私は、ほう！　と少し驚おどろいた表情をしつつ言います。……陛下、『兵は拙せつ速そくを聞くも、未いまだ巧たくみの久ひさしきをみざるなり』と申します。一日の決けつ断だんの遅おくれは、それだけ戦せん乱らんによる被ひ害がいを大きくするでしょう。

ピアニィ：（少し考えて）……わかりました。では、会議に出席しているみなさんに向かって言いましょう。……国の象しよう徴ちようとも言える王威の竜輝石まで預けていただいたのです。あたしの目指す未来のために、国民のみなさんに協力してもらって、グラスウェルズを助けに行きたいと考えます。フィリップ陛下と協力し、アルディオンに平和な未来を築きずきましょう！

ＧＭ：ピアニィがそう言うと……最初にナイジェルが「賛同いたします」と立ち上がる。すると、出席者全員で拍手をして賛同の意を表明してくれるね。

ピアニィ：……みなさん、ありがとうございます！　また苦労をかけると思いますが……よろしくお願いします！

ＧＭ：……こうして個人ごとの思いはあれど、全員がピアニィの意見に従う形で会議は終しゆう了りよう。具体的な戦せん況きようの説明と、作戦の立案は別のシーンとしましょう！

ピアニィ：ま、まだ決めることあるんですか―――っ!?（笑）

ＧＭ：うひひ。そんなところで、会議の方も長くなったので昼食タイムになったということにしよう（笑）。







◆Middle 02◆迷う心




　まだ、ピアニィは迷まよっていた。

　自分を慕したってくれる者たちを戦争へ連れて行くこと―――。

　それを仕方がないことだと、何度自分に言い聞かせても……迷いをぬぐい去ることはできなかった。




ＧＭ：さて、では新しいシーンを始めようか！　遅めの昼食と休憩が終わり、会議が再び始まっ……。

ピアニィ：あ、すみません、きくたけさん！　このへんでアルに言っておきたいことがあります！　アルとふたりのシーンを作ってもいいですか？

アル：俺と？

ＧＭ：ほいほい、ＯＫです。それじゃ……一時間ほど設けられた休きゆう憩けい時間を使うってことでいいかね？　ピアニィが自分の執しつ務む室しつへとアルを招まねき入いれた、みたいな感じでいい？

ピアニィ：はい！　ありがとうございます。

アル：じゃあ、俺はメシを食いに行こうと思って部屋を出たところで、姫さんに声をかけられたことにしよう。

ＧＭ：では、ふたりはそのまま執務室に入ったということでシーンを始めようか。

ピアニィ：じゃあ、まずにアルに謝るっておきます。ご、ごめんなさい、迷めい惑わくでしたか？

アル：いや、そんなことはないが。……それより用事はなんだ？　まさかこの期ごに及およんでビビッたってこともないだろう？

ピアニィ：えーと―――……ごめんなさい。

アル：あ？　だから迷惑じゃないって。

ピアニィ：いえ、そういうことじゃなくて……。

アル：まさか……本当に怖おじ気けづいたんじゃないよな？

ピアニィ：そういう気分は……ちょっとあります。

アル：おい（笑）。

ピアニィ：レイウォールから逃にげてきて、お母様の故こ郷きようで苦しんでいる人たちを見て、そのままの勢いでフェリタニア建国して、スリスちゃんを助けたいって一心でメルトランドでの戦争に関わって―――。でも、毎回これで終わりかなっていう気持ちが、あたしの心のどこかにあったんです。

アル：ああ。まあ、終わったりはしなかったわけだがな。

ピアニィ：はい。だから今回の戦争が終わっても、同じ。きっとレイウォールとの戦争は避さけられないと思うんです。

アル：ああ、バルムンクがいる以上そうだろう。

ピアニィ：ではもし仮かりに、バルムンクがいなくなったとして―――そうしたら戦争はなくなると思いますか？

アル：………………いや。たぶん、なくならない。

ピアニィ：あたしもそう思います。もしかすると……いえ、確実にこのあともずっと、戦っていくことになると思います。

アル：……。

ピアニィ：ナヴァールはあたしのことを考えてくれます。だから大陸を統一するようにって言ってくれましたけど―――でも、仮に統一できたとしても、それを守るための戦いがまた始まる。

アル：……そうだな。一度権けん力りよくを手にした以上、その責せき任にんから逃のがれることはできないだろう。でも、大陸統一には意味はあると思うぜ。

ピアニィ：それはわかっています。バルムンクから人々を救うためにも、少しでもましな状態にするためにも、戦う必要があると思うんです。それができるのはあたしだけだから……。

アル：ああ。

ピアニィ：……だから、アルに「ごめんなさい」なんです。

アル：は？

ピアニィ：アルがあたしをこの国に連れてきた時、そこであたしと別れていればアルをこんな風に戦いに巻き込まずにすんだんだと思うと、申もうしわけなくて。

アル：あのな。巻き込まれたって……第一、そんなのは俺ひとりじゃないだろ。ベネットやナヴァールの旦那だってそうじゃないか。

ピアニィ：そうなんです……。それに、今回は一万人も……だけど、全員には謝れないじゃないですか。

アル：そりゃ、そうだ。そんなことしたら兵士は一斉に戦意喪そう失しつだ（笑）。

ピアニィ：それに、アルにはきっとこのあともずっと迷惑をかけ続けると思うんです。だからその……あー、いえ、あたしなにを言いたいんだろう……うまく言えない。

アル：じゃあ、おもむろに姫さんの頭をポンとたたく。

ピアニィ：あう。

アル：あのな。もしかして俺がそんなことで迷惑に思うと思ってるのか？

ピアニィ：そういうんじゃないんですけど……まあ、そういうことが言いたかっただけ。

アル：んー……じゃあ、今度は俺の話を聴いてくれるか？

ピアニィ：はい？

アル：俺さ、昔……尊敬していた剣の師し匠しようにいきなり斬きり付つけられたことがあるんだ。

ベネット：ああ、テオドールのことでやんすな。
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ナヴァール：小説のエピソードだな。

ＧＭ：ネタバレ注意だ。ノベル未読の人は気をつけろ！（笑）

アル：で！（笑）　師匠に斬きられた俺は死にかけて……そして、気がついたら師匠がくたばっていて……。それから、ずっとなんで師匠は俺を斬ったのか。そのことばっかり考えて生きてたんだ。

ピアニィ：……。

アル：で、色々あったんだけどさ。そこでわかったことがあるんだ。俺の師匠だった人は、大好きだったテオドールは……バルムンクだったんだよ。

ピアニィ：……。

アル：テオは本当はセインっていうすごい英雄で、何百年も前から神竜王とかと一緒に魔族と戦ってたんだ。でも長い間ずっと戦って、ひとりで戦って、たったひとりで戦い続けて……あまりにも戦いの悲しさを見過ぎたために道をまちがっちまったんだ。本当は、みんなの笑顔を守りたかったはずなんだけど。

ピアニィ：戦いの悲しさ……ですか。

アル：だから、俺はテオが本当にやりたかったことをやろうと思う。

ピアニィ：本当にやりたかったこと？

アル：世界を護まもる剣けん士しになる。そして、俺の手で邪じや神しんの御み子こをぶった斬る。

ピアニィ：え……。

アル：だからな？　―――俺もごめんなさい。

ピアニィ：は？

アル：前に姫さんを守る、って約束したろう？　でも俺は俺の目的でバルムンクと戦っているんだ。ここにいるのは姫さんを守るためだけじゃない。

ピアニィ：じゃあ、同じですね。バルムンクを倒してみんなを守るっていう目的です。

アル：ああ……まあ、そういうことになるか。

ピアニィ：じゃ、あらためて約束しましょう？

アル：約束？

ピアニィ：はい、「世界を護るためにいっしょに戦う」って約束です。これから先、一緒に戦えば、その師匠さんみたいに道をまちがったりしないでしょ？

アル：……ああ、なるほど（笑）。―――わかった。なら、俺は姫さんが俺を必要としている間はずっと側にいるよ。だから、どうせだったら謝るんじゃなくて、別の言葉をくれよ。

ピアニィ：別のこと……？　（少し考えて）ああ……（笑）　じゃ、あらためて言いますね。




「―――これからもよろしくね、アル」







◆Middle 03◆軍議の午後




　遅めの昼食を取ったのち、軍議が再さい開かいされたのは太陽が頭上を通とおり過すぎてわずかに西に傾かたむき始めた頃だった。

　ノルウィッチ城じよう会議室には、再び連合王国の首しゆ脳のうが集められていた。

　開戦は、みなの総そう意いをもって決定されたものだ。

　だが、戦うべき敵てきとの力の差……彼ひ我がの兵力差はあまりに大きい。

　テーブルの上に広げられた世界図を前に、みなは一様に押おし黙だまった。




　―――帝紀八一三年九月二十三日　午後




ＧＭ：それでは、軍議のシーンにいってみましょうか！  もちろん全員登場ということで！

ピアニィ：……は、はいっ（笑）。

ＧＭ：さて、ノルウィッチ城にしつらえられた会議室に先ほどのメンバーに加え、軍ぐん務む関係者が呼よばれて少々手て狭ぜまな状態になっている。まずはナヴァールが、あらためて状況を説明し始める……なんて場面からスタートしよう。

ナヴァール：それでは会議室全体を見み渡わたして……。陛下、開会の宣せん言げんをお願いします。

ピアニィ：は、はい。それでは会議を始めたいと思います。

アル：なんか学級委員会みたいだな（笑）。

ベネット：ところでどんな配置で座すわってるんですかね？

ＧＭ：そうだな……。大きな机つくえの一番奥おくにある席にピアニィが座り、その右にアル。左にナヴァールが座っているって感じか。

ベネット：あ、あっしは？　あっしの席は？

ナヴァール：ベネットは武ぶ官かんだからアルのさらに右側というところだろう。そして私の左手ではマルセルが議事録を取っている。

ピアニィ：すっかり便利に使われてますね、マルセル（笑）。

ナヴァール：さて、ピアニィ陛下の開会宣言の後、状況を説明するわけだが……。さあ、配置や兵力の説明を頼たのむぞマルセル。現在の状況はＧＭにしかわからないし（笑）。

ＧＭ：……そりゃそうだ。では、マルセルによる説明を始めよう。

ナヴァール：さあ、マルセル。現在、我が連合王国が他国へ派兵できる兵力と、グラスウェルズのフィリップの軍ぐん勢ぜいとアンリの軍勢、そしてベルフト率いるレイウォール軍の兵力を説明してくれ。

ＧＭ：ではマルセルは会議室のテーブルに広げられた地図の上に、各国の兵力を表わす人形を配置しながら解かい説せつを始める。
















ＧＭ：なお兵力に関しては「約」ということで（笑）。

ナヴァール：（地図に見入って）……ふむ、必ずしも不利な兵力差でもないが……。

ピアニィ：え？　でも相手の合計は、連合王国軍とフィリップ軍を合わせた人数の倍以上ありますよ？　敵てき側がわが優ゆう勢せいなのでは？

アル：いや、戦い方によってはそれをカバーすることもできるかも。例えばまずアンリ軍を撃げき破はし、そのあとでベルフト軍の対処をするとか。

ベネット：（地図に見入って）……しかし。レイウォール軍の方が先に動いているわけだし、こっちがアンリ軍にたどり着く前に相手が先に合流しやせんか？

ＧＭ：ああ。アンリがどんな方針で軍を動かすかは、さすがに事前に社長に話を聞いたんだが……やっぱりベネットと同じような結けつ論ろんになった。

ナヴァール：アンリという人はね、軍事的には無む能のうな人なのよ。でもね、それほど愚おろかなわけではない。自分が戦せん闘とうが得意じゃないことはよく知っている。だから、とにかくベルフトとの合流を優ゆう先せんするんじゃないかな。それまでは、自分から戦闘をしかけない。

ＧＭ：ので、アンリ軍はグラスウェルズの王都ベルクシーレの北に陣じんを構かまえて動かない。

アル：レイウォール軍がそこに到とう着ちやくするまでにどのくらいかかる？

ＧＭ：えーと、レイウォール軍はすでにグラスウェルズでのクーデターが発生した翌日には兵団の乗船を完了、出港したから……。

ベネット：!?　動きが早すぎでやんす！

ナヴァール：クーデター込こみでバルムンクの陰いん謀ぼうだからね。すでに準備はできていたんだよ。

ＧＭ：船は行軍速度が速いから、それから三日でグラスウェルズ側に到着。つまりベルフトがグラスウェルズ本土の西岸に到着するのは二三日……つまり、今日だね。
















一同：…………。

ピアニィ：だ、だめじゃないですか（笑）。

ＧＭ：三万の大軍なんで上陸に明日一日かけて、二五日から陸路を通ってアンリの陣じん営えいに行軍する。船とちがって陸上の行軍はずっと時間が必要なので合流までに三週間は必要だ。

アル：ええと……？　つまり計算すると――――アンリとベルフトの合流するのが十月十五日、あと二二日か。

ナヴァール：行軍速度はこっちも同じくらい？

ＧＭ：うん。なお、《テレポート》などで、戦力に影響を与えるような数の軍勢を運ぶのは不ふ可か能のうとする。

ナヴァール：連合王国軍……正式にはフェリタニア・メルトランド連合王国軍のことね……は、ノルウィッチで編成するものと考える？

ＧＭ：です。ナヴァールのスーパー軍師演えん出しゆつに免めんじて、部隊の編成と集結はほぼ完かん了りようしており、明日には出発できるものとする。そうでないと計算がめんどいというのは内ない緒しよだ。

ナヴァール：うむ！　実はこんなこともあろうかと、すでに部隊の集結は終え………って。（地図をしばらく見入って）―――だめだ、これは。ベルフトより先にベルクシーレに着くのは不可能じゃないか。ノルウィッチからベルクシーレは遠すぎる。

ピアニィ：あたしたちも船を使っては？

ベネット：そうでやんす。海までは川を下ればいいし。

ナヴァール：……いや、無理じゃないか？　ベルクシーレ自体が内陸の山やま沿ぞいにあるから、どこに上陸してもそのあとが長い。すでに上陸しているベルフトより先に合流は無理だ。

ＧＭ：それにね、さすがにフェリタニアは、一万人規き模ぼの兵員を運べる船を一いつ朝ちよう一いつ夕せきに用意できない。ノルウィッチから船で運べるのは一千人が限度だな。

ナヴァール：一千人か……。

ベネット：ぬう、ベルクシーレの位置がまた絶ぜつ妙みようなとこにあって……。

ナヴァール：どんなコースを通ってもベルフトより先にアンソンに合流するのは無理っぽい。

アル：アンソンにベルクシーレを捨すててもらって、もっと南で合流、体制を整える方がいいんじゃ？　イルシールとかそのへん、どんな街かわからないけど。

ナヴァール：うーん、イルシールはたしか大学都市だから戦争には向かないんじゃないかな……。数で負けていて、おまけに堅けん牢ろうな砦とりででもあるベルクシーレを捨てるのは、かなり不利だ。それに、王都を敵に明あけ渡わたすのは戦意が落ちる。

アル：むう……。

ナヴァール：アンソンたちには堅牢なベルクシーレ城にこもってもらい、リシャールを前に出してとにかく攻こう撃げきを耐たえてもらう。我々は極力急いで行軍、アンソンと合流するのではなく、ベルフトを背はい後ごから強きよう襲しゆう……挟きよう撃げきの形にもっていく。……これが現げん実じつ的てきか？

ピアニィ：でも……ベルフト兄様に追いつけます？

ベネット：ベルフトもそれは予想してるでやんしょうしねえ。下手に手を出すとリシャール抜ぬきで、ベルフトとやり合う羽目に……（笑）。

ナヴァール：ふうむ、それならば―――。

アル：うーん……。

ＧＭ：（みんな、楽しそうだな……）




　地図を前にして、あーだこーだと話を続けるプレイヤーたち。

　途中からキャラロールプレイはそっちのけ、セッションを行なっているこの会議室そのものが、まるでノルウィッチの軍議の席であるかのような雰囲気だ。

　話し合うこと、一五分―――。
















　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：だめだっ!!（笑）

ベネット：とにかくベルフトがいる限かぎり有利に戦うのは……無理!!（笑）

アル：ベルフトの能のう力りよくが厳しすぎる！（笑）リシャールをぶつける以外になんとかする方法が思いつかない。

ベネット：それに、こっちがどこをどう通ってもベルフトにぶつかるでやんす。

アル：もしくは、敵に先に合流される。

ベネット：きっと、グラスウェルズに行ったあと、なんらかのイベントとかフラグが用意されてるんでやんしょうが……。

ＧＭ：もちろん、イベントは用意されている。ただ、そのイベントを見つけてうまくクリアできれば、だいぶ展開は変わる。それでも、ベルフトを避けて通るのはけっこー大変。……ぶっちゃけると、連合王国側が敗北したらしたでいいやと思ってるので。

一同：ちょ……っ（笑）。

ＧＭ：うひひ。そしたら新しい歴史の始まりだ。

アル：敗北した側に手を貸かして負けたらそのあとひどいことになるのは必ひつ至しだよな……（笑）。……姫さん、どうする？

ピアニィ：ナヴァール、どうしましょう？

一同：一秒で投げたっ!?（笑）

ベネット：まあ、ここはナヴァール大だい活かつ躍やくの場面だろうし（笑）。

ナヴァール：とは言えなあ……（と、ずっと地図に見入っている）。

ベネット：…………ん？

アル：？　どうした？

ベネット：……くっくっく。

一同：なんだよその笑いっ！（笑）

ベネット：画期的な戦せん略りやくを思いついた……っ！

アル：却きや下つか。

ベネット：聞け――――――っ!?（笑）

アル：その笑顔がすっかりさっぱり信用できないんだよっ!?（笑）

ベネット：こ、こう見えてもあっしは〝クラン=ベルの四英雄〟ジェネラル・ベネットっ！　今、聞かないと後こう悔かいするでやんすよ？

ＧＭ：聞いて後悔したりしてな。

ベネット：そんなこと言わないで――――――っ!?（笑）

アル：（超ちよう笑え顔がおで）……わかった。聞こうじゃないか……（笑）。

ベネット：コホン、つまりでやんすな？　一番の問題はベルフトの存在なわけです。これがいるから戦いが不利になる。つまり、ベルフトさえいなければ問題ない。

アル：それができないから困ってるんだろう。

ベネット：くくく、ここからが画期的な作戦でしてな？

アル：一いち応おう、言ってみ……（笑）。

ナヴァール：オチに期待……（笑）。

ピアニィ：……わくわく。

ベネット：いっそのことグラスウェルズはあきらめてレイウォールでも攻せめましょう。

一同：なんでだよっ!?（笑）

ベネット：ヒぃッ!?　ベルフトが怖こわいなら、ベルフトのいないところを攻めたらいいじゃな―――いっ!?

アル：たしかにベルフトはいないけど、いないだけじゃねえかっ!!（笑）じゃなくて、そもそもレイウォールを攻めてどーすんだっ!?　さんざんひっぱってそのオチかっ!?　どこからツッコんでいいかわからねえよ！（笑）

ベネット：ベルフト不ふ在ざいで手て薄うすになったレイウォールを落として一気にあっしらの天下に。

ピアニィ：救援要請の話はどこにいっちゃったの……（笑）。

ＧＭ：…………（笑）。

ナヴァール：はっはっは、さすがはベネット殿。実にすばらしい発想ですな。そのような自由すぎる発想はなかなかできるものじゃあり………………。

アル：あり？

ナヴァール：…………ＧＭ、一応確かく認にんだが。アンリ軍は今、どうなっている？

ＧＭ：どうなってるもなにも、ベルフト軍が到着するのを待ってますがな。アンリってそういうキャラなんですよね？　戦争は苦手だけど、馬鹿じゃない。

ナヴァール：だから、現状でベルクシーレを攻めてはいない？

ＧＭ：そうなりますな……っていうか、それ言ったの社長じゃないですか（笑）。

アル：ベルクシーレにはリシャールもいるし。簡単には攻め……あ（←なにか気づいた）。

ナヴァール：……ふむ。では、次の質しつ問もん。ベルフトは、バルムンクとつるんだヒューバードの命令でグラスウェルズに向かっている。それで合ってる？

ＧＭ：合ってますとも。

ナヴァール：陛下。ここはひとつ、ベネット殿の言うとおり……我々連合王国軍は、全力をもってレイウォールを攻めましょう。

ピアニィ：はいっ!?　なぜ!?


アル：いや、レイウォール攻めは悪くないかも……（笑）。これ、レイウォール本国を攻めて、そっちを陥とすか……少なくともピンチに追おい込こめば……。

ナヴァール：そう、レイウォールはベルフト軍を呼び戻さざるを得ない。「囲魏救趙ぎをかこんでちょうをすくう」と言ってな、策さくとしては割わりとメジャーなものだ。
















ベネット：ナヴァール先生！　魏とか趙とかってなんですか！

ナヴァール：細かいことは気にするな。

ＧＭ：てか、鳳ほう雛すうだの臥竜だの落鳳破だの言ってるのに、今さらその質問されてもな（笑）。

ナヴァール：まあ、ともかく（笑）。どうかな、この策は。

アル：なるほど、この作戦は理にかなってる……が！　問題がひとつ！

ナヴァール：問題？

ＧＭ：………………。

アル：それ、やっていいの……？　なんか、三巻の悪あく夢むが再び……（笑）。

ピアニィ：で、ですよね……（笑）。




　説明しよう！

『無印』第三巻のセッション中、ピアニィの予期せぬひと言……決断によって想定外の方向にストーリーが進み―――結果として、きくたけが三みつ日か三み晩ばんかけて用意したシナリオが一瞬で無む駄だになるという事じ件けんがあったのである。




ＧＭ：…………。

一同：…………（笑）。

ＧＭ：（おもむろに、テーブルの下に置いてあった鞄かばんに手を伸のばす）お前たちが……。

一同：……？

ＧＭ：お前たちが望むシナリオはこれかあぁあっ!?（バアン、とテーブルに上に大きな紙を広げてたたきつける）

一同：うぉおぉおおぉっ!?





　そこに展開されたのは、大陸の西半分……連合王国～レイウォール王国の描えがかれた地図。

　その上には、レイウォール軍の戦力・配置等が書かき込こまれている。




一同：えぇぇえええぇぇえ――――――っ!?

ピアニィ：ちょ……っと……!?（笑）

アル：ちょ、ちょっと待って……っ、これ、レイウォールの……！　こっちも用意してたんですかっ!?

ＧＭ：用意してたよっ!!　シナリオ作ってる時、かわたなといろいろ検討したんだよっ！　そしたら、『ブレイク』第三巻の記き述じゆつを元にシナリオ組み立てたら……どう考えてもベルフトが先にアンリ軍と合流しちゃうんだよ……っ！

ナヴァール：そ、そうだな……。

アル：俺らもさっき、そういう結論に……。

ＧＭ：で、それをどうにかするイベントを盛もり込こんだシナリオを作ったんだが……「これ、レイウォール攻めたらよくね？」って気づいたんだ。気づいちゃったんだよ……！

ベネット：（←げらげら笑っている）

ＧＭ：俺らが気づいたってことは、プレイヤーも気づくかもしれない。そうだろう？

アル：そ、そうっすね……いや、そうなんですけど！（笑）

ナヴァール：（げらげら笑いながら）ま、待て……っ、だからグラスウェルズルートとレイウォールルート、両方作ったのかよ！（笑）今回、シナリオ作るのにやたら時間かかってると思ったらそういうことか―――っ!?（笑）

ＧＭ：グラスウェルズルート作るのに三日、レイウォールルート作るのも三日かかった！

アル：（爆笑しながら）ば、馬鹿がいる……っ、いや、最高ですっ！（笑）

ピアニィ：きくたけさん、すご―――い！（笑）

ＧＭ：さあ、選べ……っ！　どっちのルートに行きたい……っ!!

ベネット：よ、よし、これはもうエストネルでも攻めるしか！

アル：きっともう一本シナリオが鞄から出てくるにちがいない……！

ＧＭ：出ねーよっ!?　殺すぞコラっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：まあ、両方用意されてるなら遠えん慮りよはいらないな（笑）。さて、陛下。いかがでしょう、このレイウォールを攻めるという策は？

ピアニィ：う、うーん……用意していただいて言うのはあれなんですが……やっぱりあたしは、レイウォールを攻めるのはいやだなぁ……。

ＧＭ：およ。

アル：……あー、そりゃそうだ。姫さんにとっては自分の出身地を攻めるって話だからな。

ピアニィ：……です。やっぱり自分の育った国ですから「攻める」と言われると……。

ナヴァール：―――お気持ちはわかります、陛下。……ＧＭ、レイウォールルートのシナリオが崩ほう壊かいしたぞ（一同大爆笑）。

ＧＭ：では、そのやりとりを見ていたステラが口を挟む。「なるほど、ピアニィ陛下のお気持ちを考えれば、そのとおりではあるな。では、こう考えてはいかがか？　我々はレイウォールを侵略するのではなく、オーギュスト陛下をお救い申し上げることが目的だ、と」

ナヴァール：あ。

ピアニィ：……お父様を？

アル：ああ、そうか！　オーギュスト王はピアニィに王位を譲りたがっていたみたいだったからな。そもそも、ヒューバードに国を追われたのもそれが原げん因いんじゃなかったっけ？

ピアニィ：あ！

ナヴァール：なるほど、たしかにオーギュスト陛下を救出し、「レイウォール王国の正当なる王位継けい承しよう者しやは王女ピアニィである」と言ってもらえれば、形けい勢せいは一気に逆ぎやく転てんしますな。

ＧＭ：ステラは笑顔で腕を組んだままうなずき、言う。「……そういうことだ」

ピアニィ：さすがはお姉様！　それなら納得できます！

アル：おー、ほんとにレイウォールルートのシナリオも作ってあるんだ……（笑）。

ＧＭ：疑うなよっ!?


アル：とはいえ、ギャンブルではあるな。オーギュスト王が意い識しき不明になってから、一年は経たってるだろ？　俺らが救出できたところで、意識を取り戻してくれるかはわからない。

ピアニィ：でも、うまくいけばお父様を助け出して、今起こってる戦争そのものを終わらせることができる……？

ナヴァール：できますな。アンリ軍はベルフトの支し援えんを失うことになりますから。

ベネット：オーギュスト王を助けてみたら、「ふはは、余は、バルムンク始祖の四人Four Deadly Swordのうちのひとりだったのだー」とか言われると大だい惨さん事じでやんすが。

アル：ああっ、それは困る！（笑）

ベネット：やっぱりオーギュスト王がどういう状態かわからないと話が進められない。ここは《クウェリィ》使って、確たしかめていいですかね？




《クウェリィ》

　動物の始祖たる〝動物の王〟という神に近い存在を呼よび出だし、スキルレベル回の質問をすることができるサモナーのスキル。

　実際の運用としてはプレイヤーが、シナリオ上の質問をＧＭに問いかけることになる。




アル：なるほど！《クウェリィ》を使うのはいい案だ！

ベネット：では、動物の王を呼び出して質問するでやんす。《クウェリィ》を使用！

ＧＭ：すると会議室の窓まどより射さし込こむ陽の光がふいに途と絶だえ、周囲は薄うす暗くらがりに。視し線せんを転じて空を見れば、いつのまにかそこは暗雲が立ちこめており―――。

ナヴァール：いちいちそこまで細かく演出しないでも……（笑）。

ＧＭ：では……ぽん！　はい、動物の王が出てきました。

一同：はやっ!?（笑）

ベネット：では、聞くでやんす。あっしの質問に答えていただきた―――い！

ＧＭ：『……うむ、答えられる範はん囲いで答えてやろう。もし、私のあずかり知らぬことであった場合、スキルの使用回数は減へらさないでよろしい―――』（一同爆笑）

アル：な、なんだこの動物の王（笑）。

ベネット：……オーギュスト王は、ピアニィ様の味方になってくれるでしょうか？

ＧＭ：『……うむ、味方になってくれよう』

ベネット：おお、よかったよかった（笑）。じゃあ、もう帰っていいでやんす。

ＧＭ：『……では、さらばだ！』動物の王は……元いる世界へと帰き還かんした。

アル：……よし、ともかくこれで確かく証しようはとれたな。……で、レイウォールを攻めるとして、勝算はどんなもんだろう？

ナヴァール：うむ、ではそちらの検討に入ろう。

ピアニィ：ひー（笑）。

ＧＭ：レイウォールを攻める場合……敵が動員できる兵力は約七万人だな。現状、国境から王都ノルドグラムまでの地域にそのくらいの戦力が駐ちゆう屯とんしている。

一同：七万……（笑）。

ナヴァール：それ、ノルドグラムの守備隊も含めて？

ＧＭ：うん、城に常備しているのが二～三万。残りは、有事の際には状況に合わせて移動する。レイウォールは現在、南方のラングエンドからも攻撃を受けているので、連合王国軍が攻め込んだ時にその対処に割さける兵力が七万程てい度どということで、実はまだ余よ裕ゆうがある。

ピアニィ：こっちは一万……不利なのはぜんぜん変わりませんね……（笑）。

ナヴァール：正面からまともに戦ったら、現在の我が軍では勝ち目はありませんな。

ピアニィ：……ですよね。

ナヴァール：（地図を見ながら）敵は七万か……。ステラ、なにか情報は持っていないか？（笑）さすがになんも情報なしでは検討のしようもない。

ＧＭ：まあ、そのためにステラがこの会議に参加してるわけで（笑）。彼女は、ナヴァールの問いかけに対し、少しけわしい顔で話し始める。

アル：けわしい？

ＧＭ：「ナヴァール、レイウォールを攻める……いや、王の救出を目的にするということは、七万の兵と戦うだけでなく堅牢なるノルドグラム城をも攻こう略りやくせねばならない」

アル：あ、城にもゲーム的なデータがあるのか。

ＧＭ：大規模戦闘ルールを使うと、そのへんがデータで再さい現げんされることになるよん。

アル：どれ……（と、ルールの打ち出しに見入る）。

ピアニィ：どれどれ……（と、ルールの打ち出しに見入る）。

アル：なるほど、こういうルールなのか……（←ルールの打ち出しに見入っている）

ピアニィ：あ、これ面白そう……（←ルールの打ち出しに見入っている）

ＧＭ：…………（笑）。

ナヴァール：ノルドグラム城は、グラスウェルズのベルクシーレ城、メルトランドのノルウィッチ城に並ならぶ難なん攻こう不ふ落らくと言われる城だ。しかし―――。

ＧＭ：「しかし……？」ナヴァールのもったいつけた物言いに、場の全員が注視する。

ベネット：なにか策があるでやんすか……？（←ナヴァールを注視している）。

アル：……（←ルールの打ち出しを注視している）。

ピアニィ：……（←ルールの打ち出しを注視している）。

ナヴァール：おい、お前ら（笑）。

ＧＭ：だ、大丈夫。要人たちはちゃんとナヴァールの次の言葉を待ってるよ！（笑）

ピアニィ：あ（笑）。あ、あたしもちゃんと待ってます！（笑）

ナヴァール：では、あらためて。……たしかに、ノルドグラム城は難攻不落の城じよう塞さいであろう。しかし私に千の兵士をお貸しくだされば……―――かの城は、一日で陥としてみせよう。

一同：なにぃっ!!（笑）

ＧＭ：「ざわ…ざわ……」ナヴァールのその言葉に、会議室にざわめきの声があがった。ステラも少し目を丸くして、「おいおい」ってな表情をしてるな（笑）。

アル：……ああ、なるほど。ナヴァールが言ってるのは戦場スキルのことか。

ナヴァール：そうそう（笑）。




戦場スキル

　大規模戦闘ルールで追加された特とく殊しゆなギルドスキル。

　くわしくは後述するが、使い方によっては戦局を一変できる。




アル：たしかにこの戦場スキルとやらをうまく使えばいけるかもしれない。

ナヴァール：だろ？（笑）狙ねらったとおり、最大効果で使えれば私ひとりで三～四万人相当の兵士をどうにかできるはず……！

ピアニィ：おー。

ＧＭ：ナヴァールの言葉に会議室がわき上がる中―――ひとり、神しん妙みような面おも持もちでステラがつぶやく。「……いや、だめだな」

ナヴァール：だめっ!?


ＧＭ：「ああ。私が城にいた頃とシフトが変わっていなければ、という前提ではあるが……ノルドグラム城には警けい備び軍として幾人かの軍師が常じよう駐ちゆうしていてな」

ナヴァール：それが？

ＧＭ：「とりわけ、セレステ・アボットが問題だ。こいつは、《策さく謀ぼう看かん破ぱ》を使えるぞ」

ナヴァール：なにいっ！（笑）

ピアニィ：《策謀看破》？

ＧＭ：戦場スキルを打ち消す効果を持った戦場スキルだ。

アル：うわ（笑）。

ナヴァール：むう……（と、考かんがえ込こむ）。

ＧＭ：ステラはピアニィに視線を向けて、聞く。「セレステのことは、ピアニィ陛下も憶おぼえておいでのこととは思いますが―――」

ピアニィ：は？

ＧＭ：「ほら、陛下のことを慕っていた読者投とう稿こうの軍師です。『タクティクスガイド』にも収しゆう録ろく予定となっています」（一同大爆笑）

アル：読者投稿キャラかっ！（笑）

ピアニィ：え、あ、う……!?（ルールの打ち出しを見て）……ああ！　弱腰軍師のセレステ・アボットですね！　お、覚えていますわ、姉様！（一同爆笑）




セレステ・アボット（16才／女／ヒューリン　投とう稿こう者しや：福岡県　あまちょさん）

　読者参加企き画かくである〝アルディオンの勇者募ぼ集しゆう〟に応おう募ぼされたキャラクターだ。

　少女と言って良い年ねん齢れいでありながら、能力を認められレイウォールの軍師をしている。
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ベネット：陛下、思い出すまでに時間がかかってやしませんか？

ピアニィ：そ、そんなことはありませよ？　セレステはあたしと年が近かったので、よ～く、覚えているんです。よ～く（一同爆笑）。

ＧＭ：「おそらく、セレステは今のレイウォールの中でもっとも優ゆう秀しゆうな軍師のひとりだろう。まだ年齢が年齢だけに、重要な地位についてはいないが……その実力は折り紙付きだ」

ベネット：ステラにそこまで言わせるんでやんすか……？

ナヴァール：なるほど……つまり、そいつをなんとかするのがレイウォールルートのシナリオか……（笑）。なんかの方法で城から引ひき離はなすしか……。

ＧＭ：「……さっき言ったろう？　セレステは城の警備軍所しよ属ぞくだ。よほどのことがないかぎり、城からは出てこない」

ナヴァール：なるほど…………見えてきた（笑）。

ベネット：おお？

ナヴァール：ノルドグラムを攻略し、オーギュスト王を救出するという作戦を成功させるためには、ふたつのステップが必要ということになる。

ピアニィ：ふたつのステップ？

ナヴァール：戦場スキルで私がどうにかできる数が三～四万人なので、「レイウォール軍の約半分をノルドグラム城ではない場所へ移動させる」こと、そして「敵の戦場スキルを使える軍師を城外へおびき出す」こと。これを同時にやらないといけない。

アル：おびき出す？　具体的にどうやって？

ナヴァール：声東撃西ひがしにこえしてにしをうつ。つまり、陽動だ。まずレイウォールの通常部隊を叩たたき、ノルドグラムの戦力を割かせることで、優秀な軍師が城じよう外がいへ出ざるを得ない状況を造つくり出だす。

アル：それで軍師が城を出てくるか……？

ナヴァール：ヒューバード殿でん下かの不正を糾きゆう弾だんして宣せん戦せん布ふ告こくし、レイウォールの国境を守りにくる軍に完全な勝利を収めれば、放置はできないので全力で攻めざるを得ないはずだ。悠ゆう長ちようにベルフト殿下の帰りを待ってはいられなくなるさ。

ＧＭ：……（笑）。

アル：ああ、なるほど。対処をおこたれば、軍部や民みん衆しゆうに見み限かぎられかねないからな。

ＧＭ：ステラは少し考え込んで言う。「ならば、ふたとおりの進軍ルートが考えられる。ひとつは、海うみ沿ぞいにヘクスフォードに攻せめ入いって、レイウォール軍をおびき寄よせる作戦だ」

アル：もうひとつは？

ＧＭ：「以前、キンバリーがフェリタニア攻略のために通った山を逆に越こえて、レイウォール領りよう内ないの平原に布ふ陣じん、レイウォール軍をおびき寄せる作戦だ」
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アル：……ヘクスフォードに攻め入るとなると、『デスマーチ』シリーズに申し訳ない気持ちになるな……（笑）。
















　港こう湾わん都市ヘクスフォードは『デスマーチ』シリーズにおいてシナリオの舞ぶ台たいとなった。その際、連合王国人とレイウォール人との間で友ゆう情じようのようなものが芽生え、「いい話」としてまとまっている。





ナヴァール：都市を攻撃することで、その土地に住む商人を敵に回すリスクがある。正直、ヘクスフォードを通るルートは避けたい（笑）。

ＧＭ：でも、ヘクスフォードを通れば、そこを補給地点として使えるというメリットがある。

アル：補給って……略りやく奪だつのことじゃないですか、それ！（笑）

ベネット：ひゃっは―――っ!?　水だっ！　水をよこせ―――っ!?（笑）

ピアニィ：り、略奪はダメですよそんなのっ!?


アル：……まあ、その選せん択たくはないわ（笑）。

ＧＭ：では、キール山脈を越ごえて、平原に布陣するルートを選択する？

アル：そっちしかない。行軍にかかる日につ程ていを確認させてくれ（笑）。

ＧＭ：んー……国内の進軍は比ひ較かく的てきスムーズなので、キール山脈にたどり着くのが九月三〇日。山越えをしてレイウォールに侵しん入にゆうし、陣をはるのに一日かかって十月一日って感じか。

ナヴァール：一日の会戦でレイウォール軍を撃破できれば、ノルドグラム攻略は間に合いそうかな……。これでよろしいですか、陛下？

ピアニィ：はい。そちらでいきましょう！

アル：それはそれとして、この連合王国のグラスウェルズ側への防ぼう御ぎよはどうするんだ？　主力がレイウォールに攻め込むとなると、グラスウェルズ側が手薄にならないか？

ナヴァール：ふむ……それについては策がある。マルセルたち、エンジェルファイヤーに任まかせよう！　その様子を、かわたなに『デスマーチ』で書いてもらうのだ！

一同：ひでえっ!?


ＧＭ：あっちにも無茶ぶりかよっ!?（笑）

ＧＭ：では、結論としては「攻略対象をレイウォール王国首都ノルドグラムとする」ということでよろしいですか？

ピアニィ：はい。そのようにしましょう。

ナヴァール：レイウォールに攻め入り、軍師を戦場へ引ひっ張ぱり出だしてから、少人数でノルドグラム城へ攻め入るという順番でな。

ＧＭ：……了解。それでは、ここで重要なことをダイスを振ふって決めましょう。

ピアニィ：重要？　なんですか？

ＧＭ：それは……連合王国軍が招集できる人数をここで決定する！（笑）

アル：あれ？　一万人じゃないの？

ＧＭ：約、って言ったでしょ（笑）。多少幅はばがあった方がおもしろいじゃない！　と、いうわけで……ナヴァールが集められた兵力は、一万＋１Ｄ６×一〇〇〇となる。

アル：（大規模戦闘のルールを見ながら）……ああ、なるほど。５～６が出た時だけデータ的な戦力の数字が上がるという設定か（笑）。




　これまた後述するが、大規模戦闘は参加した人数が［戦力］という数すう値ちに変へん換かんされてのち、運用されることになる。

　この時、参加数が一万人と一万五千人では、［戦力］の数値が一段だん階かい変化するのだ。




ナヴァール：では、ここで私がすべてのフェイトを突つっ込こんで……（笑）。

ＧＭ：あ、これは特別なダイスロールなのでフェイトは使えないということで！

ナヴァール：ですよねー（一同爆笑）。では陛下、お願いします。

ピアニィ：はーい♪　よし、６出ろ、６出ろ……！（ダイスを振る）―――２ぃ！

ベネット：残念……（笑）。

ナヴァール：はっはっは。いや、完かん璧ぺきです。さすがは陛下。

ピアニィ：はい？

ナヴァール：一万も一万二千もゲームデータとしては変わらないので、一万人の兵士をレイウォール侵しん攻こう軍ぐんとして連れて行き、そして、残り二千のうちの半分はエンジェルファイヤーに預けて、グラスウェルズ方面へ向かわせましょう（一同爆笑）。

ＧＭ：ひ、ひどい……ほんとに無茶ぶりする気だ……（笑）。

アル：あれ、残る千人は？

ナヴァール：そこがミソだ。残りの千人は、とりあえずノルウィッチに待機させる。いいこと思いついたんだ……（笑）。

ＧＭ：？　どんな？

ナヴァール：うん、こんな戦法はどうだろう……？（笑）




　ここで邪悪な笑えみを浮かべて話し始める鈴吹太ろ……もとい、ナヴァール。

　そして数分後……。




一同：それは面白い！（笑）

ＧＭ：んーと……（少し考えて）……うん、シナリオ的には問題ないかな。絵にもなるのでそれでいきましょか（笑）。

ナヴァール：ありがとう！（笑）




　ここでなにが話されたかは、のちの展開にご期待ください。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ベネット：さて、話すことはだいたいこんなもんでやんすか？

ＧＭ：あ、もう少しだけあるな。このあと、大規模戦闘を使ってゲームを進行するんだけど、その戦闘にはＮＰＣも連れていけるんだよ。

ピアニィ：へ～（笑）。

ＧＭ：ＮＰＣは、戦力修しゆう正せいって形で表現されるが……やっぱキャラによって数字がちがったり、特殊な能力を持ってる奴やつもいる。今回の戦いに誰を連れて行くかを決めよう。一応、一万の兵力なら四人までＮＰＣをつけられる。

ピアニィ：誰を連れて行ってもいいの？

ＧＭ：想定したキャラはリストアップしてある。読者投稿キャラも使いたいとこだし。こっちを見てくだせえ。

ナヴァール：どれ……（と、紙を受け取る）。

アル：ナーシア、ステラに……ネルソン―――。

ピアニィ：わ、ジョリィ！　なつかしい（笑）。

アル：グリニルダ、レジェン・ドウォールってのは読者キャラか。
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ピアニィ：誰にします？　あたしはステラ姉様をぜひ……（笑）。

ＧＭ：「ふふ、もちろんお供するさ、ピアニィ。連れて行かないとか言われたら、ナヴァールを半殺しだ」（一同爆笑）

ピアニィ：ね、姉様……素が出てます……（笑）。

アル：ナーシアは？

ナヴァール：ナーシア殿は戦力として役に立つので付き合ってもらいたいところだが……。

ピアニィ：ん～でも、できればアンソンさんへの手紙を持って行ってほしいです。

アル：……ああ、それもそうだな。救援要請は受けたけど、実はグラスウェルズに派兵はしないっていうことだから……連れん絡らく入れておくのが妥だ当とうか。あらかじめ知らせておかないと向こうは困るだろうな（笑）。

ＧＭ：では、書しよ簡かんを持ってナーシアはベルクシーレへ戻ることにしましょう。ピアニィの提案を素直に受け入れたナーシアは言います。「……わかった。がんばって、ピアニィ」

ピアニィ：はい！

ベネット：あとは……影の薄いネルソンさんより、読者ＮＰＣ優先でやんすかね？

アル：ジョリィはちょっと連れて行きたいが……。

ナヴァール：いやいやいや、ここは読者ＮＰＣ優先でいいだろう。そんなことより……ふうむ、アル。大規模戦闘に馬は必要だと思わないか？

アル：ああ、いいっすね（笑）。馬はほしいかも。

ナヴァール：うん、アルはそう言ってくれると思っていたんだ。このダロスＴＮ―１を連れて行こう。
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アル：……読者投稿キャラを使いたかっただけか！（笑）というか……このキャラ、ロボットじゃないですか！（笑）

ＧＭ：アルディオン大陸でも有数の名馬、ダロスＴＮ―１が連合王国に協力してくれると言っている。ならば、第一の騎士に乗っていただくのが妥当かと。

アル：乗ることによって、なにかボーナスがあったりするんですか？

ＧＭ：いや、大規模戦闘にくっついていくＮＰＣって扱あつかいなんで、ルールとして乗ることはできない。まあ、馬に乗って戦うって演出？（笑）

アル：了解（笑）。

ピアニィ：あたしも馬、ほしいな～（笑）。

ナヴァール：ピアニィ陛下は、ヤンヤンに乗っていただければいいかと（笑）。

ＧＭ：では、ピアニィが目を瞑つぶった瞬間に、ヤンヤンは巨きよ大だい化かしました。

ピアニィ：うわ、なんですかそれ!?　す、すごい適てき当とうな……（笑）。

ＧＭ：「適当ではないぞ？　今まで黙だまっていたが、大きくなることもできるのだ。ただ、ドラゴンとしての能力はすべて失われており、ＭＰ[image: 100]点分の効果しかないが」（一同爆笑）。

ナヴァール：ベネットは、移い動どう手しゆ段だんはどうする？

ベネット：あっしでやんすか？　馬とかいらないでやんす。徒歩でいいでやんすよ。

ＧＭ：ナヴァールは？

ナヴァール：私は輿こし！　エクスマキナ四名が抱かかえた輿に乗って、白びやく羽う扇せんで扇あおいでいる。できれば変な帽ぼう子しを被かぶっていたい！（笑）

アル：ああ、『三さん国ごく志し』の軍師が被っているようなやつだ（笑）。

ナヴァール：なんともね、大規模戦闘はＴＲＰＧの夢ゆめみたいなものだから、やっぱり盛もり上あがるわけですよ……っ！（笑）

ベネット：まあ、『アリアンロッド・サガ』を始めた時から、「いつかはやりたい」って言ってたものでやんすしねえ……（しみじみ）。

ＧＭ：これでようやく戦記物として本気が出せる（笑）。

アル：そして本気な分、戦争に負けたらアルディオン大陸が大変なことになる（笑）。

ナヴァール：まあ、ＰＣたちの行動の結果、世界が大きく動くのはＴＲＰＧとしての醍だい醐ご味みだな。

ＧＭ：では、決めるとこは決めたので……次のシーンに移ろう！







◆Middle 04◆国こつ境きようを越えて





　帝紀八一三年九月二四日。

　この日の未明、女王ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア麾下の、一万からなるフェリタニア・メルトランド連合王国軍は王都ノルウィッチを出立した。

　王国軍軍師ナヴァールおよびステラ・ヴェレンガリアの指し示じの下、進軍は迅じん速そくにかつ極ごく秘ひ裏りに行われ、兵へい団だんがキール山脈の東に集結を完了したのは出立より六日後……同月三〇日夜のことだった。

　翌よく朝あさ、朝あさ霧ぎり立ちこめるウォルズマレット平原に連合王国の鎧よろいに身を固めた兵士たちが一糸の乱みだれなく整列する。これを前に、女王ピアニィは表情を引ひき締しめ……悠ゆう然ぜんと、立った。

　そして―――……。




　―――帝紀八一三年一〇月一日　未明




ＧＭ：では、シーンを始めよう！　ノルウィッチを出立した連合王国軍が、レイウォールとの国境手前……キール山脈の東に広がる平原にたどり着いた場面だ。時間帯は、朝霧がたゆたう早朝ってとこかな。

ナヴァール：あ、ちょっと待って！　その前にやっておきたいことが。

ＧＭ：ほい？

ナヴァール：ノルウィッチを出撃する時に、ヒューバードに宛てて宣戦布告の書状を送っておきたい。できれば、国境越えを行なう今日……一〇月一日ちょうどに着くよう狙って送りたいんだけど。

ＧＭ：ＯＫです。宣戦布告しないで奇き襲しゆうしたら、国こく際さい的てきに問題がありそうだし（笑）。この世界の宣戦布告のルールがどうなってるか不明だけど、戦争を仕掛かけるに必要な手順に乗っ取ってそれはなされた、ってことにしよう。

アル：早馬とか魔ま法ほうとか、手紙ぐらいなら迅速に届けられそうだしな。

ナヴァール：では、書状はオーギュスト王の病気をいいことに、レイウォールの政治を私するヒューバードを糾弾して、反はん逆ぎやく者しやアンリへ援軍を送ることは正当性がないと非ひ難なんする内容ね。えーっと、文面はまず…………。

ベネット：早送りボタン、ぽち。

ナヴァール：キュルキュルキュル。「………以上をもって宣戦布告とするものである。フェリタニア・メルトランド連合王国女王ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア」（一同爆笑）

ＧＭ：わはは（笑）。では、あらためてシーンの演出に入ろう。今、平原に整列する兵士たちが、目の前に立つピアニィのお言葉を待っている……そんなシーン。

ピアニィ：え。

ＧＭ：ちなみにピアニィの右にはナヴァールとアル、左にはステラとベネットが立ち……みな、一様にキミを見ている。

ピアニィ：え、え。

ナヴァール：さあ、ピアニィ陛下。どうぞお言葉を―――。

アル：うん、ここは姫さんがビシッと決めるところだろう（笑）。

ベネット：陛下、がんばるでやんす！

ナヴァール：これから陛下の御お為ために戦地におもむく者たちです。さあ、声を……！（笑）

ピアニィ：ち、ちょっと待って……っ、い、一分、時間を……っ（と、考え込む）。

一同：…………（←待っている）。

ピアニィ：（しばらく考えて）み……。

ＧＭ：み？

ピアニィ：……みなさん！　現在、この大陸は新しい戦乱に見み舞まわれようとしています！　これを放置することはすなわち、罪つみなき人々に困苦を強しいることに他なりません。

ＧＭ：おお。

ナヴァール：なかなかにすばらしい（笑）。

ピアニィ：し、心しん臓ぞうがバクバクいってますが。ここはがんばりどころなんで、兵士のみなさんには気づかれないように……（一同爆笑）。

アル：ひ、姫さん、落ち着いて……っ！　と、こそっと言おう（笑）。

ピアニィ：みなさんの家族を、そして世界のすべての人々を守るために！　みなさんの力と命を貸してください！　我々の剣で平和を作るのです！　お願いします！
















ＧＭ：その言葉が、朝霧の平原にこだまする。一瞬の沈黙ののちに……兵士たちは一いつ斉せいに声を上げてピアニィに賞賛を送る。

ナヴァール：なるほど、我々の剣で平和を作る、か。

ＧＭ：……あ。今回のリプレイのタイトルは、ここかな……（笑）。

アル：……〝平和を作る者ピースメイカー〟？

ＧＭ：そうそう。ピアニィは、連合王国の戦略兵器ピースメイカーみたいなもんだしな（一同大爆笑）。

ピアニィ：ひどーい！（笑）

ＧＭ：まあ、ともかく（笑）。最後にピアニィが腕を振って号令を掛けると、兵士たちは一斉に鬨ときの声こえを上げ―――騎き馬ば隊たいを先頭に、一斉にキール山脈の国こつ境きよう線せんに向けて駆かけ出だした！　ここで勇ゆう壮そうなＢＧＭが流れつつ（笑）、画面が切きり替かわる……！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――帝紀八一三年一〇月一日　午前




　その日、この時期にしてはめずらしく、山から降おりてきた濃こい霧がキール山脈の西に広がるキャメルウォータ平原を覆い尽くしていた。

「すげえ霧だな……」

　視し界かいのすべてをミルク色に埋うめ尽くした濃のう霧むの海を眺ながめ、国境警けい備び兵へいの男は半ばあきれるように、そして見たままの感想を口にした。

「へいへい、今日も世の中は平和ですよ、っと……」

　寒さに首をすくめ、砦の中に引き返そうとして直後―――男はその気配……遠くより迫せまるその地じ響ひびきに戦せん慄りつした。

　そして、気づいた。

　数秒前、自分が口にした言葉がまちがいであることに。




ＧＭ：というわけで、ここでちょっとシーンをカットインしよう（笑）。キミたちの軍が、深い霧の立ちこめるキール山脈の山道を一気に駆かけ抜ぬけ、山脈の西側に広がるキャメルウォータ平原に進んだのはまだ朝と言える時間帯のことだ。山脈から流ながれ込こんだ濃い霧が、辺り一帯を埋め尽くしている。

アル：お、あっさり国境を越えたな。

ＧＭ：うん、山脈内の国境線沿ぞいには小さな監かん視し塔とうがあったんだけど、それはあっさり叩いて突とつ破ぱしている。山を下りた先にあるこの平原にも、レイウォールの国境警備兵が駐屯する小さな砦がある。

ナヴァール：ふむ、陛下。天は我らに味方をされたようです。この霧が我々の進軍を覆おおい隠かくしてくれましたぞ。敵が布陣していないところを見るに、敵はまだこの奇襲に気づいていない模も様よう。

アル：まずは、あの砦を陥とすところからだな。

ＧＭ：ここは演出だけのシーンで戦闘ルールは使わないけどね（笑）。

ナヴァール：では、陛下。よろしいですか？

ピアニィ：はい！

ＧＭ：では、砦の方にちょっぴりカメラを移して……宿直を終えて外に出てきた兵がのんびりとノビでもしたとこで、この霧の中を駆かけてくる軍勢に気づくんだな。「……!?　あの軍旗……フェリタニア……っ!?」

ベネット：と、言い終える前に矢が男を貫いて沈黙する、と。

ＧＭ：うん。霧にかすむ景色の中、砦の上で男の人ひと影かげが音もなく倒れて……外がい壁へきのてっぺんから地面に落ちたのが見える。もちろん、男はそのまま動かなくなった。

ピアニィ：っ!?　う……。

アル：姫さん、目をそらすな。前にも言っただろう？　お前は、進む道を選んだんだ。甘あまい考えは捨てろ。甘さは味方を殺すぞ。

ピアニィ：ア、アル。

ＧＭ：……同じく、アルとは反対側……騎き乗じようしたままピアニィの横につけたステラも言う。「アル・イーズデイルの言うとおりです。あらゆることから目をそらさぬは陛下の義ぎ務む。奪う命はしっかりその目で見み届とどけ、心に刻きざみつけなさい」

ピアニィ：ステラ姉様……。

ＧＭ：そんなことを話している一方、砦の門が開いて敵の騎馬隊が出てくる。もっとも小さな砦なのでたいした数はいないが。

ナヴァール：では、ステラに言おう。ステラ、お前は一千の兵をもって砦の背後に回り、退たい路ろを断て！　アル、ベネットは敵集しゆう団だんの中央に切きり込こみ、これを左右に分ぶん断だんせよ。

ＧＭ：「……承しよう知ちした！」

ベネット：わかったでやんす！

アル：ああ！　でも、その命令を下すのは……ちらっと姫さんを見ます。

ＧＭ：同じように、ステラもまだ動かない。ナヴァールの言葉を受けてのち、ピアニィの言葉を待っている。「……我らは、陛下のお考えを手助けし、実行するだけのこと。すべての決断は陛下がなさること」

ナヴァール：―――陛下。

ピアニィ：では少し考えて…………強い表情を見せて言います―――。




　ピアニィは数瞬の逡しゆん巡じゆんののちに、砦よりはき出されて来た敵兵たちに向き直り……これを見み据すえて号令を発した。

「……敵兵を蹴け散ちらし、あの砦を制せい圧あつします！　ゆけ！」

　その言葉に、周囲の騎士たちが一斉に声をあげ、幾いく条じようかの奔ほん流りゆうとなって敵兵に、そして砦へと襲いかかった。

　視界に飛とび込こむのは鮮せん血けつの赤、そして鉄と鉄がかち合う耳みみ障ざわりな音、悲鳴と怒ど号ごうが黙もくしたままのピアニィの耳に届く。

　それは、あまりに一方的な戦いだった。

　砦が陥かん落らくし、レイウォール側が降こう伏ふくを申し出たのは戦闘開始よりわずか四〇分後のこと。

　のちの歴史書によれば―――女王ピアニィは終始、黙したまま語らずに戦場を見据え……まばたきひとつしなかったと記録されている。







◆Middle 05◆キャメルウォータ会戦




　キール山脈の西に広がるキャメルウォータ平原―――。

　今、その広大な大地が、〝赤〟一色に染め上げられていた。

　ピアニィたちの眼前に布陣・展開しているのはレイウォール王国が誇る四万の竜炎騎士団。象徴たる赤き鎧に身を包み……威風堂々、整然と立ち並ぶその姿は対峙する者たちを圧倒的な存在感で威圧する。

　彼我兵力比は、四対一。

　戦いの時は、もうすぐそこまで迫っていた。




　―――帝紀八一三年一〇月二日　朝




ＧＭ：では、ここから大だい規き模ぼ戦せん闘とうを開始する！　まずルールの説明からいこうか。




　戦闘員が一〇〇人を超こえるような集しゆう団だん（これを戦せん団だんと呼よぶ）同士の戦い―――いわゆる戦争を『アリアンロッドＲＰＧ』上で再さい現げんするためのルール、それが大規模戦闘ルールである。

　大規模戦闘ルールは戦団同士の戦闘の状じよう況きようを反はん映えいしていく部分と、ＰＣが活かつ躍やくする戦闘部分を同時に行なっていく。

　したがって、ＰＣが戦闘に勝利しても負まけ戦いくさとなってしまったり、その逆ぎやくも起こりうるわけだ。その一方で、ＰＣたちが有力な武ぶ将しようを倒たおすことに成功して戦せん況きようが一変する、などという戦記物ではお馴染みの状況を再現することも可か能のうである。

　大規模戦闘ルールを採さい用ようすることによって、戦争の勝敗とそのなかで活躍していたＰＣの演えん出しゆつを同時に再現することが可能となるのだ。この戦闘はルール用語で〝バトル〟と呼ぶ。

　なお、大規模戦闘ルールはその性せい質しつ上手順が多いため、本リプレイではどのようなことが大まかに行なわれているかを記すだけに留とどめてある。ルールのくわしい内ない容ようについては『アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド』を参照してほしい。




ＧＭ：さて、今回戦争を行なうことになるのは、もちろんキミたちフェリタニア・メルトランド連合王国軍と、レイウォール王国軍。まずは、〝戦団編成〟を行なおうか。連合王国軍の動員人数は一万人。これは戦力75に相当する。

ナヴァール：ええと、動員人数が一万だと、参加可能なＮＰＣは四人までだな。戦いに参加するＮＰＣは、ステラとダロスＴＮ―１……。

ベネット：あとは、レジェン・ドウォールとグリニルダでやんす。




レジェン・ドウォール（60才／男／ドゥアン　投とう稿こう者しや：東京都　佐さ異い藤とう正春さん）

　傘かさを開いたような形の槍やり型アブストラクターと、巨きよ大だいな盾たてを持つ老練の騎き士し。その構かまえは、まるでふたつの盾を構えているかのような重じゆう厚こうなもので、攻こう撃げきを防ふせぐことに喜びを感じる。元はアヴェルシアの騎士であったが、フェリタニア建国とともに駆かけつけた。長年連つれ添そった妻つまとの間に、三人の子をもうけている。




グリニルダ（28才／女／ヒューリン　投とう稿こう者：大おお阪さか府ふ　ｗｉｎｇａｔｅさん）

　元はエリンディル大陸でグラディエーターをしていたが、訳わけあってアルディオン大陸へ流れつき、そこでステラに拾われた。普ふ段だんはメイドとしてステラの身辺を護ご衛えいしつつ、諜ちよう報ほう活動を行なう。ヒューリンだが、ドゥアン（牙爪族）の血を引いており、鋭するどい爪つめを武ぶ器きとすることもある。




アル：（投稿文章を読んで）頼たよりになりそうなふたりだな（笑）。

ＧＭ：では、レジェンが前に歩み出ると「うははははは！　アル殿どの、護まもりはそれがしに任まかせて、存ぞん分ぶんに攻せめられい！」と、胸むねを張はるよ。

アル：お、おう。

ベネット：頼たのもしい爺じいさんでやんすな。

ＧＭ：一方、グリニルダは「わたしはステラ様のお側そばに控ひかえています。必要とあれば、いつでもお呼びください」

ナヴァール：そうか。では、ステラのことは任せたよ。

ＧＭ：「というわけだ。野や郎ろうども、姫ひめ様さまをお守りするよ！」

ピアニィ：や、野郎ども!?

ベネット：言こと葉ば遣づかいの荒あらいメイドでやんすな。

ＧＭ：なにせステラ付きのメイドになるまでは、いろいろとあったようなので（笑）。

アル：というわけで、布ふ陣じんは決まったな。

ナヴァール：そうだな。私わたしたちが不ふ在ざいの間は、国はオトガル殿たちに任せたということで。

ＧＭ：了りよう解かい。さて、対するレイウォール王国軍は竜りゆう炎えん騎き士し団だんを中心として四万人が動員されている。戦力でいえば[image: 144]だ。

ベネット：戦力差は33でやんすな。

ＧＭ：ただし、これには戦団に参加しているＮＰＣは加算されていないので、実じつ際さいにはもう少し高くなると考えた方がいいぞ。敵てきの戦力はこんな感じだ。




●レイウォール軍

代表者名：〝侯こう爵しやく〟レオン

動員人数：四万人

戦団レベル：13

戦力：[image: 156]

　動員人数：[image: 144]

　ＮＰＣ：〝侯爵〟レオン：３／ガンソン・バンソン：３

　　　　　／クレア：２／ヴィーヴィ・カンカネン：２

　　　　　／赤竜魔ま術じゆつ兵ジェームス：２

ＮＰＣ参戦数：５




[image: ]

[image: ]




ＧＭ：なお、敵の指し揮き官かんはレイウォールの〝侯爵〟レオンであることがわかっている。

アル：つまり、そのレオンを倒せばこっちの勝ちということか。

ＧＭ：それも勝利の道みち筋すじのひとつだね。レイウォール軍を全ぜん滅めつさせる必要はない。彼かれらを撤てつ退たいさせてもキミたちの勝利となる。というわけで、この戦いの勝敗を決めるＦＳ判はん定ていは次のように設せつ定ていされている。




名めい称しよう：レイウォール軍の撤退

終しゆう了りよう条じよう件けん：３ラウンド経けい過か

判定：【精せい神しん】

難なん易い度ど：17

完かん了りよう値ち：10カウント




ＧＭ：なお、今回の戦場―――フィールドタイプは野戦となっているので、特とく殊しゆな地形効こう果かなどを受けることはない。そしてさっきも言ったけど、この戦争―――バトルの勝利条件は次のふたつだ。




①ＦＳ判定による、レイウォール軍の撤退（３ラウンド以内に進行値を10以上にする）

②戦場フィールドで、指し揮き官である〝侯爵〟レオンを撃げき破はする




ＧＭ：このどちらかを満たした時点で、キミたち連合王国軍の勝利となる。

ピアニィ：あたしが戦闘不ふ能のうになった場合、連合王国軍の敗北になるんですか？

ＧＭ：ルール上、敗北条件として設定はしてません。ただし、ピアニィが戦闘不能になったらまちがいなく捕ほ虜りよになって、連合王国自体が崩ほう壊かいすることになりますよ。

ピアニィ：ですよね～。

ナヴァール：死んだ場合は国こく葬そういたします（笑）。

ＧＭ：では、持っていく戦場スキルを選せん択たくしてくださいませ。




　戦場スキルとは、大規模戦闘ルールで使用可能なギルドスキルのことである。

　通つう常じようのギルドスキルとは別に、戦団編へん成せい時に決定することができるため、バトルごとに使えそうな物、便利そうなものを選択することになる。

　なお、選択可能な戦場スキルの数は、ギルドレベルによって決定される。




ナヴァール：こちらのルートを選んだ時点で、この戦争のあと、ノルドグラム城じようを落とすための戦争も行なわなくてはなりません。しかも、そこでかなりのコストを支し払はらうことになる予定なので、ここではあまりコストをかけられない（笑）。

ピアニィ：戦場スキルはいくつ持っていけます？

ＧＭ：ギルドレベルに準じゆんじるので、現状では三つですな。

ナヴァール：ベネット、オススメのスキルを申せ（笑）。

ベネット：は、《明鏡止水の陣じん》なぞいかがでやんしょう（笑）。アルが突とつ出しゆつして戦うことになるんで、命中値が上がるこのスキルを持って行くと便利ではないかと。

アル：《内ない応おう》も便利そうだけど、これはノルドグラム城を落とす時に使う予定？

ナヴァール：そう。フェイトを大量に使ってしまうので、今回は《内応》は選択しない方ほう針しんでいきたい。

アル：戦場オブジェクトの配置はないんですよね？

ＧＭ：戦場が平野なので、特にオブジェクトはありませんな。

アル：それなら《破は壊かい工作》はいらない……《不ふ撓とう不ふ屈くつ》を持っていくのはどうだろう？

ベネット：あと、《諜ちよう報ほう》は？　戦団識しき別べつの時にボーナスがつくのはありがたい。敵のレベルがわかるだけでも、こっちの戦せん術じゆつが変わってくるでやんすよ？




　……しばらく相談したのち、決まった戦団編成の最終結果は以下の通りである。




●連合王国軍

代表者名：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア

動員人数：一万人

戦団レベル：９

戦力：[image: 111]

　動員人数：75

　ＰＣ：25（５（18レベルＰＣ）×４＋４（上級クラス取得ＰＣ数）＋１（《グランドマスター》））

　ＮＰＣ：ステラ：５／ダロスＴＮ―１：２／レジェン・ドウォール：２／

　　　　　グリニルダ：２

ＮＰＣ参戦数：４

戦場スキル：《明鏡止水の陣》《不撓不屈》《諜報》




ＧＭ：大規模戦闘ルールでは通常の戦闘を行ないつつ、同じタイミングでＦＳ判定も行なうことになります。したがって戦いに勝利する方法はふたつ。ひとつは、ＦＳ判定に成功し、敵てき軍ぐんを撤退させること。もうひとつは、フィールドに展てん開かいされた敵軍をすべて戦闘不能に追おい込こみ、敗走させること。

ベネット：兵が戦闘不能になるごとに、戦力が下がっていくわけでやんすね。

ナヴァール：戦闘が得意なＰＣは、戦闘をして敵てき兵へいを減へらすことで、相手の戦力減げん少しようを狙ねらう。ＦＳ判定が得意なＰＣは、本ほん陣じんでＦＳ判定を行なう……という役やく割わり分ぶん担たんする感じか。

ＧＭ：ただし、レイウォール軍との戦力差は45あるので、ＰＣ側はすべての行こう為い判定にマイナス４のペナルティが入る。

一同：マイナス４っ!?


ピアニィ：全部の判定にっ!?


ナヴァール：ＦＳ判定の方は、進行値にマイナス４のペナルティだから、かなり厳きびしい！

ピアニィ：まずは相手の戦力を減らさなきゃいけないんですね？

ＧＭ：そのとおり。敵の戦力を減らしてこの差を埋うめないと、キミたちに勝利はない！

ナヴァール：武将が雑ざ魚こ兵を蹴け散ちらして、敵の戦力を減らしたあと、軍ぐん師しが「今だ！　全軍押おし出だせ！」と号令をかけると、敵兵が退たい却きやくする……そんなイメージだな（笑）。

ＧＭ：それでは、フィールドへの初期配置をしていこうか。




　レイウォール軍の配置に続いて、ＰＣたちも相談しながら次々とフィールドへと配置していく。どのような陣じん形けいとなったかは、図を参照していただきたい。
















▼レイウォール軍の配置

前線：ガンソン・バンソン、ヴィーヴィ・カンカネン、竜炎騎士Ａ、竜炎騎士Ｂ、

　　　竜炎騎士Ｃ

中ちゆう衛えい：赤竜魔術兵ジェームス、赤竜魔術兵Ａ

本陣：〝侯爵〟レオン




▼連合王国軍の配置

前線：アル

中衛：ベネット、ピアニィ

本陣：ナヴァール




第一戦場ラウンド

ＧＭ：連合王国軍は機械馬に乗ったアルを先頭に一万人の兵が、対してレイウォール軍には剣けんを構えたヴィーヴィ・カンカネンを先頭に四万の一糸乱れず立ち並ぶ。夜明けと共に、戦の火ぶたは切って落とされた―――では、戦いを始めよう！

ピアニィ：号令をかけます！　パォ～ン♪（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：…………それ、崩壊の角笛を吹いたって演出……だよね？　で、ではピアニィの吹いた角笛の奇怪な音が鳴なり響ひびいて、戦は始まった。行動値は次のとおりだ。




▼行動値（開始時点）

　ヴィーヴィ・カンカネン　39

　ガンソン・バンソン　　　33

　竜炎騎士Ａ、Ｂ、Ｃ　　　33

　ベネット　　　　　　　　25

　〝侯爵〟レオン　　　　　24

　赤竜魔術兵ジェームス　　22

　赤竜魔術兵Ａ　　　　　　22

　ピアニィ　　　　　　　　19

　アル　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　６




ＧＭ：まず、前ぜん衛えいのヴィーヴィ・カンカネンから。どんな奴かというと……。




ヴィーヴィ・カンカネン（13才／女／ヴァーナ　投稿者：東京都　きゅれいさん）

　レイウォールの騎士。若じや輩くはいだが、戦死した父の跡あとを継ついだヴァーナ（猫族）の少女。

　馬ば術じゆつに長たけているが、本当は歌の方が得意である。兵士団を従したがえているが、本人はお飾かざりで指揮は部下に任せている。しかし、父のように立りつ派ぱな騎士になりたいという想おもいゆえに、懸けん命めいにがんばっている。




ピアニィ：猫耳少女ですか……（笑）。

ＧＭ：うん。さらに、似に合あわないブカブカの鎧よろいを身につけているんだ。

ピアニィ：敵ながら……かわいい!!（一同爆笑）

ＧＭ：まず、ヴィーヴィはセットアップで《グランディア》を使用！　静かに亡なき父への祈いのりを捧ささげ―――「みなさん、どうか私についてきてくださーい！」高らかに剣を掲かかげる。それに歓かん声せいで応こたえる四万のレイウォール兵たち！

ナヴァール：（レイウォール兵になって）「レイウォール万ばん歳ざい！　竜炎騎士団に栄光あれ！」

ＧＭ：（笑）。これでシーン終了まで命中判定とダメージにボーナスが入るぞ。続く竜炎騎士ガンソン・バンソン、竜炎騎士Ａ、Ｂ、Ｃも一斉に《グランディア》を使用する！

ベネット：次はあっし！　戦場スキルの《明鏡止水の陣》を使用！　敵軍の動きが手に取るように見えるでやんす！　……これで命中判定に＋２！

ＧＭ：「ふっはっはっは！　そう動くと思っていたよ！」と、獅し子しのごとく金きん髪ぱつをたなびかせ、不ふ敵てきに笑うのは指揮官の〝侯爵〟レオンだ！




〝侯爵〟レオン（39才／男／ヒューリン　投稿者：埼さい玉たま県けん　木場椰子さん）

　レイウォール三二将のひとり。腕うでも立ち、頭も回るが、それゆえに大きくなる野心と忠ちゆう誠せい心しんの狭はざ間まで悩なやんでいる。

　かつては騎士として名を馳はせたが、剣の時代は終わったと魔ま法ほうと銃じゆうを使うようになった。




アル：おおっ!?　なんだかえらそうな奴だぞ！

ＧＭ：「―――すべてはこちらの予よ測そくどおり。さあ、竜炎騎士たちよ！　ピアニィ女王の隙すきをつくぞ！」前衛の味方全員に対して《ウィークポイント》を使用。さらに、レオンが戦場スキルの《先せん制せい攻撃》を使用！　対象は前線にいる味方全員。彼らにメインプロセスを行なわせる！　連合王国第一の騎士アルの首を取ろうと、数十騎の兵が一気に駆かけ寄よってくる！

ナヴァール：（ダロスＴＮ―１になって）「ふふ、私を乗りこなして、あの軍ぐん勢ぜいより繰り出される攻撃を避よけられるかな？」

アル：えらそうな馬だ！（笑）　ま、お前のデータは戦力修正でしかないんだがな！（笑）

ＧＭ：（笑）。では、そんな機械の馬にまたがるキミに声を掛けてきた敵がいる。「……アル・イーズデイル様とお見受けする！　私はヴィーヴィ・カンカネンと申します。いざ、尋じん常じように勝負を！」　というわけでヴィーヴィはアルに攻撃！　マイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《ラッシュ》を使用。命中判定は竜炎騎士団オリジナルスキルの《包囲殲せん滅めつ》により、［４＋他の竜炎騎士の数］Ｄ６＋21……つまり、８Ｄ＋21となるぞ（ダイスを振ふる）……お、クリティカルっ！

アル：一いち応おう、《ディフェンスライン》を試みます。（ダイスを振る）回かい避ひ失敗。

ＧＭ：ダメージ11Ｄ６＋[image: 125]で……（ダイスを振る）[image: 163]点ダメージっ！

一同：[image: 163]――――――っ!?

ピアニィ：いきなりっ!?


アル：いやちょっと待てっ!?　残りＨＰが一気に68点になったぞっ!?　こんな攻撃をもう一回受けたら死ぬって……！

ＧＭ：そりゃこいつら、竜炎騎士団の正規メンバーだぞ。こんくらいの実力はあるって。

アル：じ、じゃあ他の奴も今のと同じくらいの強さ……？　やべえ……（笑）。

ＧＭ：では、次はハンマーを構えた壮そう年ねんの騎士が前進してくる。「ぐはは！　栄えある竜炎騎士団をなめないことだ！　我わが名は、ガンソン・バンソン！　お相手願おうか」

ナヴァール：なんだか気になる名前だと思っていたが……やはりハンマー使いか（笑）。

ＧＭ：「アル・イーズデイルだな？　我が弟で子し、キンバリーの仇を討うたせてもらうぞ」

アル：このおっさん、キンバリーの師し匠しようかよ!?（一同爆笑）




ガンソン・バンソン（55才／男／ヒューリン　投稿者：神か奈な川がわ県けん　竜りゆう一いち・セプターさん）

　レイウォール三二将のひとりで、ヒューバード王子に忠ちゆう誠せいを誓ちかう歴戦の聖せい騎き士しである。

　バンソン家は、グラスウェルズ王国のマンソン家と並ならび称しようされるハンマー使いの家か系けいとして知られており、両家はお互たがいをライバルと認みとめ合っている。引いん退たいしていたガンソンだが、我わが子このように可か愛わいがっていた弟子のキンバリーが敗北したことを知り、復ふつ帰きした。




ＧＭ：ではマイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《ラッシュ》を使用、アルを攻撃！（ダイスを振る）命中は……34！

アル：《ブレイクスラッシュ》……つまり、ダメージの軽減は不可、と。……やべえ、これは喰らえない……《ディフェンスライン》！（ダイスを振る）35でギリギリ回避成功っ！　マ、マイナス４の修正ってけっこうきつい……っ!?


ＧＭ：ちっ、避けられたか。

アル：いや、避けたんじゃない！　レジェン・ドウォールのじーさんががっちりハンマーを止めてくれたんだ！　そんな演出で！（笑）

ＧＭ：ではそれで！　ガンソンが振ふり下おろしたハンマーをレジェンの盾が防ぎ、にぶい金きん属ぞく音おんが響ひびき渡わたる！「アンソン家以外にガンソン家のハンマーを防ぐ者がおるとはな……！」

アル：そこでレジェンが言うんだよ。「その程てい度どのハンマーでは我が盾は破やぶれん」（笑）

ＧＭ：ち！（笑）　では、続いて竜炎騎士Ａ。同じくマイナーで《ブレイクスラッシュ》、メジャーで《ラッシュ》……アルを攻撃！（ダイスを振る）……ちょっと低いが命中は31！

アル：ディ、《ディフェンスライン》！（ダイスを振る）……ぎ、ぎりで回避成功！

ＧＭ：まだまだ！　次は竜炎騎士Ｂ！　同じく、《ブレイクスラッシュ》＆《ラッシュ》で、アルを攻撃！（ダイスを振る）……お、またクリティカル。

アル：ぐっは！　《ディフェンスライン》！（笑）（ダイスを振る）……よしっ、クリティカル出た―――っ!?　回避成功！（笑）い、生き残ったよっ！（笑）ぜんぶギリギリっ！

ＧＭ：続いて竜炎騎士Ｃ！　攻撃方法は同じで……！（ダイスを振る）32！

アル：同じく《ディフェンスライン》で……！（ダイスを振る）よけた―――っ!?

ＧＭ：騎士を全部しのぎやがった……！

ナヴァール：な、なんという綱渡り。いきなり生命の呪符を使うことになるかと思った。

ＧＭ：では、こちら側の《先制攻撃》は終わり！　赤竜魔術兵ジェームスと赤竜魔術兵Ａが《インクリーズデバイス》を使用する。では……次はピアニィ。

ピアニィ：いつもどおりの戦術でいいですか？

アル：今回は《ウィークポイント》で！　前線を殲滅して戦線を崩壊させて、戦力差を一気に縮ちぢめるのがいい！

ピアニィ：では、久ひさしぶりに《ウィークポイント》を使います！　対象はあたし自身とベネットちゃんに！（ダイスを振る）発動成功♪

アル：俺おれはセットアッププロセスは特になし。次に攻撃を受けると倒れてしまいそうなので、《レイジ》を切る心積もりだけしておきます（笑）。

ナヴァール：では、中衛に対して《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》！　（ダイスを振る）陛下とベネットの行動値が21点上じよう昇しよう！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに入り―――。

アル：よし、俺はここで《カリキュレイト》を使用、行動に割り込む！

ＧＭ：だよね！　ではアルのメインプロセスに入る。

アル：（間髪入れず）まず、マイナーアクションで《レイジ》……っ！

一同：いきなり《レイジ》切るのっ!?


アル：切り札を温存して戦う余裕はないだろ、こいつら！　……で、メジャーアクションで《ブランディッシュ》！　前線にいる敵全員を攻撃対象にして……《フェイント》も使用！（ダイスを振る）一回目の出目は10、二回目の出目が12なので、12を採用。命中は36！

ＧＭ：んー……これは避けられそうにない。（ダイスを振る）ヴィーヴィ、ガンソン・バンソン、竜炎騎士Ａ、Ｂ、Ｃ、全員回避失敗！　アルが渾身の力を込めて一閃、そして……！

アル：お前ら、まとめて吹っ飛びやがれ！（ダイスを振る）よしっ……[image: 207]点ダメージ！
















一同：お―――っ！（笑）

ピアニィ：いきなり[image: 200]越え!?　すご―――い（笑）。

ＧＭ：（計算して）あ、まだ誰も倒れません。

一同：なに――――――っ!?

アル：ち、やっぱりだめか！《レイジ》使う前にもう少しＨＰを減らしたかった……っ。

ＧＭ：レイウォールが誇ほこる竜炎騎士団だからね、甘く見てもらっては……困る！

アル：くそっ！　ベネット、あとは頼む。

ベネット：マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《アローシャワー》、前線の敵全員を攻撃。リンメルの矢を使用。（ダイスを振る）命中は27……いや、ここはフェイトを１点使用して振り直し！（ダイスを振る）改めて命中は32でやんす！

ＧＭ：（ダイスを振る）……げ、全員回避失敗！　竜炎騎士たちに、ベネットから放たれた魔法の矢が降ふり注そそぐ！

ベネット：（ダイスを振る）ダメージは[image: 114]点の魔法ダメージでやんす！

ＧＭ：（計算して）……う。ヴィーヴィは「ああ、お父さま……まさか、あんな三下にやられるなんて―――」と言って倒れた。

ベネット：やかまし―――ぃっ!!（笑）

ＧＭ：……竜炎騎士Ａ、Ｂ、Ｃも戦闘不能か。なんだかんだ言って、いきなりの《レイジ》が痛かったな……。ベネットが放った魔法の矢が降り注ぎ、爆ばく煙えんが上がる。煙が収おさまったあと、そこに立っていたのは―――ガンソンだけだ。

アル：うわ、まだ生き残るのか。

ベネット：ガンソン・バンソン、なかなかやるじゃな～い？（笑）

ＧＭ：「ふっふっふ、恐れ入ったかね……！　わしは、このハンマーと共に様々な戦功を挙げてき―――」

ベネット：（戦場を見入って）んー……次はこうきて、ああきて……。

ＧＭ：聞けよっ、人の話っ!?（一同爆笑）

ベネット：は、すいません。次の一手を考えておりました（笑）。

ＧＭ：……。ええと、敵の兵士が倒れたので戦力の減少が起きる。ヴィーヴィ、竜炎騎士Ａ、Ｂ、Ｃ……全員合わせて38点分減少か。

ナヴァール：レイウォールの戦力が[image: 156]から[image: 118]に下がった。

ＧＭ：……あれ!?　ＰＣ側にかかっていた、判定へのペナルティが一気になくなった！

一同：……よしっ！

アル：次は姫さん！　前線を崩壊させるの優先で！　ガンソン・バンソンを狙ってくれ！

ピアニィ：はい……っ！　じゃあ、ガンソンさんに……。

ＧＭ：「ピアニィ陛下！　昔、飴あめ玉だまを買って差し上げたことをお忘わすれか～!?」（笑）

アル：（ピアニィになって）「ありがと♪　それはそれとして撃うち殺ころします♪」（一同爆笑）

ＧＭ：血も涙なみだもないっ！（笑）

ピアニィ：か、勝手に変なこと言わないでっ!?


アル：すまん！　つい！　じゃあ、姫さんどうぞ。

ピアニィ：……飴玉風の《フロストプリズム》をガンソンさんに差し上げます♪

アル：（ガンソン・バンソンになって）「恩おんをあだで返すとはこのことか～！」（笑）　……ってピアニィ、さっきの国境越えのシリアスさはどこに……（一同爆笑）。

ナヴァール：ガンソンとやら、そもそも王女に向かって刃やいばを向けるとはなにごとか！　ピアニィ様への反はん逆ぎやくの疑うたがいは濡ぬれ衣ぎぬなのだぞ!?

ＧＭ：「我が主は、ヒューバード王子のみよ！　よいですか、姫。貴女はそもそも―――」

ピアニィ：《フロストプリズム》でガンソンさんを攻撃。《ダンシングヒーロー》も使用。

ＧＭ：だから人の話を聞け―――っ!?（笑）

ピアニィ：え、あ、はい？（ダイスを振る）……あ、クリティカル♪（一同爆笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）……ピンゾロ！（一同拍はく手しゆ）

ナヴァール：きっと、ガンソン・バンソンはピアニィ陛下が反はん逆ぎやく者しやだという話を疑っていたにちがいない。だから本気で攻撃をできずにファンブルをしたんだ。

ＧＭ：「そう、そのとおり。だから攻撃をやめてもらえないかな？」

ピアニィ：（間髪入れずダイスを振って）[image: 132]点の〈光〉〈水〉属ぞく性せいダメージ♪

ＧＭ：だから人の話を聞けって!?　ガ、ガンソン・バンソンも戦闘不能に。「……ピアニィ様にお菓か子しを差し上げていた、あの頃ころに帰りたい……」と、凍れる光の中へ消えていった。

アル：よし、また敵の戦力が下がるぞ！

ＧＭ：ガンソン・バンソンが戦闘不能になったことで、レイウォール軍の戦力はさらに12点下がった。これでレイウォールの戦力は[image: 106]！　そしてレイウォール軍の前線は崩壊したので中衛が前線に出ることになる。




　前線のフィールドが一方の戦団のキャラクターだけとなった時、前線フィールドは崩壊し、中衛フィールドに存そん在ざいしていたキャラクターをあらためて前線フィールドへと配置し、新たな前線フィールドを形成することになる。

　つまり、敵に押し込まれ前線のすぐうしろが本陣となった状況を表わすのだ。
















アル：さて、残りの順番は〝侯爵〟レオン、赤竜魔術兵ジェームスと赤竜魔術兵、ナヴァールか……。どういう攻撃をしてくるかだな。

ＧＭ：そうなんだけど……レオンは待機。本当はここで《エンチャントウェポン：魔》を使いたかったが、かける相手がいなくなった（笑）。（ちょっと考えて）赤竜魔術兵は、もう少しで倒れそうなアルに攻撃！　マイナーアクションは《エキスパート：火》で、メジャーアクションは《フレイムクラック》！（ダイスを振る）……命中は35だ！

ベネット：《インターフィアレンス》するでやんすか？

アル：いや、雑魚の攻撃だから跳はね返かえした方がいい！　……《ディフレクション》！（ダイスを振る）……42なので、魔術の反射に成功！

ＧＭ：ぐ！（ダイスを振る）……じ、自分自身に[image: 127]点ダメージ！　いろいろ差し引いて[image: 108]点ダメージが通った。しかし焼け焦こげながらも、まだ生きている！　ＨＰはまだ余裕がある！

アル：しぶといな、さすがレイウォールの正規兵……っ。

ＧＭ：では、ここで赤竜魔術兵ジェームスの番がやってくる！

ピアニィ：これも読者投稿キャラ……？

ＧＭ：いや……（笑）。なぜかレイウォール宛ての投稿は魔術師が極端に少なくて……ほとんど騎士とかそんなのばっか！　今、レイウォールでは優秀な魔術師を募集中です……！

アル：そんなこと言って、こんどは魔術師ばかり投稿されたらどうするんだ（笑）。

ＧＭ：そん時はそん時で！　では改めて赤竜魔術兵ジェームスも……アルに攻撃っ！　マイナーで《エキスパート：火》、メジャー《フレイムクラック》！（ダイスを振る）……命中は29！

アル：ベネット、よろしくっ！

ベネット：任された！　《インターフィアレンス》！（ダイスを振る）……おお、クリティカ～ルっ！（笑）　アルへの攻撃を妨ぼう害がいしたでやんすっ！

ＧＭ：ちっ、ダメ魔術師め！　えー……今、レイウォールでは優秀な魔術師を募集中です。我こそは思う方は……（一同大爆笑）。

アル：だからほんとに魔術師しか投稿こなくなりますってっ！（笑）

ナヴァール：ここで私だが……ピアニィ様とアル、どちらへ《ジョイフルジョイフル》飛ばすか……？

ピアニィ：あたしあたし！（挙手）　《ウィークポイント》が効きいているので、あたしが攻撃した方がいいと思いまーすっ！

ナヴァール：わ、わかりました。では陛下へ《ジョイフルジョイフル》！　陛下を未行動状態に！　さ、よろしくお願いします。

ピアニィ：はい♪　マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《フロストプリズム》っ！（ダイスを振る）……あ、クリティカル♪（一同爆笑）

ＧＭ：…………。一応、回避を試みよう。まず、赤竜魔術兵ジェームスが―――「ピアニィ様っ、昔アイスクリームを差し上げたことをお忘れか……っ」とか言いつつ（ダイスを振る）……出目は11だけど、回避失敗。（ダイスを振る）……赤竜魔術兵Ａも回避失敗。

ナヴァール：では、《チェックメイト》！（ダイスを振る）……45点ダメージを上乗せだ。

ピアニィ：（ダイスを振る）すごく出目がいい♪　[image: 144]点ダメージ。合計で[image: 189]点ダメージ！

アル：すごいっ！　今日の大竹さんには母せきねさんの殺意が宿っている！（笑）

ＧＭ：く……ダメージを受けていた赤竜魔術兵Ａはあっという間に戦闘不能。赤竜魔術兵ジェームスも踏ふん張ばったが……やっぱり戦闘不能に！

ナヴァール：これでかなりレイウォール軍の戦力が下がるな。

ＧＭ：赤竜魔術兵ジェームスと赤竜魔術兵Ａの分を合わせて、20点戦力が下がりますな。レイウォール軍の戦力が86に減少。

一同：おお～！（喜）。

ナヴァール：敵てき陣じんはかなり瓦が解かいしてます。

アル：いきなり《レイジ》を切った甲か斐いがあった！　姫さんのダメージの出目がよかったのもあるけれど（笑）。

ＧＭ：これで午前中の合戦が終わったってなところでしょうかね……。では、クリンナッププロセスで戦力の自動減少を行なうぞ。




第一戦場ラウンド終了時点

連合王国軍　　　　合計戦力：99

レイウォール軍　　合計戦力：77




アル：戦力差は22か。これでこっちに＋２の修しゆう正せいがきた！

ナヴァール：ステラが「……これはいけるか？」とか言っているにちがいない（笑）。

ベネット：じゃあ、横に控えるグリニルダも「姫ひめ様が出るまでもないようですね」とか言う。

アル：きっと本陣から戦場の動きを見ているんだな。

ＧＭ：では、そこでステラはグリニルダに言う。「―――いや、敵が次の動きを見せるぞ」

ナヴァール：む？

ＧＭ：といったところで、次の戦場ラウンドに入ろう！




第二戦場ラウンド

ＧＭ：まずは、セットアッププロセスで前線に竜炎騎士の増援が登場する（と、言いつつコマを配置）。加えて、中衛に盗賊貴族ことクレア・フリーフィールドが配置！




クレア・フリーフィールド（22才／女／ヴァーナ　投稿者：大阪府　月光盗夜さん）

　盗賊貴族ことフリーフィールド伯はく爵しやく家けの当主にして、ヴァーナの狼族。フリーフィールド家は、在ざい野やの盗賊だったが、斥せつ候こうなどの任にん務むをこなし、伯はく爵しやくに封ふうぜられた経けい歴れきを持つ。現げん当とう主しゆのクレアは、二年ほど姿すがたを消していたが、その間傭よう兵へいをしていたという噂うわさがある。




ナヴァール：また名前付きの読者ＮＰＣ来たっ！　なにか特別なことをしそうな雰囲気だ。

アル：……そんなことより、こっちはそろそろＦＳ判定に移った方がよさそうだな。

ナヴァール：ですな。本陣にいないとＦＳ判定ができないのでピアニィ陛下、本陣にお戻もどりくださいませ。

ピアニィ：……は～い。本陣からだと攻撃、できませんよね……？

ＧＭ：はい……って。ピアニィ、残念そうな顔してない？（笑）

ピアニィ：い、いえいえっ（笑）。

ナヴァール：（少し考えて）……ＦＳ判定要員として、ベネットかアルも本陣に戻ってくれ。

アル：（少し考えて）ベネット、俺と前線を交代してくれ。いざという時には、俺がＦＳ判定に参加する。

ベネット：了解。ＨＰ残量的に、アルは辛つらそうでやんすからな。

ＧＭ：なんとめずらしい！　ベネットがひとりで前線に立つだと!?（笑）

アル：うちのパーティは全員、それなりに避けられるようにキャラクターが作成されてますが……たしかにベネットがワントップになるのはめずらしい（笑）。

ベネット：《明鏡止水の陣》もあるし、戦力差修正でレイウォール軍にはペナルティが入るから、けっこう避けられるはず……っ！

ＧＭ：自信たっぷりだな！

ベネット：はっはっは！　いけるじゃない！　やるじゃない!!　死ぬじゃない[image: ]

一同：死ぬはよけいだろっ!?（大爆笑）




▼レイウォール軍の配置

前線：竜炎騎士Ｄ、Ｅ

中衛：クレア

本陣：〝侯爵〟レオン




▼連合王国軍の配置

前線：ベネット

中衛：（崩壊中）

本陣：ピアニィ、アル、ナヴァール
















▼行動値（ラウンド開始時）

　クレア　　　　　　　　　34

　竜炎騎士Ｄ、Ｅ　　　　　33

　ベネット　　　　　　　　25

　〝侯爵〟レオン　　　　　24

　ピアニィ　　　　　　　　19

　アル　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　６




ＧＭ：では、セットアップのスキル使用といこう！　クレアは特になし。竜炎騎士Ｄと竜炎騎士Ｅは《グランディア》を使用！

ベネット：《明鏡止水の陣》を使用するでやんす。

ＧＭ：次のレオンは、クレアへ《スウィフトウェポン》＋《エンチャントウェポン：魔》。（ダイスを振る）……出目10で発動成功！

ピアニィ：ベネットちゃんへ《スウィフトウェポン》＋《エンチャントウェポン：光》。（ダイスを振る）……成功ですっ。

ナヴァール：ここは本陣に対して《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》だな。（ダイスを振る）後衛全員の行動値が26点上昇した。

ＧＭ：ＯＫ、では……メインプロセス！　まずはピアニィから。

ピアニィ：では、ＦＳ判定に挑いどみます！

ベネット：【器用】で支し援えん判定するでやんす！（ダイスを振る）23なので成功！

ナヴァール：それで陛下のＦＳ判定の達成値に＋２だな。

ピアニィ：じゃあ、《ダンシングヒーロー》とフェイトを１点使用！（ダイスを振る）20で成功しました～！

ＧＭ：進行値が２点上昇のところを、戦力修正でさらに２点上昇して合計４点上昇か。……では、優ゆう勢せいになったことを感じた連合王国軍の士気が高こう揚ようしたようだ！　結果、ＦＳ判定の難易度が15に下がる。

一同：お！

ＧＭ：さらに、進行値が変化したので……ここでもうひとつイベントが発生！　レイウォール軍も「……負けてはいられない！」と気を引ひき締しめ直した。以い降こう、レイウォール軍兵士の判定にダイスが＋１個こになる。

ベネット：ちょっ!?　アル殿、話がちげぇ――――――っ!?（←ひとりで前衛）

アル：そんなことを言われても困こまる。間かん髪はつ入いれずになんとかしたいところだが、俺ではＦＳ判定は成功しそうにない（笑）。俺は待機だ。

ＧＭ：では、次のイニシアチブプロセスで、レオンが《伏ふく兵へい》を使用。対象はクレア！

一同：きた――――――っ！

ＧＭ：《伏兵》の効果により、即座にクレアは連合王国軍の本陣へと移い動どう！
















ピアニィ：あたしを狙いに来た……!?


ＧＭ：（少し考えて）いや、ピアニィは行動済みだからここはナヴァールを攻撃！　マイナーアクションで《ディスアピア》、メジャーアクションで《サプライザル》！

ナヴァール：《ブランダームーブ》！　クレアの命中を下げる。

ＧＭ：（ダイスを振る）……それでも命中は29。

ナヴァール：《パトロナイズ》！　……（ダイスを振る）ぬう、27で回避失敗か。

ベネット：ならば、あっしが《インターフィアレンス》するでやんす。（ダイスを振る）……36でその攻撃の妨害は成功！

ＧＭ：ナヴァールに向けてクレアが放った弾だん丸がんは、ベネットの矢によって弾はじき落とされた。

ベネット：くっくっく……お前の攻撃など、このジェネラル・ベネットには通用しないでやんす！（きりっ）

ＧＭ：「わたくしは、あなたに向かって撃うったのではありませんのよ！」と、クレアがベネットの言葉に反論を……。

ベネット：言いたかったんだから言わせろよっ!?（笑）

ＧＭ：だが、そこで間髪入れずにクレアが《アデンダム》！《トリックアタック》でナヴァールたちのいる後衛フィールドに範はん囲い攻撃！　「ふふ、地下水脈に通じる穴あなを掘ほっておいたのですわ！」（ダイスを振る）命中は22です。

ピアニィ：ミスティックガーブを使います！（ダイスを振る）32で回避成功！

ナヴァール：（ダイスを振る）12で回避は失敗！

アル：（ダイスを振る）14で俺も回避失敗。これはヤバいか……？

ＧＭ：よしよし、ここで《スパートリック》を使用！　ダメージロールは15Ｄ＋50で……（ダイスを振る）94点ダメージ！

ピアニィ：《サモン・アラクネ》をナヴァール、アルに！（ダイスを振る）34点軽けい減げんです♪

ナヴァール：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】も加味すると……私は倒れません。

アル：旦那、《プロテクション》をくれ！（笑）

ナヴァール：うむ。固こ定てい値ちが34であるから……。

アル：その時点でもう大だい丈じよう夫ぶ。ダメージはすべて消えた（笑）。

ナヴァール：……ふぅ、ビビらせやがって（笑）。

ＧＭ：ち！　次は竜炎騎士Ｃと竜炎騎士Ｄの番！　両方とも、対象はベネットだ！「キミに恨みはまったくないが、とりあえず死ね！」（一同爆笑）

ベネット：とりあえずってなんじゃ―――っ!?（笑）

ＧＭ：竜炎騎士Ｃがマイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《ラッシュ》。（ダイスを振る）命中は40！

ベネット：ひぃっ!?　ここは避けておきたい！《ダンシングヒーロー》と、フェイトを１点使います。（ダイスを振る）……おおっ、クリティカルで回避成功でやんす！

ＧＭ：なにい！　今日はベネット光ってるな。……では、竜炎騎士Ｄもマイナーで《ブレイクスラッシュ》、メジャーで《ラッシュ》！（ダイスを振る）……命中は38！

ベネット：《ダンシングヒーロー》とフェイトを１点使って……（ダイスを振る）……!?　またクリティカルで回避成功っ!?　……生きて帰ることができたならば、このベネットのことをレイウォール王国中に伝えまわるがいい！

ＧＭ：いい気になっているっ!?　ここで、こちらの行動は終了だ。

ナヴァール：むう、私はＦＳ判定に挑むとして……陛下、ご相談が。ノルドグラム城を陥とす時、大量のフェイトが必要になってきます。その際さい、陛下もフェイトを出していただけると……私はここでフェイトを突つっ込こむことができるんですが……（笑）。

ピアニィ：（笑）。わかりました。じゃあ、フェイトは温おん存ぞんしておきますね♪

ナヴァール：ありがとうございます。では、アル！

アル：では、まず俺の支援判定！【筋きん力りよく】を使って……（ダイスを振る）25で成功！

ナヴァール：了解……って、【筋力】で支援てどんなのだ。……きっと私の隣となりでアルがいきなり腕うで立たて伏ふせを始め……その姿に感動して私の判定の達成値が増え……。

アル：それじゃ支援じゃなくてただの罰ばつゲームだっ!?（一同爆笑）本陣に攻せめ入いってきたクレアを【筋力】で抑えて足止めしている感じでひとつ！（笑）

ナヴァール：ではそれで（笑）。……フェイトを１点使用。（ダイスを振る）……26で成功！

アル：戦力修正の分を足して……進行値が６点上昇した！　これで合計10点！

ベネット：ＦＳ判定成功！　これでレイウォール軍は崩れる!!

ＧＭ：む、そのとおり。目標を達成したので、ＦＳ判定は無事に成功、終了となって……ここで最後のイベントが入る！　戦況が逆転してより、レイウォール兵は徐じよ々じよに逃にげ出だし始めていたんだけど、ここにきて士気が崩壊、一気に陣じん営えいが崩れ始めて……。

ナヴァール：きっと刺客による暗殺失敗も大きいんだ。

ＧＭ：「……クレア殿が女王ピアニィの暗殺に失敗しました！」「なんだって!?」「こ、ここで押おされたら、俺たちは全滅だ！」　敵陣営の方々から絶望的な声があがる。

ナヴァール：（レイウォール兵になって）「……は!?　女王ピアニィが《フロストプリズム》の構えをとられておる！」「ヤバい！　殺される!?」（一同爆笑）

ＧＭ：一度わき起こった恐怖は、兵士たちの心をつかんで離さない。陣の崩壊はもはや止めようもなく―――敵兵たちは遁走を始めた。

ベネット：追いかけるでやんすか？

ナヴァール：いや、追うな！　怪け我が人にんは、国こく籍せき問わず助けるのだ！

ＧＭ：その言葉に、連合王国軍の兵から「敵軍も助けるのですか!?」と、驚いた声が上がる。

ナヴァール：当然だ。遠くない未来、我が陛下の兵になる者たちだぞ。

ＧＭ：ではその言葉に、ステラがほっとしたような表ひよう情じようを見せた（笑）。

アル：ああ、あいつらも元はステラの部下だしな。……じゃあ、俺は俺で、他の兵士たちと一緒に勝かち鬨どきをあげよう（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。では、明け方より始まった戦……のちにこの地の名前をとってキャメルウォータ会戦と名付けられることになるこの戦いは、日が沈む前に終結し―――。

ピアニィ：夕日に染そまる雪原が広がっているんですね♪

ＧＭ：……雪原？

ピアニィ：あたしの《フロストプリズム》で積もった雪です♪

ＧＭ：悪あく魔まかキミはっ!?（一同大爆笑）では、大規模戦闘終了と共にシーンを閉じよう！







◆Middle 06◆連合王国勝利の報せ




「一万の連合王国軍、四万のレイウォール軍を打うち破やぶる！」

　その衝しよう撃げき的てきな報しらせは、風の如ごとき疾はやさをもってアルディオン全土に伝えられた。

　フェリタニア・メルトランド連合王国の設せつ立りつ、レイウォール王国におけるステラ王女の亡ぼう命めい、グラスウェルズ王国の分ぶん裂れつ―――。

　帝てい紀き八一二年末より続く数々の大だい事じ件けんを経へて起こった此こ度たびの連合王国によるレイウォール侵しん攻こう戦は、人々に大きな確かく信しんをもたらした。

　―――アルディオン大陸は、変へん革かくの時を迎むかえるのだと。




ＧＭ：では、最初の戦争が終わったところでマスターシーンを挟はさもう。具体的には、キャメルウォータ会戦と呼ばれることになるこの戦いにおいて……わずか一万人の連合王国軍が、四万のレイウォール軍を破ったという衝撃的なニュースが大陸中を駆かけ巡めぐる場面だ。

ベネット：おお！（笑）

ＧＭ：どういう伝達手しゆ段だんだか知らないが、まるであらかじめ用意されていたかのように、この情じよう報ほうは風……むしろ光の速さで大陸中に伝でん播ぱしたという―――。

ベネット：なにか陰いん謀ぼうを感じるでやんす。おもにナヴァールあたりの。

ＧＭ：……まあ、そこに陰謀があったかどうかは知らないが、大陸中はその話で持ちきりだ。「おい、またフェリタニアがやったらしいぞ！」「なに、こんどはなにをしたんだ！　は？　レイウォールに攻め込んだあ!?　たった一万で!?」

ナヴァール：（一いつ般ぱん人じんになって）「ああ、攻め入ったのは〝あの〟ピアニィ様とステラ様らしい……！」

ＧＭ：「なにいっ、それはレイウォールも勝てるはずがないっ!!（断だん言げん）」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ピアニィ：ちょ……っ、あ、あたしたちってどう思われてるんですかっ!!

ＧＭ：〝たち〟というか、主に話題になるのはピアニィだな。

ピアニィ：!?

アル：まあ、これまでも色々やっちゃってるからなあ……（笑）。

ベネット：さすがは〝フェリタニアの主しゆ砲ほう〟と呼ばれるだけはあるでやんすな。

ＧＭ：最近では、〝連合王国の戦せん略りやく超ちよう兵器〟だの〝歩く大陸間弾だん道どう弾だん〟なんてあだ名も。

一同：大陸間弾道弾っ!?


ナヴァール：ファンタジー世界でそれはないわ！（笑）

アル：ていうか歩くなよっ！　大陸間弾道弾がっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：…………しくしくしく。

ＧＭ：（笑）。ともかく、ちょっとあちこちを演出していこう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月三日　早朝


―――連合王国王都ノルウィッチ






　連合王国軍、初戦勝利―――。

　その報せが最初にノルウィッチ城に届とどけられたのは、会戦が終結して翌よく日じつのことだった。

「さっすがはピアニィ陛下♪」

　数すう枚まいからなるレポートに目を通し、イザベラがパチンと指を鳴らす。

　傍かたわらに立つスリスは、ピアニィの無事にほっとした笑え顔がおを見せていた。

「よおし……決めた！」

　思案顔で室内をぐるぐるとうろつき回ってのち、イザベラはおもむろに立ち止まって強気な笑えみを浮うかべ、顔をあげた。

　その声に、スリスがビクリと身体を震ふるわせた。

　この叔お母ばが、こういう顔をする時はろくでもないことを考えていると知っているからだ。

　イザベラはすぐさま部下の文官を呼びつけ、言った。

「この情報、ありとあらゆる手段で大陸中にばらまくわよ！　そして、連合王国の正せい当とう性せいと正せい義ぎ、そしてこのノルウィッチの城がいかにすばらしいかを喧けん伝でんする！　すぐ文書の製せい作さくに入りなさい！」

　ノルウィッチ城より、最初の公式発表が布ふ告こくされたのはそれから二時間後のことだった。

　その発表に街中がわいた。

　ただ、「初戦勝利の報」と「ノルウィッチ城のすばらしさ」……このふたつにどのような因いん果が関係があるのか―――




　大半の人間には理り解かいができなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月三日　正午前


―――連合王国王都ノルウィッチ






「お母様……！　アルくんたちがレイウォール軍を破ったって……！」

　エルザ・ブルックスが初戦勝利の報を聞きつけ、実家であるブルックス商会へ報ほう告こくに帰ったのは正午になろうかという頃だった。

　威い勢せいよくドアを開けた時、しかしすでに店内は上を下への大おお騒さわぎとなっていた。

「あ、あれ……？」

　いつも以上に騒そう然ぜんとする実家の風景を目にしたエルザは、戸と惑まどいの声をあげた。

「遅おそいわよ、エルザ……！　あんたも早く準備を手伝いなさい！」

　久しぶりに実家に帰ったエルザを大声で怒ど鳴なりつけたのはエルザ……そしてアルの実の母親エルゼリエ・ブルックスその人だった。

「あ、あの……お母様？　これはいったい……？」

「決まってるじゃない」

　エルゼリエはあきれ気味の表情を浮かべ、一拍ぱくの間を置いて言い放った。




「さあ、今日から三日間……戦勝バーゲンセールよっ！　みんな、しっかり働いて……!!」




[image: ]




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月三日　夕ゆう刻こく


―――グラスウェルズ王都ベルクシーレ






「―――そうか」

　連合王国軍勝利の報を聞かされたグラスウェルズ国王フィリップは、満足そうに頷うなずくと共に安あん堵どの息を漏もらした。

　ナーシアが持ち帰った書しよ簡かんにより、フィリップたちは連合王国側の策さくをあらかじめ理解しており、最初の関門となるであろう初戦の結果を心待ちにしていたのだ。

　そんな少年の態度に、その傍らに立っていた漆しつ黒こくの鎧を纏まとった男―――王国軍師アンソン・マンソンもまた大きく頷いた。

「ピアニィ陛下の下には、彼女の部隊にはアル・イーズデイルがいますゆえ」

「アル・イーズデイルか。アンソンは、かの騎士をずいぶんと買っているのだな」

「はい、陛下。ですが彼が僕ぼくのマブダチだから買っているというわけではありません。彼の強さには大きな理由があります」

「理由？」

「はい。近しい女じよ性せいに虐しいたげられて生きる男は、強くなるものです」

　フィリップは、アンソンの言葉の意味が理解できなかった。

　王の疑ぎ問もんに答えようとして、ふいにアンソンは背はい後ごに現あらわれた人の気配に口をつぐんだ。

　彼の背後に立った少女は抑よく揚ようのない口調で言った。

「……どういう意味かしら、アンソン」




　アンソンは、おのれの失言を悔くいて神に祈った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月三日　夕刻


―――エストネル王国






　エル・ウォーデンは、その報告に「さもありなん」という表情を見せて愉ゆ快かいそうに頷いた。

「これでまた、時代が動くか―――それともここで終わるのか」

　次なる統とう一いつ帝の可か能のう性せいを思い、誰に聞かせるわけでもなくエル・ウォーデンはつぶやいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月二日　夜


―――レイウォール王国王都ノルドグラム






「大陸最強の竜炎騎士団をこうも易やす々やすと破るとはな。ピアニィ、さすが我が妹よ」

　ヒューバードは、窓まどの外に広がる夜の街並みを見下ろしながら愉快そうに言った。

　その態度にいらだたしげに声をあげたのは、全身を漆黒のローブで覆おおい尽つくし、顔にはあやしげな白銀の仮か面めんを纏う男だった。

「ヒューバード殿下、この事じ態たいにいかがされるおつもりですかな？」

「フフ、最強の敵には全力で当たらねばな？　セレステを前線に送るとしよう。それでお前の言う〝あの御お方かた〟とやらも納なつ得とくはしてくれるのではないかね？」

　振ふり返かえりもせず、どこか相手を小こ馬ば鹿かにするような態度に仮面の男がさらにいらだった。

「……期待しておりますよ」

　男は、それだけ告げて風を切る音と共にふいに姿を消した。

　ヒューバードは、仮面の男の気配が消えると同時にその口元に愉ゆ悦えつを浮かべた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月二日　夜


―――レイウォール王国王都ノルドグラム






「え？　は？　わ、私が？　無理無理無理っ、私のような若じやく輩はい者ものにはとても無理ですよ!?」

　セレステ・アボットは、ヒューバードより発令されたというその命令書に困こん惑わくした。

　それは城じよう内ないに設けられた作戦室にて、此度の戦いにおける机き上じようの模も擬ぎ戦を他の騎士たちと繰くり返かえしている時、唐とう突とつに下された命令だった。

「そ、それにピアニィ様……連合王国女王ピアニィと直ちよく接せつやりあえなんて自信が……っ！　敵てき方がたにはステラ様もおられるんですよ……っ!?」

　セレステは、涙目になって周囲の騎士たちに訴うつたえかけた。

　だが、騎士たちはそんな彼女の態度をほほえましく思いながら首を振り―――。

「いいえ、セレステ殿なら互ご角かく以上に戦えましょう」

「あなたは、このような部屋にこもっていていい御方ではありません。それは、我われ々われがよく知っていますよ」

「この戦いには我々も同行いたします。最後の最後まで貴女あなたの手足となり、この生命を掛かけて貴女の立てられた作戦を遂行いたします。我らを勝利にお導みちびきください」

「でも……」

　口ごもってセレステは、その脳のう裏りに心優やさしきピアニィ王女の笑顔を思おもい浮うかべる。

　しかし彼女は今や王国の敵であり、自分は王国を守る軍師の立場にあるのだ。

　連合王国軍がレイウォール領りよう内ないにて勝利を積み重ねることを看かん過かするわけにはいかない。こうしている間にも、民たみや兵の命が失われているかもしれないのだ。

　それにこの戦いは宣せん戦せん布告こそあったものの、それは開戦ギリギリに届けられたもの。あと出しのジャンケンの如き策にいらだちを憶おぼえたのは紛まぎれもない事実だ。

　幾ばくかの逡しゆん巡じゆんののち、少女はおもむろに目を見開いて立ち上がった。

「……わかりました。たしかにこれ以上、連合王国の暴ぼう挙きよを見み過すごすわけにはいきません。みなさんの力、私にお貸かしいただけますか？」

　その言葉を騎士たちが優しき笑顔をもって聞き入り、そして頷く。

　セレステは頷き返して息を吸すい込こみ、決意の言葉を奏かなでた。




「……参りましょう、みなさん！　この戦いの正義は我々にあります！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




アル：やばいっ！　こいつなんか強そうだっ!?（笑）

ベネット：（げらげら笑いながら）まるでこっちが悪役のような―――っ!!（笑）

アル：なんかストーリーも背せ負おってるし、こいつと戦ったら負けるかもしれないっ!!（笑）

ＧＭ：いかん、盛もり上あがって超ちよう強つよい演出をしてしまった（一同爆笑）。

ナヴァール：だが、セレステを前線に引ひっ張ぱり出だすのは成功したようだな。

ピアニィ：ああ、セレステ……会ってちゃんと話したい……。

ナヴァール：それは不ふ可か能のうでございます。ノルドグラムを発たつレイウォールの増援軍と、われわれが出会ってしまったら、作戦は失敗になりますから。

ピアニィ：……そっか～。

ＧＭ：では、マスターシーンのラスト―――いきます！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月三日　正午


―――グラスウェルズ王国ハーミズ平原






「なにぃ、帰き還かん命令だとぅっ!?」

　伝令の言葉に、ベルフト・バウエス・レイウォールは轟ごう雷らいの如き声で怒いかりをあらわにした。

　そこは、グラスウェルズ領内に設せつ置ちされた竜炎騎士団の駐ちゆう屯とん地ち。進軍を前に、天てん幕まくの撤てつ去きよ作業が始まって矢先の報告だった。

「馬ば鹿かを言うな！　あと数日でアンリ軍と合流できるのだぞっ!?　ベルクシーレをたたきつぶし、グラスウェルズを征せい服ふくする最大のチャンスを……！」

「し、しかしこれはヒューバード殿でん下か直々のご命令でありまして……」

　その言葉に、ベルフトは身体を強こわばらせた。

「……そ、そうか。兄あに貴き直々の命令か……それならば、しかたあるまい」

　その言葉を聞いて、伝令は表情に出さぬようほっと胸をなで下ろした。

「なお、討とう伐ばつ対象は連合王国の女王ピアニィであるとのこと」

　ぴくり、その言葉にベルフトが反はん応のうした。

「それを早く言え―――」

　言いながら、その口元に浮かんだのは愉悦。

　ベルフトは、集った武将たちに向かって声こわ高だかに宣言した。




「全軍に通達！　これより我らはノルドグラムに帰投する……！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：もう帰ってくんのか―――――――――っ!?

アル：お前ら行動早すぎだっ！　もうしばらくそこにいろ！　帰ってくるなっ！（笑）

ベネット：あ、でも、これでグラスウェルズ救きゆう援えんの目的はクリアでやんすな？

ナヴァール：うむ。だけどこれ、ベルフトの帰還より先にノルドグラムに到とう着ちやくできるのか？（笑）（地図を見ながら移動時間の計算をして）ふむ、なんとかなりそうだな。

ピアニィ：よ、よかった。

ＧＭ：それでは、このへんでマスターシーンを終了して、ノルドグラムへ進軍するＰＣたちのシーンに入ろう！







◆Middle 07◆進軍、ノルドグラムへ！




「……成功です、ナヴァール様！

　今朝早く、ノルドグラム城より敵騎士団が出立したとの報あり！　兵数は約二万！」

　その報告にナヴァールはほっと胸をなで下ろした。

　だがおそらくは、グラスウェルズ攻こう略りやくに向かったベルフト麾き下かの騎士団も反転、このレイウォールに向けて動き出したはず。なによりも早く、ノルドグラム攻略を成さねばならない。

　時間は猶ゆう予よはあまりに少ない―――そのはずだった。




　―――帝紀八一三年一〇月三日　正午




ＧＭ：お待たせしました！　ノルドグラムに向けて進軍する場面といこう！　シーンの場面はとりあえずキャメルウォータ平原に布陣した、連合王国軍の陣じん地ち。天幕を張って、全員が相談している……てなとこ？　シーンに登場しているのはとりあえずＰＣのみで。

ナヴァール：それでいいだろう。では、みんなの前で今一度、このあとの作戦の説明をしておこう。……さて、ノルドグラムへの進軍で重要なことはふたつある。ひとつは、我々の進軍を気づかれないこと―――これはわかるな？

アル：たしかに。せっかくおびき出したセレステがノルドグラムに戻ったら元も子もない。

ナヴァール：そしてもうひとつは、スピードだ。

ピアニィ：ベルフト兄様がノルドグラムに戻ってくる前に……。

ベネット：そうです。ベルフトが先にノルドグラム城へ到着したら、あっしらの勝利の可能性はゼロでやんすからな。

アル：せっかくベルフトを避けてレイウォールルートを選択したのに、これであいつが出てきたら台無しすぎる（笑）。

ナヴァール：ふっふっふ。そこでノルウィッチに残してきた一千人の部隊が生きるのだっ!!

ＧＭ：……（笑）。さて、立てた作戦を再さい確かく認にんしておこうか？




　ノルウィッチ出発の際、集まった兵力一万二千のうちレイウォールへ進軍したのは一万。

　残る二千の兵のうち、千人はグラスウェルズ国こつ境きようへと向かった。連合王国が援軍を送っていることをアピールするためだ。

　そして、最後の千人はノルウィッチに待機をさせてある。

　軍議の際にナヴァールが打ち出した作戦は、この千人を有ゆう効こうに活用すること―――すなわち、軍を船でノルドグラムへ運び、奇き襲しゆうをかけるというものだった。
















ナヴァール：ノルドグラムは海から近いからな。陸路を進軍するより、船で行った方が格かく段だんに早く到着する。ノルウィッチから海に出るのもノール川を下れば問題ない。

アル：まあ、兵士を千人運べる分の船しか用意できなかったわけだが（笑）。

ナヴァール：いや、千人いれば十分！　むしろ、かえって少ない方がいいくらいだ。

ピアニィ：じゃあ、あたしたちもそろそろ……。

ナヴァール：は、転送石でノルウィッチに戻るといたしましょう。軍隊を転送石やテレポートで動かすのは厳しくとも、我々だけで戻るならそれで十分。

ＧＭ：ＯＫです。あ、転送石はちゃんと所持金の中からさっ引いておいてね。

ベネット：意外に細かい（笑）。

ＧＭ：で、ノルウィッチに残した一千人の軍と合流したら、すぐにそのまま海路でノルドグラムへ向かう？　なんか他にすることは？

アル：とりあえず今はないかな……。まあ、思いついたら進言します。

ＧＭ：了解、じゃあそれで。

アル：で、船で移動するとして、俺らがノルドグラムへ到着するのはどのくらいかかるんでしたっけ？　ちょっと確かく認にんを……まさかこんな早くベルフトが戻ってくると思わなかったので、ちゃんと計算しないと危き険けん！（笑）

ＧＭ：ええと……平原での戦いのあと、すぐにノルウィッチに戻る。待機してあった別働隊と合流して翌日（一〇月三日）に出発したとして、ノルドグラムに到着するのは……だいたい一〇月一〇日だね。ただし、ここには判定が発生してかかる時間とかが変化する場合があり。船で移動すると、気象にも影えい響きようされるということで（笑）。

アル：うわ、そうなのか。

ナヴァール：レイウォール軍の予定は？

ＧＭ：ノルドグラムを出発した増援が、平原に到着するの一〇月一三日、ベルフトがノルドグラムに帰還するのが一〇月一五日予定だな。

アル：ってことは……ノルドグラム攻略に使えるのは、二～三日ってところか？
















ナヴァール：いやまあ、いずれにしろノルドグラム攻こう城じよう戦のチャンスは一回だけだな。戦力的にも、フェイト的にも（笑）。私はここで戦場スキルを使うのにけっこーな量のフェイトをつぎ込こむつもりだ。おそらく、陛下にもお手伝いいただくことになるかと。

ピアニィ：はい……（笑）。

ナヴァール：つまり！　戦争のあと、まだ戦闘が発生するようであれば……私はただの出がらしになる可能性が高い！

ベネット：こ、今回も干ほしワカメに……っ！（一同爆笑）

ＧＭ：では、そろそろいいかな？　キミたちは転送石で……。

ナヴァール：あ、待った！　ノルウィッチに戻る前にひとつやっておくことがある！

ＧＭ：やっておくこと？

ナヴァール：そう、大事なことが！　兵士を集めてね、演えん説ぜつを……（笑）。

ベネット：早送りボタン、ぽち！（一同爆笑）

ナヴァール：（笑）。台詞はやめて、しゃべる内容だけ簡単に説明しておこう。言いたいのはつまり……「われわれは侵しん略りやくに来たのではない。ヒューバードは間違っているので、それをピアニィ様が正しに来たのだ。我々が正しい、だから数で勝まさる竜炎騎士団との戦いで勝利を勝ち得たのだ！」……とかそんな感じ。

ＧＭ：なるほど（笑）。

ナヴァール：そして、近くの領りよう主しゆとか街の長老とかに使者を送ってだな、「我々は正しくて強い！　だから味方になれ！」って言って回らせる。

アル：なんだそのすごい理り屈くつは！（一同爆笑）

ナヴァール：いや、どんな返事がこようと、この際どうでもいいのだ。要するに、ヒューバードがこっちを無む視しできなくなれば。

ＧＭ：なるほど……あ、ごめん、もうひとつやることあった！　ＮＰＣは誰を連れていく？

アル：ああ……っ！　そこすごく大事っ！（笑）

ＧＭ：一千人の軍隊なら、本来ＮＰＣをふたりまでつけられるんだけど……今回は、ちょっと事じ情じようが違う。ノルウィッチで兵員輸ゆ送そうの船を用意してくれた御方が同行するので、今いるメンバーから連れていけるのはひとりまでとする。

ベネット：げげ（笑）。……まあ、船で行こうって言い出したのはあっしらだし、ノルドグラムまで移動する時間は減る分、そのくらい仕方ないでやんすかね？

ナヴァール：まあ、妥だ当とうな線だろう。で、その船を用意してくれた御方って誰？

アル：イザベラとかじゃないのか。

ＧＭ：いやいや。このノルウィッチで、急きゆう遽きよ一千人を運ぶ船を用意してくれる人なんて……あんまりいないと思わないか？　なあ、アル。

アル：へ？

一同：…………。

ピアニィ：あ…………（笑）。

ＧＭ：そう、その御方の名は、エルゼリエ・ブルックスという。

アル：おかんかよっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：ま、まあ、あの人ならたしかに船を用意してくれそう……（笑）。

アル：嫌いやな予感しかしない……（笑）。ええと、おかんの戦力修正は……（ルールデータを確認して）…………ちぇ、なしか（笑）。

ピアニィ：前にお会いした時、《ディフェンスライン》とか使ってたのに……（笑）。

ベネット：しかも、防ぼう御ぎよ技わざのはずの《ディフェンスライン》であっしを吹き飛ばすという離はなれ業わざまで披ひ露ろうしたはず……あいつが戦力修正なしとか考えられない（一同大爆笑）。

アル：まあ、おかんのことは置いといて！（笑）で、ＮＰＣは誰を連れていくよ？

ピアニィ：ふつうに考えたらステラ姉様ですよね？　一番能のう力りよく高いし。

ナヴァール：いや、ステラはこの平原に布陣した部隊に置いていくのがいいだろう。

一同：なぜ!?

ＧＭ：と、みんながそう叫さけんだ時―――「……ナヴァールっ!?　この私をノルドグラム攻略メンバーから外すとはどういうことだっ!?」怒り心頭のステラが天幕の中に荒あら々あらしく乗のり込こんできた。

ベネット：うわあ……なんという鋭い登場タイミング。

ピアニィ：ね、姉様……落ち着いて……（笑）。

ＧＭ：「これが落ち着いていられるか！　ノルドグラム城の構こう造ぞう、配置は誰よりもこの私がよく知っている！　それがいかに難なん攻こう不ふ落らくであるかもな！」

ナヴァール：うむ。

ＧＭ：「そんな場所にたった一千の兵しかつけずにピィ陛下を送おくり込こむのだぞっ!?」

ピアニィ：ピィ陛下て。

ベネット：ちょ、ちょっと……もしもし？　ステラさん？

ＧＭ：ステラはナヴァールの胸むなぐらをつかみ、脅おどすように言葉を発する。「ピィ陛下は私が守る。だから連れていけ、ナヴァール。でなければ死ね」

一同：ステラ落ち着いて―――――――――っ!?（一同大爆笑）

アル：だ、だめだ……っ、とうとうぽんこつ菌きんが全身に……っ！（一同爆笑）

ベネット：（げらげら笑いながら）こ、こいつほんとに国境越ごえでかっこいいこと言ってたあのステラと同一人物なのか――――――っ!?（笑）

ナヴァール：では、目を細めて優しげに言おう。ステラ、キミにはもっと重要な役割がある。

ＧＭ：「重要な……役割？」

ナヴァール：そうだ。この平原に残る軍は、死地に赴おもむく我々より重要な役割があるのだ。たしかに、初戦で我々が勝った。しかし、これでレイウォール軍が手を引くと思うか？

ＧＭ：「た、たしかにそうは思えないが……」

ナヴァール：さすがはステラ、よくわかっている。敵はさらに大軍勢を率ひきいて……そう、レイウォール三二将が総そう動どう員いんでここを攻めに来てもおかしくはない。お前の使命は負けぬことだ。戦わず、逃にげ回まわり、時間を稼かせげ。オーギュスト王にピアニィ様がお会いするまで。必ずだ。それが、陛下にとってもっとも頼もしい支援となる。ですな、陛下？

ピアニィ：え、あ……はい……（笑）。

ＧＭ：「しかし、ナヴァー……」

ナヴァール：（その言葉を遮さえぎって）……ピアニィ様が戻るまでのことだ。陛下が必ず連れ帰る。それまで軍はお前に預あずける。一兵たりとも欠かしてはならぬ。お前は昔からできる子だ―――やれるな？　と、檜ひ山やまさんの声でしゃべりつつ、ずいっと逆に迫せまります。

一同：こらっ!!（笑）

ＧＭ：その言葉と態度に、ステラはどこか頰ほおを紅あかく染めて言葉を返す。「……うん、わかった―――ナヴァール」

ピアニィ：うん、て。

ＧＭ：で、唐突に周囲の視し線せんに「はっ!?」と気づき、ナヴァールの手をはね除のけ、身なりを正し―――毅き然ぜんとした態度で言う。「……その重要任務、たしかに承うけたまわった」

ピアニィ：ス、ステラ姉様……（笑）。

アル：もう遅いって……。

ＧＭ：ステラは、頰を紅くしたまま少しばつが悪そうにピアニィに視線を送り……「ピアニィ、必ず勝て。そして、必ず父上をお助けするのだ」

ピアニィ：（笑）。はい、わかりました―――……ステラ・ヴェレンガリア将しよう軍ぐん？

ＧＭ：（笑）。では、そのピアニィの笑顔に少し笑顔を返してのち……「ステラ・ヴェレンガリア、拝はい命めいいたしました！」と声をあげ、彼女は一歩下がる。そしてナヴァールたちを見回して―――「……あとは任せた。ピアニィ陛下を頼む」。

ナヴァール：ああ。

ベネット：まかせるでやんす（笑）。

アル：姫さんは必ず守るよ。だから、こっちの兵たちを頼む。

ＧＭ：ステラは、アルの言葉に……「―――心得た」それだけ告げ、強気な笑みを浮かべて天幕を出て行った。

ピアニィ：……ふう（笑）。じゃあ、ノルウィッチに戻りましょうか！

ＧＭ：待て待て、まだ連れていくＮＰＣを決めてない。

アル：あ、そうだった！　ステラの壊こわれっぷりに忘れてたよ！（笑）

ＧＭ：では、そんな時だ。「（悠ゆう然ぜんとした口調で）……ならば、アル・イーズデイルよ。この私を連れてゆけ」　ぽん、とキミの肩かたをたたく者が。

アル：あ？　誰だ。

ＧＭ：ダロスＴＮ―１だ。

一同：馬――――――――――――っ!!（笑）

アル：どうやってたたいたんだよっ!?　前足か!?　前足なのかっ!?　器用なことすんなよっ!!　もういいよ、お前で！（笑）

ＧＭ：あ、馬の分の転送石代金はちゃんと所持金から減らしておいてね？　……よし、では改めて―――ノルウィッチに移動、進軍を開始しようっ!!




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に帝紀八一三年一〇月三日―――。

　転送席をもってノルウィッチへ帰還したピアニィたちを待っていたのは、すでに一〇数隻せきからなる船せん団だんに分ぶん譲じよう、乗り込んでいた一千名からなる兵へい団だんだった。

　ピアニィらの帰還を待って船団が出航を完了したのは、その夕刻のことである。

　一路、レイウォール王都ノルドグラムへ―――。

　その道どう程てい、甲かん板ぱんにて強い潮しお風かぜを受けながら……水平線の彼か方なたにあるだろう故こ郷きようを見み据すえ、ピアニィがつぶやいた。

「……お父様、必ず―――」




ＧＭ：では！　さっき説明したとおり、ノルドグラムに進軍するにあたって判定を入れる！　この判定の結果、ノルドグラムへの行軍にかかる時間が変わるので、がんばっていい目を出してほしい！　使う能力は【感知】、難易度は20だ。

アル：【感知】か。するとベネットか、旦那だな。

ベネット：【感知】……あっしは12でやんすな。

ナヴァール：私の【感知】は２だが、《スタンドバイ》があるので修正が入って12になる。同どう値ちだな。しかし……。

ベネット：ええ、ナヴァールは今後のためにフェイトを温存しなくてはいけないから、あっしが判定するのがよさそうでやんすな。……判定に失敗しても、あっしならフェイトを使って振り直しができるし。

ナヴァール：では、ここはベネット殿におまかせしよう。

ピアニィ：ベネットちゃん、がんばって！（笑）

ベネット：くっくっく、あっしはジェネラル！　船の扱あつかいはプロでやんすよ？　エリンディルからアルディオンへ渡わたる時も船でやってきたでやんすからな。

アル：嵐がきてそっこー逃げただけだろお前っ！

ＧＭ：（笑）。ここで失敗すると到着が遅おくれ、ノルドグラム攻城戦においてかなり不利なことになるぞ。ベルフトが先に到着したり、敵に発見されたりな。

ベネット：それはごめんこうむる！　では、気合いを入れて……風よ吹ふけ―――っ！（と、ダイスを握にぎる）

アル：帆はん船せんだろうからな、風は大事（笑）。

ベネット：……嵐あらしよ吼ほえろ―――っ!!


一同：それはダメだろうっ!!（笑）

アル：嵐を呼んでどーすんだよっ!?（笑）

ベネット：大だい丈じよう夫ぶ！　きっと今日はできる子の予感……（ダイスを振る）…………おおっ!?クリティカルキタ――――――っ!?

一同：おお―――っ!!（笑）

ＧＭ：ほんとにやればできる子だ！　では、ノルウィッチを出航した船団は風と天候に恵めぐまれ、順調に船旅を続ける。加えて、レイウォールの警けい戒かい網もうに引っかかることもなく……。

ベネット：くっくっく、この航路がレイウォールの警戒網の穴よぉ……！『トラベルガイド』を作る時に、いろいろと調べておいたのが役に立ったという（笑）。




『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド　ベネット見聞録』は、富ふ士じ見み書しよ房ぼうより好こう評ひよう発売中である。




ＧＭ：それではキミたちの船団は予定どおり、一〇月一〇日にノルドグラムにほど近い海岸まで迫り……その上陸に成功した。時じ刻こくは深夜帯だな。
















アル：ノルドグラム近く……？　よく見つからなかったな……（笑）。

ＧＭ：ベネットが知り尽くしていた警戒網の隙、そして天候が味方してくれたんだな。ぶっちゃけ、判定に成功したからだね。そうでなければ、けっこーひどいことになってたよ。

ベネット：では、一番乗りで上陸するでやん……あれ？　ノルドグラム近くの海岸？　こ、ここはもしかしてっ!!　なにか懐なつかしい記憶が……！（笑）

ピアニィ：あ（笑）。

アル：もしかして、俺と姫さんがお前をひろった海岸？（笑）

ピアニィ：な、懐かしい！（笑）一巻かんの第一話、しかもオープニング（笑）。

ナヴァール：ほほう、この海岸はアル殿とピアニィ陛下がおふたりで通られたのですな。

アル：いや、ベネットもいたから三人（笑）。

ピアニィ：あー……お城を逃にげ出して早々にベネットちゃんを拾いましたよね～（笑）。

ＧＭ：そうだね（笑）。そんな記憶を思い起こしながら、ピアニィはふと……内陸の方に視線をやる。かすむ景色にちらちらと見える光は、ノルドグラム―――すなわち、キミが生まれた街だ。うっすらと見えるのは、ノルドグラム城の塔の灯りだね。

ピアニィ：もう、あれから一年と少し……か。なんか懐かしいな。

ＧＭ：そう、一年と少し前にキミは謀む反ほんの罪つみを着せられてこの海岸を逃げ……そしてここに戻ってきた。今度は、あの城を陥とすために、だ。

ピアニィ：……。

アル：まさか一年でもう一度拝おがめるようになるとは思わなかったなぁ、ノルドグラム城。

ＧＭ：ピアニィが生まれ育った城。しかし、今は敵の城でもある。胸きよう中ちゆうは複ふく雑ざつだが……振り返れば、力強く笑う仲間たちがいてくれる。

ピアニィ：……わ、ほんとに泣けてくる（笑）。そういえば、お城から逃げる時に協力してくれたクマさんとか元気かな～（笑）。

ＧＭ：ああ、いたな！（笑）

アル：な、懐かしい……（笑）。

ピアニィ：そのへんにリスでもなんでも動物がいたら、声をかけます（笑）。もうすぐ、ここは戦争になるの。だから、みんなに逃げてって伝えて？　って。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、リスはこくり頷くと……かさっと茂しげみの中に走っていった。

アル：そして、動物大だい移い動どうが始まる、と。……ばれそうだな、敵に（笑）。

ＧＭ：ないない！　あくまで演出なので（笑）。

ナヴァール：よし、では手はずどおり伝令に……名前なんだっけな……ああ、シューティングスター君だ。彼に書しよ状じようを持たせる。―――よいか、これはステラに書いてもらった書状だ。かねてからの手はずどおり、各方面に届けてほしい。

ＧＭ：「は……！」と頭を垂たれたのち、シューティングスターは閃せん光こうの如き疾さで夜の闇やみの中へと去っていった―――と。

ＧＭ：では、ピアニィはそれを見み届とどけるとくるり、振り返る。かつてたった三名で逃とう亡ぼうしたこの場所を……今は多くの仲間たちと共に立っている。ここにいる者たちだけではない。キミのために戦場へと残ったステラや、キミの凱がい旋せんを待つ多くの仲間……そして国の民がいる。

ピアニィ：……。

ＧＭ：上陸作業が終わったのが、ほぼ明け方のこと。海より頭をのぞかせた陽ひの光を浴びながら、ピアニィたちは―――。

ナヴァール：……さあ、ピアニィ様。出しゆつ陣じんのお言葉を。

ピアニィ：はい！　じゃあ……。




「今こそ私は裏うら切ぎり者ものの汚お名めいを晴らし、父・オーギュスト王を解かい放ほうします。

　しかしそれはすべて、みんなの明日を作り出すための最初の一歩にすぎません。

　この一歩を、みなと共に歩めることを……私は光栄に思います―――。




　―――行きましょう！　ノルドグラムへ……！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に帝紀八一三年一〇月一〇日―――。

　フェリタニア・メルトランド連合王国軍による、ノルドグラム奇襲戦は開始された。

　そう、のちの世界のあり方を大きく書かき換かえることとなる……その戦いが。







◆Middle 08◆ノルドグラム城じようを攻こう略りやくせよ！




「……三時方向およそ二キロに敵影を認む！　軍旗の紋様からして敵は……れ、連合王国軍です！　朝日を背に本ノルドグラム城に向かいつつあり！」

「連合王国軍!?　馬鹿な、奴らはキャメルウォータに釘付けのはず……っ！　セレステはいったいなにをしている……！」

　その急報に、ノルドグラム城内は騒然となった。




　―――帝紀八一三年一〇月一一日　明朝




ＧＭ：それでは、バトルを開始しよう！　まず、戦せん団だん編へん成せいからだ。

ナヴァール：連合王国軍の兵士は……なんと千人！

アル：これ、絶ぜつ望ぼう的てきな人数差になるな……（笑）。

ＧＭ：まずＧＭ側の戦団のデータを発表しよう。ＰＣ側は戦場スキルまで決めてから計算するので。

ナヴァール：どれどれ、レイウォール側は……。




●レイウォール軍

代表者名：ネオス・リガートン

動員人数：二万人

戦団レベル：11

戦力：[image: 158]

　動員人数：[image: 108]

　戦場オブジェクト：城じよう壁へき：15／内ない郭かく：15／天てん守しゆ閣かく：20




ナヴァール：あれ？　レイウォール側にＮＰＣはいないの？

ＧＭ：戦場スキルを使ったり戦力修しゆう正せいを持つＮＰＣは平原へと出兵して不在なのだ（笑）。

アル：逆ぎやくに……国こつ境きよう付近に残って戦っているステラたちが大だい丈じよう夫ぶか不安になってくる。

ピアニィ：ね、このレイウォール軍の戦団に書いてあるオブジェクトって……？




戦場オブジェクト

　フィールドに配置される、柵さく、城壁、大たい砲ほうなどの建けん造ぞう物ぶつや施し設せつ。フィールドのタイプによって設せつ置ちできるオブジェクトが変わる。今回は、ノルドグラム城を表ひよう現げんするための城壁などが配置されることになった。




ＧＭ：ちなみにデータはこんな感じね。




・城壁


ＨＰ：50／【物理防ぼう御ぎよ力りよく】：50／【魔ま法ほう防御力】：50

同じフィールドにいる自軍のキャラクターが受けるＨＰダメージをマイナス10



・内郭


ＨＰ：50／【物理防御力】：30／【魔法防御力】：30

同じフィールドにいる自軍のキャラクターの物理防御力、魔法防御力に＋10



・天守閣


ＨＰ：60／【物理防御力】：20／【魔法防御力】：20

同じフィールドにいる自軍のキャラクターの判はん定ていのダイス＋１個こ






アル：すごいボーナスだ（笑）。

ナヴァール：これが、アルディオン大陸最強の城、か。戦力50あれば確たしかにという感じだ。

ベネット：ノルウィッチ城も強いが、イザベラあってのノルウィッチ城でやんすからなあ。

ナヴァール：ところで、この大たい将しようのネオス・リガートンってどんな奴？

ＧＭ：読者投とう稿こうキャラです。レイウォール三二将しようのひとりで〝死神軍ぐん師し〟のふたつ名を持っているという。

一同：〝死神軍師〟！

ピアニィ：なんか強そう……。

ナヴァール：なにか、いやな予感がするな。




ネオス・リガートン


（29才／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：岐ぎ阜ふ県けん　レイウォールの会・代表さん）



　戦場で生いき延のびるためには、どんな手しゆ段だんをも使う男。味方の犠ぎ牲せいもいとわない。彼かれが参加した戦いでは、大勢の味方が死ぬことになるので〝死神軍師〟と呼ばれ、恐おそれられている。

　軍師としては、凡ぼん庸ような才さい能のうしか持っていない。ついでにマザコン。




[image: ]




一同：おいいぃいぃぃいっ!!（大爆笑）

アル：死神と恐れられているって味方からかよっ！

ベネット：レイウォール三二将……大だい丈じよう夫ぶでやんすか!?


アル：特に軍師系けいがマズイ（笑）。裏うら目め軍師、弱腰軍師、死神軍師と……（笑）。

ナヴァール：いやいや、前のふたりは優ゆう秀しゆうだよ……たぶん。これ、我われ々われの作戦がうまくいったからこそ、ダメな人が残ってるわけで……（笑）。

ピアニィ：レイウォールは、私わたしが救いますっ♪（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：続けるよ？（笑）　今回のＦＳ判定は次のとおりだ。




名めい称しよう：ノルドグラムの落らく城じよう

終しゆう了りよう条じよう件けん：５ラウンド

判定：【知力】

難なん易い度ど：20

完かん了りよう値ち：12カウント

支し援えん判定：任にん意いの能のう力りよく値ち




アル：難易度20かよっ！

ナヴァール：赤竜王国の王都を攻せめるのだから、ある意味しかたあるまい。

ＧＭ：そしてフィールドの設せつ定ていです。




フィールドタイプ：攻こう城じよう戦

設置された地形：なし
















ＧＭ：次に、戦場スキルの選せん択たくをしてください。ちなみに、レイウォール軍は戦場スキルを使えるキャラクターがいないのでＰＣ側のみで（笑）。

ナヴァール：とりあえず、《内ない応おう》《調ちよう虎こ離り山ざん》を持って行くことは決定事じ項こうです。




《内応》

　敵てき軍ぐんの兵士を寝ね返がえらせて、敵の【戦力】を減げん少しようし、その分味方の【戦力】を増ぞう加かさせるという、非ひ情じように強力な戦場スキル。ただし、《グランドマスター》を取得したキャラクターが、メジャーアクションを使わなくてはならない。




《調虎離山》

　陣じん地ちから敵てきを誘さそい出だすことによって、フィールドに配置されたオブジェクトの効こう果かを失わせる戦場スキル。セットアップに使用する。非ひ常じように強力だが、フェイトを５点使用した上に、敵のキャラクターと【知力】の対決に勝たなくてはならない。




ナヴァール：《調虎離山》はセットアップで陛下に使っていただき、《内応》は私がメジャーアクションで使用しましょう。陛下に負ふ担たんを強しいることになりますが……。

ピアニィ：任まかせてください♪　このために来たんですから！（嬉き々き）

ナヴァール：陛下にとって大事な局面なのはまちがいない。ここはご実家ですからな。

アル：ここで敵を傷きずつけずに開かい城じようができたらそれはそれで美しい話だ。

ベネット：持っていくなら《明鏡止水の陣》か《不ふ撓とう不ふ屈くつ》あたり？　《明鏡止水の陣》の方が《ディフェンスライン》や《インターフィアレンス》が強くなるので美しい……？

ＧＭ：では、あらためて持っていく戦場スキルの宣せん言げんをどうぞ！

アル：んー……《内応》《調虎離山》《明鏡止水の陣》で！　いいよね？

ＧＭ：では、戦場スキルが決定したところで戦力を算出しようか。




●連合王国軍

代表者名：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア

動員人数：千人

戦団レベル：３

戦力：57

　動員人数：30

　ＰＣ：25

　ＮＰＣ：ダロスＴＮ―１：２　エルゼリエ・ブルックス：０

ＮＰＣ参戦数：２




ナヴァール：戦力、57対[image: 158]か……！　やはりきついな。

アル：おかん…………戦力０ってのがな……（笑）。

ナヴァール：いやいや、エルゼリエ殿どのがいなかったら、こんなに迅じん速そくにノルドグラムへはたどり着けなかったのですから（笑）。

アル：おかんは、戦場でなにするの？

ＧＭ：うしろの方で応おう援えんしてる。「がんばれー、アルーッ」

アル：運動会を見に来た親バカかよっ!?

ピアニィ：それでどうすれば勝ちになるんですか？

ＧＭ：ＦＳ判定に成功するか、本ほん陣じんの敵を全ぜん滅めつさせればＯＫ！　ＦＳ判定に関しては、ピアニィも参加できる能力値だと思うので少しはマシかと。

ピアニィ：その分、攻こう撃げきにまわれなくなりますけど……。

ナヴァール：いや、今回は攻撃して戦力を下げるよりＦＳ判定で押おした方がいいでしょう。

ＧＭ：この大だい規き模ぼ戦せん闘とうが終了したあと、そのままクライマックスへと直行するんでなにか準じゆん備びがあれば今のうちにどうぞ（笑）。途と中ちゆうけっこう時間があるし、消しよう耗もう品ひんを買うのもＯＫだ。

ナヴァール：クライマックス直行って……回かい復ふくとかはどうなる？

ＧＭ：各ＰＣ、メジャーアクション一回分だけ行なうことができるとしよう。

一同：容よう赦しやねえ―――っ！

ベネット：これは今のうちにリンメルの矢を補ほ充じゆうするでやんす！

ＧＭ：ほかには補充はない？　……では、バトルを始めよう。




第一戦場ラウンド

ＧＭ：第一戦場ラウンドを開始しよう！　まずはセットアッププロセスからだ。最初に各軍のフィールドへの配置を行なう。まずはレイウォール側は―――。




　次々とエネミーを配置していくＧＭ。

　あまりの敵の数の多さに、わくわくと瞳を輝かせたのは―――。




ピアニィ：こ、これは戦い甲が斐いがありそうですね……っ！（笑）

ナヴァール：陛下……。

アル：いやいや、今回は敵ユニットを倒たおすことは狙ねらってないから……。

ベネット：〝死神軍師〟以外にも名前がついているやつがいるでやんす。

ＧＭ：うむ、それも投稿キャラだ。




ルカデイン（26才／男／ヒューリン　投稿者：青森県　あきひろさん）

　アルディオン大陸を放ほう浪ろうするフリーランスの傭よう兵へい。過か去こに家族を殺され、その時に自身の右みぎ腕うでも切り落とされてしまったため、錬れん金きん術じゆつによる機械式の義ぎ手しゆをつけている。

　現げん在ざい、復ふく讐しゆうのためにあちらこちらの戦場を渡わたり歩あるいている。




[image: ]




ベネット：まともだっ!?

ピアニィ：かっこいいじゃないですか（笑）。

ＧＭ：「レイウォールの食しよつ客かく、ルカデイン、参る！」と言うと、シャキーンと二刀を抜ぬく。

アル：しかも俺と同じ二刀流かっ!!

ＧＭ：あとは特に名前はない奴ばっかだね。竜炎騎士（重装）と赤竜魔ま術じゆつ兵はモブですな。

ナヴァール：さて、それではこちらの配置だが。

ベネット：あっしも前に出た方がいいでやんすかね？

アル：赤竜魔術兵に対たい処しよしてもらうために、前に出てもらうのは手かな。ただ、別に敵の戦力を減へらす必要はないから、その場合は囮おとり的なことをやってもらうことになる。

ベネット：囮なら任せてくれでやんす（笑）。魔術の攻撃一回はあっしが止めて、あとの攻撃はふたりで必死に回かい避ひでやんすな。

ナヴァール：ボウマスターは、《ダイレクトヒット》を使ってくる可か能のう性せいがある。

ベネット：ひ、ヒイッ!?　それは嫌いやでやんす（笑）。

ナヴァール：（考えて）ここは、がんばってＦＳ判定で勝利を目指す方ほう針しんにしよう。

アル：分かった。じゃあ、配置は俺おれとベネットのツートップだな。敵が攻撃でクリティカルを出ださないことを祈いのろう（笑）。

ナヴァール：それがよいでしょう。
















▼行動値（ラウンド開始時点）

　ルカデイン　　　　　　　　　　　35

　ネオス・リガートン　　　　　　　31

　ボウマスターＡ、Ｂ　　　　　　　28

　ベネット　　　　　　　　　　　　25

　竜炎騎士（重装）Ａ、Ｂ、Ｃ　　　23

　赤竜魔術兵　　　　　　　　　　　22

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　19

　アル　　　　　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　　　　　６




ＧＭ：では、配置が終わったので、スキルの使用にいきます。行動値順で……まずはルカデインが《デスペラード》！

アル：ダメージが上がる代わりに、【物理防御力】が下がるスキルか。男らしい技わざを使ってくるな。

ベネット：《ディフェンスライン》とか使ってくると、やっかいでやんす。

ＧＭ：次。〝死神軍師〟ネオス・リガートンが兵士たちに命令を飛ばします。《タクティカルプレイ》＋《ストラテジウム》を前ぜん衛えい全員の攻こう撃げき力りよくを上げる。

ナヴァール：それでネオスは行動済ずみになるよね？

ＧＭ：もちろん。

ベネット：「お前ら行け―――ぃ！　ボクの盾たてになるのだ―――っ」（←超甲高い声）

一同：ダメだこいつっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：次はボウマスターＡ、Ｂ。こいつらも《デスペラード》！　ふふふ、レイウォール軍の兵士たちはかなり殺意を高めに設定してあるぞ、今回。

ピアニィ：なんてこと……レイウォールは変わってしまったのね……。

ＧＭ：殺意の総大将がなにを言う。

ピアニィ：総大将っ!?（一同大爆笑）

ベネット：では、あっしの番！　まずは定番、《明鏡止水の陣》を使うでやんす！

ＧＭ：竜炎騎士（重装）Ａ、Ｂ、Ｃは《フォートレス》。盾をドンと地に立てかけました。

ベネット：前衛が盾を構かまえて、そのうしろには射しや手しゆと魔ま術じゆつ師し、そして一番うしろに指し揮き官かん……絶ぜつ望ぼう感たっぷりな布ふ陣じん……（笑）。

ＧＭ：ここで赤竜魔術兵の番だけど、特にすることなし。では、ピアニィどうぞ！

ピアニィ：じゃあ、ここでフェイトを５点消費して《調虎離山》を使えばいい？

ナヴァール：ええ。城から敵をおびき出すスキルなので、ピアニィ様が敵軍に声をかければよいんじゃないですかね？

ピアニィ：（少し考えて）では―――……。




　千人の連合王国軍兵士を背に、ピアニィは高らかに呼びかける。

「ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアが帰って参りました。裏うら切り者の汚名を晴らし、父を助け、このノルドグラムを解放します！

　それが困こまると言うならば、城より出て、あたしを実力で止めてみせてください。

　それが、誇ほこり高たかきレイウォールの兵のやり方のはずです！」




ピアニィ：……正々堂々とあたしと戦う者は、扉とびらを開けて出てきなさい！　と叫さけびます。

ＧＭ：ネオス・リガートンは「なにを言う！　そのような甘かん言げんに惑まどわされる者はレイウォールにはおらん！」と言い返す。では、ここで【知力】の対決といこう！

ナヴァール：では《ドラゴニックシンボル》使用、陛へい下かの判定にダイス＋１個！　相手の能力がわからない以上、ここは全力でぶつかるべきであろうな。

アル：この判定に失敗したら、負まけ戦いくさ決定だしな。

ピアニィ：わかりました！　じゃあ、あたしもフェイト４点に《ダンシングヒーロー》を使用……（ダイスを振る）あ、６が４つも出た―――っ!?　クリティカルです♪

ＧＭ：うっは……！

アル：今日のピアニィには、ティナ母ちゃんが乗のり移うつっている……（笑）。

ＧＭ：ネオス・リガートンの【知力】は23あったんだが……。

アル：高っ！　凡庸な才能じゃないだろ、それ！（笑）

ＧＭ：こっちもクリティカル出さないとだめ……！（ダイスを振ふる）……出目は６と……！

一同：っ!?

ピアニィ：ちょ……っ、えぇぇぇぇえぇっ！

ＧＭ：…………もう一個は、５。負けた。

ナヴァール：心しん臓ぞうに悪――――――っ！（笑）

ＧＭ：くそ、一歩足らなかった！　では、ここで城内の場面がカットインして……。




　連合王国軍の兵士を見やり、ネオス・リガートンはニヤリと笑った。

「ほう？　敵はたかが千名といったところではないか。簡かん単たんにひねり潰つぶせそうであるな？」

「お、お待ちください！　きっとこれは何かの作戦に違いありません！」

　冷静な部下が止めようとするが、ネオス・リガートンは聞く耳など持ってはいなかった。

「……うるさい！　ここで天下の反はん逆ぎやく者しやピアニィを討うち取とれば、手て柄がらはボクのものなのだ！　栄えい耀よう栄えい華がは思いのまま!!　城内の全兵力を出撃させい！　突とつ撃げきだ！」

　門が開き、二万人の兵士たちは一気に城じよう外がいへと駆かけ出だしていった。




ＧＭ：（ナレーション風に）……常つねに自分が生きることを優ゆう先せんしてきたネオス・リガートン。それは、初めて出会った大きな手柄のチャンスだった。彼は生まれて初めて、生き残ることを優先するのを忘わすれたのだ―――。

ナヴァール：そして、それが彼のたった一度の、そして取り返しのつかない過ちであったのは言うまでもなかった（一同爆笑）。

アル：いやあ……レイウォールの兵士たち、ダメすぎるだろう！（笑）

ＧＭ：違ちがうよ！　有ゆう能のうな兵士はみんな出で払はらってるだけだよ！

ベネット：ダメなのは、指揮官だけなような気がするでやんす……（笑）。

ナヴァール：これで、レイウォール軍の戦力は50ダウン。57対[image: 108]になった！

ＧＭ：でも、まだ戦力差による判定修正はマイナス４のまま（笑）。

ベネット：……まだまだ向こうが有利でやんすな。

ＧＭ：では、セットアップを続けよう。

アル：俺は特になし。

ＧＭ：ナヴァールの番。

ナヴァール：《ヘイスト》！　陛下は私のあとに行動した方がいいと思うので、自分にだけ使用する。判定のマイナス修正を残したまま敵に攻撃されるのはつらいので、思い切っていこう。フェイト２点と、ケセドの杖つえを使用……！

ＧＭ：一番早い敵は、ルカデインの35だが……。

ナヴァール：（ダイスを降ふる）お、行動値が36になった。ギリギリ（笑）。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。割わり込こみがなければ、行動値が36になったナヴァールからだ。

ナヴァール：割り込みはいないな？　では、フェイトを３点消費して、《内応》を発動。「ピアニィ様を信じる者たちがおりますぞ」実は、前のシーンでアルマ・シューティングスターに持たせていたのは、ラザファム・ドーントレス将しよう軍ぐんへの書しよ簡かんだったのだ！




ラザファム・ドーントレス将軍

『無印』四巻かん第七話に登場したレイウォールの将軍。レイウォールに潜ひそむバルムンクに気づいており、それを快こころよく思っていない。




[image: ]




ピアニィ：ああ、ステラ萌もえって説明が書いてある将軍ですね（笑）。

ＧＭ：なるほど、ドーントレス将軍を寝返らせて、レイウォール軍の【戦力】を削けずったという演えん出しゆつか（笑）。

アル：バルムンクのことも知っているし、こっちの味方になってくれそうな人物だ。

ナヴァール：さて、それではここですべての力を出し切るか……（笑）。軍師ナヴァール一世一代の見せ場！（笑）きっと後世の人々は「軍師ナヴァール、策さくを用いて大陸最強の城ノルドグラムを陥とす……！」と語かたり継つぐのだ。そして、そして……！

ＧＭ：……いいから、早くダイス振ふりなさい（一同爆笑）。

ナヴァール：（笑）。では、減少させる戦力のダイスロールにフェイトを10点使用して……15Ｄ６点の戦力を減少させ、さらに連合王国軍の戦力がその分だけ上じよう昇しようする！（ダイスを振る）出目の合計は……は59！

一同：うは……！（笑）

アル：これで、レイウォール軍の【戦力】は59点減少させて、その代わりに連合王国軍の【戦力】が59点上昇したぞ。

アル：[image: 116]対49。

ＧＭ：57対[image: 158]が……あっという間に[image: 116]対49に……！（笑）

一同：すげ――――――っ！（笑）

ナヴァール：（計算して）よし、【戦力】が逆ぎやく転てんした。これで我われ々への戦力差による修正が＋４になった！

アル：《ヘイスト》を使って先手を取ったのは正せい解かいだったな。

ＧＭ：では、ドーントレス将軍は、「今こそ我らが立つ時！　ピアニィ様は無実だ！」と声を上げつつ、自分の部下たちを率ひきいて連合王国軍の支援を開始する。

ベネット：……ノルドグラム城じよう内ない部はドーントレス将軍が抑おさえてくれそうな感じ（笑）。

アル：だな（笑）。さて、次は行動に割り込まないで敵の攻撃をしのいだ方がいいか？

ベネット：そうでやんすね。そして、ＦＳ判定の時に支援判定をする感じで。

ＧＭ：では、いきます。ドーントレス将軍の離り反はんのショックからいち早く立ち直ったのはルカデイン。二刀を構えて、アルの前に立ちはだかる。

ナヴァール：（ルカデインになって）「……お前とは一度やりあいたかったのだ！」

ＧＭ：そんな感じ（笑）。二刀流の剣けん士し同士なので。マイナーアクションで《ファストセット》＋《スマッシュ》＋《アルティメットボディ》、メジャーアクションで《クロススラッシュ》！　黄金の剣けんを両手に持ち、疾しつ風ぷうの如く駆かけ寄より……アルへと斬きりかかる！

アル：火力重じゆう視しタイプか。

ＧＭ：命中判定は、４Ｄ＋23！（ダイスを振る）…………命中は31。

ピアニィ：え？　きくたけさん！　それ低すぎです！（一同爆笑）

ベネット：ルカデイン先生の活躍はここで打ち切り（笑）。

ＧＭ：戦力差のペナルティが痛いたいんだよっ！

アル：逆にこっちはプラス４（笑）。それなら、ファンブル以外は避さけられる。《ディフェンスライン》！（ダイスを振る）……44で回避成功。

ＧＭ：さすがにこの戦力の逆転に、ルカデインも動どう揺ようは隠かくせない。それは、あまりにも弱い一いち撃げき。だが……二撃目がアルを襲おそう！（ダイスを振る）命中は38です。

アル：《ディフェンスライン》。（ダイスを振る）うん、クリティカル（一同爆笑）。

ナヴァール：さすがだ（笑）。

アル：同じ二刀流の剣士だと言うなら、負けるわけにはいかないからな。……二刀を扱あつかうなら、俺の方が上だ。世界最強の二刀流の剣士は、師し匠しようのテオだからな。

ＧＭ：く、いい気になりやがって……！　えっと、ネオス・リガートンは行動済みだから……次は、ボウマスターＡ、Ｂ。ここは弓使い同士で戦うのがいいだろう、うん。というわけでベネットに攻撃（笑）。

ベネット：狙わないで!?　あ、あっしは弓とかこだわりないでやんすから！　なんなら捨すててもいいでやんすよっ!?　ほーれ（と、放ほうり投なげる動作）。

アル：でも投なげ捨すてた弓には紐ひもがくくりつけてあって、引っ張るとすぐ手元へ戻ってくるんだろ？（笑）

ベネット：くく、ひっかかったな。あっしが武ぶ器きを手放すとでも思ったでやんすか!?（笑）

ナヴァール：それじゃただの悪役だ！（笑）

ＧＭ：「ゆ、弓使いをなめやがって！」　……まずボウマスターＡがマイナーアクションで《クイックアクション》＋《シュアショット》＋《トリックショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》！　（ダイスを振る）一撃目の命中は31。リアクションのダイスはマイナス２個！

ベネット：《インターフィアレンス》を使っても厳きびしい。ここは一発食くらってみよう（ダイスを振る）21で回避失敗。

ＧＭ：「いいぞ！　あの雑ざ魚こっぽいのを倒してしまえ！」とネオス・リガートンが《チェックメイト》を使用！

ベネット：お前が雑魚って言うなぁあぁぁあああぁぁっ!!

ＧＭ：だが、スキルはレベル高いぞ？（ダイスを振る）ダメージは合計で94点。

ベネット：そのくらいのダメージなら大丈夫。次はアルが《カバーリング》してくれるし……って、ボウマスターＢもあっしを狙ってくるんだった！　な、ナヴァール殿、ヘル～プヘル～プヘル～プ！（笑）

ナヴァール：（気合いの入った声で）《プロテクション》！（ダイスを振る）59点軽けい減げん。

ベネット：（計算して）19点ダメージを受けたでやんす。

ＧＭ：では、二撃目。（ダイスを振る）命中は48です。

ベネット：（ダイスを振る）26で回避失敗でやんす。

アル：では、ベネットを《カバーリン……。

ＧＭ：待て、そこで《ダイレクトヒット》を宣言！

アル：げ。

ベネット：うげぼらはぅあっ!?





《ダブルショット》をもって、ふたりのボウマスターより雨あられと降り注ぐ無数の矢。

　ベネットの回避はすべて失敗という画期的な事態であると共に、加えて《ダイレクトヒット》のおまけ付き。

《カバーリング》を封じられ、ピアニィとナヴァールの魔法が致命傷こそ回避してくれたもののみるみるうちに、ベネットのＨＰは危険領域へと落ちていく。




ベネット：ウヒウヘアヘア―――っ!?　とりあえず生きている！　すばらしい！　あまりの感動にあっしの行動は待機でやんす。

ＧＭ：竜炎騎士（重装）Ａ、Ｂ、Ｃの番ですが、こちらも待機だ。

アル：待機なのか！

ＧＭ：ええ！　次の赤竜魔術兵がマイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《エンチャントウェポン：魔》！　前線の味方全員のダメージを上げて、ダメージ属ぞく性せいを魔法に変へん更こう！

ピアニィ：ああっ！《カウンタースペル》の使いどころなのに、射しや程ていが―――っ！

ナヴァール：届くのは隣りん接せつしたフィールドまでですからね。

ベネット：あっしが狙われたらマズい展てん開かい!?《カリキュレイト》で割り込む―――っ！　……本陣へ移い動どうして終了でやんす。全力でバックダッシュ!!

ＧＭ：く、逃にげるのか。「卑ひ怯きよう者もの～」とレイウォール軍からののしられる（笑）。

ナヴァール：いや、戦闘不ふ能のうになるとがくっと【戦力】下がるんでこれは正しい選択だ。

ベネット：そうでやんす!!　これは戦せん術じゆつ的てき撤てつ退たい、勇気ある選択、必然のバックダッシュ！

ナヴァール：ベネットの《インターフィアレンス》が届かなくなるが、仕方ない。アルにすべてを託たくそう。

ベネット：《明鏡止水の陣》とか、いろいろと有利な効果が発動中なのできっとなんとかなるでやんす。

アル：下がったお前が言うな！（笑）

ピアニィ：ここであたしですけど……ＦＳ判定に挑ちよう戦せんしたいです。

アル：では、【筋きん力りよく】で支援判定する！　目もく標ひよう値ちが20だから……（ダイスを振る）22で支援成功。前線で派は手でに戦って、時間を稼かせぐ感じな演出で！（笑）

ピアニィ：フェイトは残り少ないので取っておくとして……《ダンシングヒーロー》は使います。（ダイスを振る）26です。

ナヴァール：難易度＋６出てるんで、進行値が４点上昇。戦力差の分も合わせると８点上昇か。ナヴァールはすることがなさそうだ（笑）。

ＧＭ：……一気に進行したな。では立て続けにイベントが発生！　まず、進行値が４になったところで難易度が17になる。連合側の軍ぐん団だんの士気が高こう揚ようして、勢いきおいがついた感じです。

ベネット：おお、だいぶ楽になったでやんす！

ＧＭ：ところが、レイウォール軍も負けてはいない。進行値７で旗色が悪くなったところで、援軍が到とう着ちやくする！　これによってレイウォール軍の【戦力】が20点上昇だ。

ナヴァール：（計算して）これで……[image: 116]対69。【戦力】差による修正は＋４のままだな。

ＧＭ：く……（笑）。ではここで待機してた竜炎騎士（重装）Ａ、Ｂ、Ｃが一気に動く！

アル：待った！　……ここで《エンカレッジ》を使って攻撃すべきか？　連続で攻撃を受けると耐たえられないかも？

ナヴァール：次のラウンド、《ヘイスト》を使って陛下に先手を取っていただこうと思っているのだが……なんとか耐えられないか？
















アル：（少し考えて）……生命の呪符か《ガーディアン》を切れば耐えられるか。じゃあ、《エンカレッジ》は温おん存ぞんして敵の攻撃を耐えしのごう。

ＧＭ：ＯＫ、では竜炎騎士（重装）Ａから！　マイナーで《ブレイクスラッシュ》、メジャーは《バッシュ》！　アルへ攻撃。《包囲殲せん滅めつ》というパッシヴスキルで、仲間がいるかぎり命中判定のダイスを増ふえるという。

ナヴァール：命中精せい度どはいいってことか。強いな、レイウォール兵―――。

ＧＭ：そのとおり。まさに、三人寄よれば烏う合ごうの衆しゆう……。

一同：烏合の衆っ!?（大だい爆ばく笑しよう）

アル：（大爆笑しながら）一気に弱そうに見えてきた……っ！（笑）

ナヴァール：（大爆笑しながら）烏合の衆じゃ役にたたないじゃん！（笑）

ＧＭ：い、言いまちがえただけだ……！（笑）（ダイスを振る）命中は46！

アル：《ディフェンスライン》！　フェイトを１点使って……32からスタート。（ダイスを振る）47で回避成功！

ＧＭ：「馬ば鹿かな!?　こいつ、さっきまでと動きがちがうぞ!?」と顔色を変える。

アル：まぁ、【戦力】差によってブーストかかってるからな。あとドーントレス将軍に城を抑えられて動揺しているだろう（笑）。

ベネット：（竜炎騎士になって）「く、く……うごぉ～っ!?」（笑）

ナヴァール：うごぉ!?　烏合～……っ！（←ツボにはまって大爆笑）




　やはり、戦力差に判定への修正は大きかった。

　騎士たちの攻撃はことごとく的を外し―――このラウンドは終了となる。




ＧＭ：では、最後に、【戦力】減少！

ナヴァール：それぞれ、連合王国軍が[image: 104]、レイウォール軍が62になった。

ＧＭ：うう……。




第一戦場ラウンド終了時

連合王国軍　　　　合計戦力：[image: 104]

レイウォール軍　　合計戦力：62







第二戦場ラウンド

ＧＭ：では、第二ラウンドを開始！　まずは配置から。

ベネット：あっしは残りＨＰ的に中ちゆう衛えいにいるのがよさそうでやんす。

ナヴァール：私は《ブランダームーブ》や《パトロナイズ》を使うために、中衛に行くか。

アル：姫さんがＦＳ判定に失敗した場合を考こう慮りよして、本陣にいた方がいいのでは？

ナヴァール：それよりは、アルが立っていられることの方が重要だ。陛下の出目がふるわない時は《ジョイフルジョイフル》でもう一度挑戦していただく。

アル：あ、そうか。では、それで！
















▼行動値（ラウンド開始時）

　ルカデイン　　　　　　　　　　　35

　ネオス・リガートン　　　　　　　31

　ボウマスターＡ、Ｂ　　　　　　　28

　ベネット　　　　　　　　　　　　25

　竜炎騎士（重装）Ａ、Ｂ、Ｃ　　　23

　赤竜魔術兵　　　　　　　　　　　22

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　19

　アル　　　　　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　　　　　６




ＧＭ：では、セットアッププロセス。ネオス・リガートンが《集しゆう団だん統とう率そつ》を使用！（甲高い声で）「さあ行け、お前ら！　ボクの盾となるのだっ!!」

アル：こいつ部下に攻撃させている間に、逃げだしかねんな。

ベネット：はっ!?　急に他人とは思えなくなってきたでやんす！（一同爆笑）

ＧＭ：では順番に、竜炎騎士（重装）Ａがアルに攻撃。マイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》……！




　勢い勇んで次々と攻撃を繰り出すレイウォール兵―――。

　しかし、城を出て戦いを挑んだ段階でもはや勝負がついていたと言ってよかった。

　ひっくり返った戦力差はもはやどうにならず、全員、むなしく空を切る結果となった。

　そして―――。




ナヴァール：では、《ヘイスト》！　ケセドの杖を使用して……（ダイスを振る）25点上昇、陛下の行動値が44になられました。

ＧＭ：では、ピアニィのメインプロセス！

ピアニィ：ＦＳ判定をします！

アル＆ベネット：では、支援判定！

ナヴァール：私はいざという時に《ジョイフルジョイフル》をするため、ここでは動かない。

ＧＭ：了解……もはやこれまでか―――（笑）。

ベネット：【器用】で支援判定をするでやんす。（ダイスを振る）25で成功！

アル：【筋力】で支援判定。（ダイスを降る）25で成功。

ピアニィ：では、ふたりの支援で達成値が＋４ですね。（ダイスを振る）……出目は３だけど、それでも達成値は21で成功です！

ナヴァール：ならばいろいろ合わせて６点上昇。進行値が14までいく！

ＧＭ：く……では、ＦＳ判定成功につき大規模戦闘はここで終了！　ドーントレス将軍の動きもあり、城への道は開かれた！

一同：よし！

ＧＭ：膝を折って呆然とするのは将軍ネオス・リガートンだ。自分の失敗の大きさに呆然としてまま……叫ぶ。「そ、そんなそんな馬鹿な……ママ――――――っ!?」

一同：ママっ!?（大爆笑）

ＧＭ：てなとこで……さあ、回復とマスターシーンを挟はさんで……クライマックスにいこう！







◆Middle 09◆決別の刻とき




　レイウォール王都の中央にそびえ立つ、ノルドグラム城。

　建国以来、永ながきにわたってレイウォールの象しよう徴ちようとして存そん在ざいし、王国の歴史において一度たりとも外がい敵てきの侵しん入にゆうを許ゆるしたことはない。

　それを成した最初の者の名は、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア。

　レイウォール王家の正せい統とうなる血ち筋すじに連なる者であった事実は、城の兵たちを動揺させるのに十分だった。

　赤き衣ころもを纏まとって城内へと駆かけ込こんでいく少女をテラスより見下ろし……。




　ヒューバードは、その口元に愉ゆ悦えつの笑みを浮うかべた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズのラストはマスターシーンとしよう！　永きに渡わたってこのノルドグラム城を堅けん守しゆしてきた城じよう門もんは今、内外からの気き勢せいに力ちから尽つき……その顎あぎとを大きく開いた！　そこをキミたちを先頭として、城の敷しき地ち内ないに連合王国兵がなだれ込こんでいくわけだが―――。

ベネット：あっしが颯さつ爽そうと駆かけ抜ぬけていくわけですな。

アル：俺と姫ひめさんは、ダロスＴＮ―１に乗っているからお前より速いぞ？

ベネット：っ!?　で、ではそのあとを、あっしとナヴァールが走って追いか……。

ナヴァール：私はエクスマキナが担かつぐ輿こしに乗っているので、アルたちにひけを取らん。

ベネット：そうだったっ!?　自分の足で走ってるのはあっしだけ―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：無理にギャグにしなくていいから！（笑）剣けん戟げきの音は、城の外周から敷地内へ。数では圧あつ倒とう的てきにレイウォール兵の方が多いものの、ドーントレス卿きようが連合側について兵を挙げたことに動揺、まとまりを欠いているようだ。

アル：その隙すきを突ついて、一気に城内に突とつ入にゆうってとこか。

ＧＭ：そういうこと。さて、そんな時だ。一いつ心しん不ふ乱らんに本ほん城じようを目指すキミたちを、城の高い場所……張はり出だしたテラスより見下ろしている人物がひとりいる。

ピアニィ：え？　あ……。

ＧＭ：―――そう。レイウォール第一王子・ヒューバードだ。慌あわてた様子もなく、眼がん下かで起こっている情じよう景けいを落ち着いた表ひよう情じよう……いや、むしろ興きよう味み深ぶかげにただ見下ろしている。

アル：なんだ、その余よ裕ゆうは。

ピアニィ：追おい詰つめられて、観念した感じかな……。

ＧＭ：さあ？（笑）さて、そんな様子のヒューバードだが……ふいに、彼の背後より声がかけられた。「……失しつ態たいですな、ヒューバード殿下。この結果には、あの御お方かたもさぞ失望されることでしょう」

アル：あの御方！　前に聞いたフレーズ！（笑）

ベネット：さっきマスターシーンで出てた奴……？

ＧＭ：そう、その通り。あらためてちゃんと演出すると……それは全身を黒のフードとローブですっぽりと隠した男。その顔面の部分だけが白銀色の仮か面めんに覆おおわれ……まるで闇やみの中にぽっかりと顔だけが浮かんでいるような印象を与える。

ナヴァール：なんでそんな細かく描写を（笑）。

ピアニィ：これ、キンちゃんを怪かい物ぶつにした人ですよね？




　忘れている人のために説明しておくと、この仮面の男はヒューバードに取り入り、この国の裏で暗あん躍やくを続けているバルムンクである。

　表おもて沙ざ汰たにされることはないが、先のメルトランド戦せん役えきもこの男が影かげで動きを見せている。

　くわしくは、シリーズ第二～三巻を参照だ。




ＧＭ：「レイウォールの長ちよう兄けいということで期待はしていたのですがね。やはり、しょせんは―――」と、なにか言いかけたところで、外より爆ばく音おんと怒ど声せいが飛とび込こんできてそれを遮さえぎる。「くそ、突とつ破ぱされた！　敵てき兵へいが城内に侵入したぞ……！」

ナヴァール：お、軍が本丸に突入したようだ。

ＧＭ：「来るか、ピアニィ。さすがは―――」そうつぶやき、ヒューバードは笑えんで言葉を飲のみ込こんだ。しかし彼の表情には微み塵じんの焦あせりも感じられない。

ピアニィ：さすがは、なに……？

ベネット：そりゃあ、陛下のさつ……。

ピアニィ：（ジロリ）

ベネット：……まいも。




　意味がわかりません。




ＧＭ：なんら動じないヒューバードの態たい度どにいらついた様子を見せたのは、むしろ仮面の男だ。「……まぁ、いい。フン、どうやら貴き様さまには利用する価か値ちがなくなってしまったようだ。あとの始末は自分でつけるがいい」

ベネット：おい、口調変わったぞ（笑）。

アル：これまでずっと丁てい寧ねい語ごか謙けん譲じよう語ごだったのに！（笑）

ナヴァール：この男、上位の誰かからヒューバードに仕えるよう言われてただけなんだろ。自分の意い志しでレイウォール……というかヒューバードに忠ちゆう誠せいを誓ちかっていたわけじゃ……。

ＧＭ：そういうことですな。仮面の男が退たい室しつしようとして、初めてヒューバードは振ふり返かえって声をかける。「……行くのか。ならば、手た向むけの言葉を贈おくらねばならんな」

ピアニィ：手向け……？

ＧＭ：まさに、仮面の男がそう言葉を発して立ち止まり、振り返る。どこかいぶかしむような態度でね。そんな彼に向かって、ヒューバードはどっか優やさしげに告げる。「お前には感かん謝しやしているさ。これまで実によく仕えてくれた」

アル：お？

ピアニィ：あ、あれ。優しい？

ＧＭ：「―――最後にその生命、私のために使ってもらおう」

一同：優しくね――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：言葉を発するや否いなや、ヒューバードの目がカッ、と見開いた。瞳ひとみより、なにか光のようなものが疾ったかと思うと……ビクン！　仮面の男の身体がなにか見えない巨きよ大だいな手にでも捕つかまれたように、直立不動の姿し勢せいになって震ふるえる。「ヒュー……っ、き、さま……っ」

ピアニィ：あああああぁぁああああぁっ！（笑）

ＧＭ：……ドサリ。ふいに縛いましめを解とかれ、崩くずれるようにその場に男は倒れ伏した。その身体をもはや興きよう味みなさげに見下し……ヒューバードは、開かれたままの窓まどにふと首を向けて言う。




「……ふふ、お出で迎むかえせねばな、ピアニィ陛下？」











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆手を取り合う未来




　ただひたすらに走る。

　目指すは、父・オーギュスト王が眠ねむっているであろうその寝しん室しつ。

　飛とび交かう怒ど号ごうと剣けん戟げきの音を耳にしながら、周囲に流れる風景にふと心を奪うばわれた。

　感じるのは、どうしようもない懐なつかしさ―――。

　一年……たった一年で自分を取とり巻まくすべてが変わってしまったのだと、ピアニィは今さらながら実感した。




ＧＭ：では、ここからクライマックスに入ろう！　シーンはキミたちが城じよう内ないに突とつ入にゆうし、一路王の寝室を目指して走っている―――そんな場面からだ。なお、城内への突入時に馬や輿こしは乗のり捨すてている。

アル：戦せん況きようは？

ＧＭ：連合王国側が押おしている。騎き士し団だん主力と有ゆう能のうな軍ぐん師しが不ふ在ざいであることに加え、三二将しようの一角を束ねる騎き士しドーントレス卿きようの蜂ほう起きがでかい。レイウォール側は大だい混こん乱らんに陥おちいっているね。戦場は、城の外から城内にも拡かく大だいしている。

ピアニィ：お城の中で戦いが？　な……なんか複ふく雑ざつな気分……。

ベネット：ここは陛へい下かにとっては生まれ育った家でやんすからな。

ナヴァール：陛下、今はそのような感かん傷しようにひたってる場合ではございませぬ。

アル：ああ、とにかく王様を確かく保ほするのが先決だ。行こう！

ピアニィ：……はい！

ＧＭ：そしてキミたちがたどり着いたのは吹ふき抜ぬけになった城の中央ホールだ。円形の広い部屋の最さい奥おうに、赤い絨じゆう毯たんに覆おおわれた幅はば広ひろの階かい段だんがある。そこをしばらく進んだ先に、目的の部屋がある。

アル：よし、一気に駆かけ抜ぬける！

ピアニィ：はい！

ＧＭ：だが、そう易やす々やすといくわけもなく。「待て、ここから先に通すわけにはいかんっ！」　階段脇わきの通路から、一〇人ほどの騎士がホールになだれ込こんできて一いつ斉せいに抜ばつ剣けんする！　おそらく、この先の重要ブロックを守る近衛このえ兵へいだね。

ベネット：まあ、簡かん単たんには通してくれないでやんすな。

アル：ま、蹴け散ちらして通る以外に選せん択たく肢しはないけどな―――と、剣を構かまえてにらみつける。

ＧＭ：相対した騎士のひとりは、侵しん入にゆう者しやの中にピアニィの姿すがたを捉とらえるや、少し動どう揺ようを見せる。「ピアニィ……殿でん下か」

ピアニィ：う。

ＧＭ：「……なぜです、殿下！　なぜ貴女あなたはレイウォールを！　我わが王を裏うら切ぎられたのです！　ましてや、このノルドグラムに攻せめ込こむなど……！」

ピアニィ：あ、う……あたしは裏切ってなどいません！

ナヴァール：そうだ。すべてはヒューバード殿下の奸かん計けいによるもの。

ＧＭ：「……貴き様さま、ヒューバード殿下すら貶おとしめるか!?　許ゆるせぬ……！」なんか、兵士たちの殺気が増ましたようだ。

ベネット：火に油でやんす。

アル：ち、こいつら利用されてるだけかよ。やりにくいが、でもこっちも引き返すわけにはいかねえ。―――いいな。戦わざるを得ない。

ピアニィ：……はいっ。

アル：……いくぞっ！

ＧＭ：と、アルが声を発したとこで―――。ふいに、四人の背せにゾクリと悪お寒かんのようなものが走る。急速に場を満たしていくのは、殺気にも似にた空気と……好ましからざる気配、気け圧おされるような威い圧あつ感。

アル：……え？

ＧＭ：ゆらり、正面の階段の上がりきった場所―――そこに悠ゆう然ぜんと立ったのは、長めの黒くろ髪かみに、漆しつ黒こくのマントを羽は織おった男だ。口元には余よ裕ゆうすら感じさせる笑えみを浮うかべて立っているのは……。

ピアニィ：ヒュー兄様……。

ＧＭ：そのとおり。彼かれは、悠然とした態たい度どで口元には優やさしげな笑みを浮かべ、両りよう腕うでを大きく広げ―――言う。「お帰り、ピアニィ」

アル：うぉ、いきなりボスが出てきやがった。

ピアニィ：お、お帰りって……。

ＧＭ：騎士たちも、ヒューバードの登場に少し慌あわてる。「で、殿下、お下がりください！」だが、ヒューバードはあくまで落おち着つき払はらって言葉を返す。「問題ない。せっかくの、最愛の妹との再さい会かいだ」

ベネット：なんでやんすか、この余裕。

アル：俺おれはこいつと面めん識しきがないので、ピアニィをかばうような形で前に出る。

ＧＭ：「……ほう？　君がアル・イーズデイルか。なるほど、よい目をしている」

アル：……そりゃどうも、と視し線せんを外さないまま返事をする。

ＧＭ：ヒューバードはアルに一いち瞥べつをくれたあと、視線をやや左に。「……そして、そちらにおるのは、軍師ナヴァールか」

ナヴァール：……お久ひさしゅうございます。

ベネット：（ずいっと前に出て）さあ、さあ！　あっしが誰だれだかわかるでやんすか!?（笑）

ＧＭ：「君は〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟がひとり、ベネット君だね？」

ベネット：っ!?　……す、素す晴ばらしいっ!?　駆かけ寄よって握あく手しゆをしてから元の位置に戻もどります（一同爆ばく笑しよう）。

ピアニィ：ベネットちゃん、待てステイ！

ベネット：わんわん。

アル：……姫ひめさん、ナヴァールの旦だん那な。こいつが……。

ピアニィ：ええ、あたしの一番上の兄、ヒューバード兄様です。……ヒュー兄様、なぜ私わたしに汚お名めいを着せたのです！　あたしが謀む反ほんなど起こすはずがないと、ヒュー兄様ならご存じだったはずです！

ＧＭ：「……たしかに」

ピアニィ：たしかにって……。

ＧＭ：「父上が、選せん択たくを誤あやまったのだよ。お前に罪つみはなかったさ」

ピアニィ：どういうことですか!?

ＧＭ：「父オーギュストは、お前を後継者にすると決めた。いや、お前が生まれた時より、そう決めていたのだろうな」

アル：後継者……？　王位のことか？

ナヴァール：ピアニィ陛下に王位を譲ゆずろうとしたことが看かん過かできなかった……？

ＧＭ：それには、ヒューバードは黙もくして言葉を返さない。

ピアニィ：王位ってそんな……それだけのことで!?　昔から、父のことを敬けい愛あいしていたではありませんか。ずっと父を支ささえてこの国をよくしようと……。

ＧＭ：「この国？　父の目的はそのはるか高みにあった。だが、父は老いてしまったのだ。もうろくした父上に代わり、私が偉い業ぎようを成なし遂とげようとした……それだけのことさ」

ピアニィ：ヒュー兄様、あなたは間違っておられます！　あたしは王位など望んでいなかった！　なぜひと言でも相談してくれなかったのです!?　子こ供どもの頃ころから、ずっとあたしを大事にしてくださった兄様とは思えません！　あれは偽いつわりだったのですか!?

ＧＭ：「大事にしていたさ……いいや、今も私はお前を愛している。私の手の内にあるのなら、人形を愛めでるように愛を注いでやったものを」

ピアニィ：に、人形のように!?

アル：ヒューバードって、戦せん闘とう力りよくあるんでしたっけ？

ＧＭ：基き本ほん的てきに彼は内ない政せいにその才さい能のうを発はつ揮きするタイプで、戦せん闘とうを得意としてるなんて話は聞いたことがないね。

ナヴァール：ではこの余裕はなんなのだ。

ＧＭ：ええ。歴戦の勇士であるキミたちを前にしても、ヒューバードは微び動どうだにしない―――むしろ、余裕……まがまがしい威圧感すら感じさせる。
















ピアニィ：兄様……？

アル：……姫さん、だめだ。たぶんなにを言ったって無む駄だだ。悪いが、俺にはこいつと姫さんが兄きよう妹だいにはとても見えない。肖しよう像ぞう画がくらいは見たことがあるが、同一人物とは思えないまがまがしさを感じる。なんだこいつは、本当に人間か？

ナヴァール：ヒューバード殿下、あなたの望みはいったいなんですか？

ＧＭ：「……君に話す口はもたんよ」

ナヴァール：……。

アル：こ、こいつ、このシーンで情じよう報ほうを出だすつもりないな……（笑）。

ベネット：きっとキャンペーン後半の前ふりでやんすな……（笑）。

ピアニィ：ともかく、兄の態度を見てつぶやきます。ヒュー兄様は変わってしまわれたのですね……。

ＧＭ：その言葉に彼は少し苦く笑しようし、言葉を返す。「……変わってはいないさ」

ピアニィ：いいえ！　あたしが小さかった頃のヒュー兄様はちがいました！　父に言われていたはずです！　兄妹で仲むつまじく生きろと！

ＧＭ：その言葉に再ふたたび、ふっと笑い―――「たしかにな。ならばただひとつだけ約束しよう。我われら兄妹はいずれ再び手を取り合ってひとつの目標に向かい、歩くことになろう」

一同：は？

アル：どういう意味だ。たしかにこいつ、やたらとピアニィに執しゆう着ちやくしてるが……。

ナヴァール：……なるほど、たしかにあなた方四兄妹が手を取り合えば、レイウォール王国は盤ばん石じやくなものとなりましょう。しかし、もはやこの国はあなたの自由にはなりませぬ。

ＧＭ：「―――私はもはやこの王国さえいらぬ。どれほど犠ぎ牲せいを払はらおうと、かまわぬ」

ピアニィ：い、今のヒュー兄様とは手を取り合いたくありません！

ＧＭ：「ピアニィ。お前が望む望まざるは、関係ないのだ。……もっとも、今はまだ準じゆん備びが整ってはいない。この場は預あずけるとしよう―――」

ベネット：逃にげる気でやんすかっ!?　では、猛もうダッシュで追いか……。

ＧＭ：と、そこで。走り出そうとしたベネットとヒューバードの間にゆらり、なにもない空中からしみ出すように現われる黒衣の人ひと影かげ。

ベネット：おお!?　生きてたっ!?　こいつはさっきの……。

ナヴァール：バルムンク！

ＧＭ：そうだ。その黒衣の男は、顔に白銀の仮か面めんをまとった……例のバルムンクだな。ちなみに、騎士たちもあやしい気配をまとったいきなりの乱らん入にゆうに少し困こん惑わく気味だ。「な、なんだこの邪じや気きは……」

アル：そりゃな……。

ＧＭ：無言で立たち尽つくす仮面の男の身体越ごしに、ヒューバードは最愛の妹に言葉をかける。「ピアニィよ、すべての準備が整った時、我らは再び邂かい逅こうしよう。それまで、しばしの別れだ―――」　そう告げてマントを翻ひるがえし、ヒューバードは去ってい……。

ピアニィ：ヒュー兄様を追いかけたいです！

アル：それは止める！　深追いは危き険けんだ！　それに、この仮面の男……やばそうだ。

ＧＭ：うん、たしかに立ちふさがるこの仮面の男からは異い様ような邪気が感じられる。

ＧＭ：ヒューバードは立ち去る間ま際ぎわ、仮面の男に言葉を与あたえる。「……この場にいるすべての者を喰くらいつくせ」

ベネット：へ。

ＧＭ：と、言葉の意味を理り解かいするまでの数すう瞬しゆんで仮面の男はふわり、騎士のひとりの背はい後ごに降おり立たち……。

アル：あ、やばい！　逃げろっ!!

ＧＭ：遅おそい。……〝じゃぐり〟。なにか不ふ快かいな音を立てて騎士の首くび筋すじにかぶりつく。なにが起こったかわからぬまま。騎士の首から鮮せん血けつが噴き出でる。

一同：げぇぇ―――っ!?

ＧＭ：少しずり上げた仮面の下に覗のぞくのは、なにか長い牙きばのようなもの。騎士の血を滴したたらせ、黒く長い舌したのようなものでそれをなめずる。突とつ然ぜんのことに、残る騎士たちは一いつ瞬しゆんでパニックだ。「うああっ、な、なんだこいつは……っ!?」

ピアニィ：じ、自分の部下を……!?

ＧＭ：「さて、私は少し急ぐのでな。こいつと遊んでいたまえ。よもやこれに殺されることはないとは思うがそうなったらそれまでのこと。さらばだ、ピアニィ。また会おう―――」

ピアニィ：ううっ……ヒュー兄様、待って！

ＧＭ：その言葉に返事を返さぬまま、足音だけを響ひびかせて……ヒューバードはその気配を消した。

ピアニィ：……。

アル：姫さん、気持ちを切きり替かえろ。今は目の前のこの男を倒たおすことに集中だ。

ナヴァール：そ、その前に聞きたいことがある。ここから戦闘になるのだろうが……騎士たちの扱あつかいは……？

ＧＭ：エキストラとして戦場に残る。攻こう撃げきを受け、ダメージを１点でも受けたら死し亡ぼうする。

ベネット：げ。

アル：ハンデ付きの戦闘かよ！　それはまたやっかいな……！

ＧＭ：では、ここから戦闘に入……。

ナヴァール：……待った！　これ、《救出》を使ってもよいか？

ＧＭ：え？

ベネット：あ。

一同：それだ――――――っ！（笑）




《救出》

　シーンに登場しているＮＰＣを退たい場じようさせるギルドスキル。




ＧＭ：む……（少し考えて）……却きやつ下かする理由がないな……（笑）。

ピアニィ：使います使います使います！

ナヴァール：理由はあとで説明する！　レイウォールの騎士たちよ、この場から去るのだ！

ＧＭ：ＯＫ、ではそこにいた騎士たちはシーンから退場した、ということで。きー。

アル：よし、これで落ち着いて戦えるな。

ＧＭ：蜘く蛛もの子を散らすように騎士たちはその場から走り去った。そして……その場に残されたのはキミたちと沈ちん黙もくを守ったまま四人を見み据すえる仮面の男。

ナヴァール：こやつ、ヒューバードに取り入り、レイウォールの暗部にて活動を続けたバルムンクであろう。バルムンクに入はいり込こまれた国家がどうなるか……ナーシア殿から聞かされたグラスウェルズの現げん状じようを思えば、看過することはできますまい。

アル：だな……っ、と剣をあらためて構え直してにらみつける。

ピアニィ：じゃあ、あたしもキッ、と仮面の男の人に向かって言います。……あなたがヒュー兄様を変えたのですねっ!?

ＧＭ：「…………」

一同：……。

ＧＭ：「す……」

アル：す？

ＧＭ：（無む機き質しつな口調で）「……すべては、ヒューバード様のために……すべてはヒューバード様のために……（ぶつぶつ）」

一同：うわ――――――っ!?（笑）

ベネット：こ、こいつはもうダメ……っ！　ダメになってるでやんすっ!?（爆笑）

ナヴァール：その様子を見て気づこう。―――なるほど、ステラを洗せん脳のうしたのはヒューバードであったか、と。

ＧＭ：うひひ、どうかな？　まあ、そんな言葉に反はん応のうすることもなく、仮面の男はゆらりゆらりと身体を揺ゆらしながら、無む造ぞう作さにキミたちとの距きよ離りを詰つめてくる。

ピアニィ：な、なんか怖……っ。

アル：旦那……悠ゆう長ちようなことを言ってる場合じゃなさそうな雰ふん囲い気きだぞ？

ＧＭ：（無機質な口調で）「排はい除じよ……ヒューバード様の偉業を阻そ止しするものは、すべからく排除する」

ナヴァール：読者の声を代だい弁べんして問おう―――お前は何者だ？

ＧＭ：「……」

一同：……？

ＧＭ：アルの言葉に反応し、ふいに男はその場で足を止めた。

アル：お、反応した。

ＧＭ：そしてどこか遠い目をして見えるはずもない空を見上げ……無機質な口調で言った。

ベネット：ごくり。

ＧＭ：「―――記き憶おくが、ない」

一同：おいっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ナヴァール：さんざんもったいつけて、それか―――っ!?（大爆笑）

アル：な、名前とか……決めてなかったと……（笑）。

ＧＭ：（無機質な口調で）「……バ、バルムンク十二人衆しゆうだったような気がする―――あの頃が、懐かしい」（一同爆笑）

アル：お前の思い出とかどうでもいいからっ!!（笑）

ベネット：（腹はらを抱かかえて爆笑しつつ）だ、だめっ……ほんとにダメだこいつ……っ！（笑）

ピアニィ：（←机つくえに突つっ伏ぷして爆笑している）

アル：な、名前も思い出せないんだよな、うん……じゃあ、仮か称しよう「アトデ・キメル」さんで。

ナヴァール：いかん、シリアスな雰囲気が一気に崩ほう壊かいした……っ！

ＧＭ：も、元に……っ、元に戻して……っ！

ピアニィ：じゃあ、アルを押しのけて前に出て……言いますっ！　あたしは、お父様の許もとへ行くんです！　そこをどきなさいっ！

ベネット：おお、なんかかっけえ。

ナヴァール：今、陛下の周囲に渦うず巻まくオーラが見えた……っ（笑）。

ＧＭ：気き迫はくのこもった声。思わず、仲間であるはずのアルやナヴァールすら気圧されるような気分になる中、仮面の男はやはり無機質に、そして陰いん鬱うつな声で言葉を紡つむぐ。「……ならば、実力でどかせてみるがよい―――」

ピアニィ：言われなくても……！

ＧＭ：よし、ではここからクライマックスバトルに入ろう！







◆Climax 02◆仮面のバルムンク




　ノルドグラム王おう城じようにて、その戦いは始まった。

　かたやレイウォール王国に潜ひそみ、それを陰かげから干かん渉しようしてきた者―――バルムンク。

　かたやこの城に生まれ、人々に愛されて幸せに生きるはずだった少女ピアニィ。そして、常つねに彼女を支えてきた仲間たち―――。




第一ラウンド

▼行動値ち（ラウンド開始時）

　ベネット　　　　25

　ピアニィ　　　　19

　アル　　　　　　９

　仮面の男　　　　８

　ナヴァール　　　６




[image: ]




ＧＭ：彼ひ我がの距離は10メートル。そしてキミたちの眼がん前ぜんに立ちふさがる敵てきの数は―――１。

アル：（配置を見て）……実にシンプルな戦場だな。

ＧＭ：たまにはこんなのもいいだろう。では、これよりセットアッププロセス……！

アル：敵の数は１！　なら、先手必勝で一気にたたみかける！

ベネット：でやんすな。まあ……いつだってそうだけどな―――っ！（笑）　《陣じん形けい》と《限げん界かい突とつ破ぱ》を……！

ピアニィ：承しよう認にんです！




　裂れつ帛ぱくの気合いを込め、最初に飛び出したのはアルだった。

　10メートルの距離を一気に詰めて駆かけ込こみ、仮面の男の眼前に躍おどり出でる。

　それを合図とするかのように、ピアニィとベネットが左右に散ってエンゲージをばらかし、アルを起点として扇おうぎ型に陣じん取どる。

　アルから見て各人までの距離はちょうど10メートルを維い持じした。




ピアニィ：では、《スウィフトウェポン》から《エンチャントウェポン：光》を使用、対象はアル！

ＧＭ：まずはセオリーどおりか。ＯＫ、ピアニィが力を解とき放はなつと同時にアルの剣が白く、そして鮮せん烈れつに光ひかり輝かがやく！　属ぞく性せいが光の魔ま法ほうダメージになって命中＋１Ｄだな。では、ここで仮面の男は《二回行動》を宣せん言げん！

ベネット：それを《インタラプト》で打ち消し！

ＧＭ：だが、それも予よ測そく済ずみ！　これで仮面の男のセットアップは終わりだ。

ナヴァール：続いて、ピアニィ陛下へ《ヘイスト》！　（ダイスを振ふる）……ダイス目と合わせて23！　陛下の行動値は42に。

ＧＭ：ケセドの杖つえを介かいして放たれた魔ま力りよくがピアニィに力を吹ふき込こむ。彼かの女じよの周囲に風が渦うずを巻まいた……ってなところでセットアッププロセスが終しゆう了りよう。特に割わり込こみがなければ―――。

ピアニィ：あたしから！　そこを……どいてぇえ！　と、《フロストプリズム》―――っ！　魔ま術じゆつ判はん定ていには《ダンシングヒーロー》も使用！

アル：それでいい。敵の回かい避ひがどの程てい度どかわからないからな！

ピアニィ：はい！（笑）（ダイスを振る）……命中は46です！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は……９。合計15で回避失敗。冷気をともなった無数の輝き線せんが全方位より仮面の男に襲おそいかかった。

ナヴァール：そこで《チェックメイト》！（ダイスを振る）ダメージに38点上乗せ！

ピアニィ：同時に《マジックフォー……！（と、言いかけてちょっと考かんがえ込こみ）……使っていいですよね？

ベネット：命中が確かく定ていした時にリソースをつぎ込むのはもはや常じよう識しき……！

アル：そう、しかも今は《限界突破》中だしな。躊ちゆう躇ちよする理由はない！

ピアニィ：まだ、相手はスキル使ってないですし、打ち消される可か能のう性せいは……ないですか？　消されるとムカッとするんですよ……！（一同爆笑）

一同：するなよっ!?（笑）

ＧＭ：消すなら《フロストプリズム》を消してるって！（笑）

ピアニィ：で、では《マジックフォージ》も使います！（じゃらっ、とたくさんのダイスを両手で摑つかみ）―――……目覚めよ、殺意っ！

一同：その発言はどーなのっ!?（大爆笑）

ナヴァール：お、おかしい！　今日の陛下はどこかおかしい！（笑）

ピアニィ：いっけ―――っ！（ダイスをばらまく）




　両手から放たれた無数のダイスが、テーブルの上で跳はねまわる。

　転がるダイスは、やがて力ちから尽つきてその動きを止め、それが表わした数字は―――。




一同：でかっ!?（笑）

ピアニィ：……合計で[image: 202]点ダメージです！

ＧＭ：うは。さらに《マジックエッジ》の効こう果かでダメージ軽けい減げん不ふ可かっ!?

ピアニィ：はいっ（笑）。

ＧＭ：せ、せっかくの《苦く痛つう耐たい性せい》が……。【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】分を20点差し引いて[image: 182]点のＨＰダメージっ！　仮面の男は瞬しゆん時じに凍とう結けつ、氷に閉とじ込こめられて数秒……甲かん高だかい破は砕さい音と共にその内側より氷を砕くだき、仮面の男はゆらり立つ。そして、重々しい声でピアニィを見据えて言った。

ピアニィ：……っ。

アル：あんまり効きいてない……？

ＧＭ：「……いた～い」

一同：っ!?（笑）

ピアニィ：（←へにょんと腰こしくだけ）

ＧＭ：お、思いっきり効いた。ものすごく痛いたい。

ベネット：だったらマヌケな言い方するんじゃね――――――っ！（笑）

ピアニィ：え、ええと……《マリッド・ストリーム》の効果で回避判定のダイスが１個こ減へって……さらにバッドステータスの［放心］が入ります。

ＧＭ：《バッドステータス無む効こう》があるので［放心］は打ち消し、回避判定のダイスペナルティだけが入る。まあ、《限界突破》中じゃどうせよけられん！

ピアニィ：バルムンク！　あなたにそこをどいてもらいたいです！

ＧＭ：「……それは、できない」

ベネット：ならば力ちから尽ずくで突破するでやんすよ！　マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ダブルショット》！　さらに《デュアルアロー》で矢や弾だまをふたつ使用……！

ＧＭ：「我が生命は、ヒューバード殿下の世界救きゆう済さいの偉業がために―――」放たれた矢をよけるそぶりも見せず、身体を不気味に揺らしてそんなことを言いつつ……。

ベネット：（ダイスを振る）……命中はクリティカル！

ピアニィ：お！

ＧＭ：ぐぬ、回避のダイスが減ってるので振るまでもなく回避失敗。

ベネット：（少しシリアスな口調で）……あっしはな、〝粛しゆく正せい〟とか、〝世界の再さい生せい〟とか、〝救済〟とか……そういう単語が嫌きらいでなんでやんすよ！　と、故こ郷きようの仲間たちを思い出す。

アル：ベネットが燃もえている！（笑）そろそろベネットの過か去こ話を真ま面じ目めに聞いてやった方がいいかもしれない―――と思う俺であった。

ベネット：おおっ、アル殿―――っ!?　つ、ついにあっしを見てくれたでやんすねっ!?

アル：別の大陸では英雄だったというヨタ話……そろそろ信じてもいいかなって……。

ベネット：そこすらまだ信じてなかったのか――――――っ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：（←爆笑している）




　ベネットは、これまでに故郷エリンディル大陸で、世界の命運を握にぎるような大だい事じ件けんにいくつも関かかわってきた。

　過去のリプレイを読めば、本当にそのような話が綴つづられている―――ほんとだってば。




ベネット：では悲しみのあまり、ダメージロールにフェイト４点と《ブルズアイ》を使用！（ダイスを振る）……ダメージは[image: 180]点！　無属性魔法ダメージ！

ＧＭ：今度は《苦痛耐性》が使える！　ＨＰダメージを30点軽減……！

ベネット：くーっくっく！　だが、二撃目があるでやんす！（ダイスを振る）…………で、出目がよくない（一同爆笑）。《ハードラック》は《インターフィアレンス》のために温おん存ぞんせざるを得ないし……（ぶつぶつぶつ）。

アル：が、がんばれ英雄。




　だが、さすがに《限界突破》の効果はダテではない。

　出目が悪いと言いつつその達成値は37―――クリティカル以外、仮面の男にこれをよけるチャンスはない。

　さらには、ピアニィの《マリッド・ストリーム》の効果を受けて、振るダイスが一個ではそのわずかなチャンスすら得ることはできなかった。

ベネット：（ダイスを振る）ダメージは79点……！　無属性の魔法ダメージでやんす！

ＧＭ：……79点？

ベネット：……。

ＧＭ：……。

一同：……え？

ベネット：お、おい？　どうしたでやんすか？　まさか……。

ＧＭ：仮面の男のＨＰ、０になった。

一同：はあっ!?


ピアニィ：ちょ……っ!?

ＧＭ：〝ピシィ……っ〟ベネットの放った矢は仮面に突つき刺ささり、ガラスにヒビでも入るかのような音が鳴る。仮面が中央から真っ二つにきれいに割われて宙ちゆうに舞まい―――カラーン……床ゆかに落ちて乾かわいた音を立てた。

一同：…………。

ベネット：死んだ、んでやんすかね……？

アル：いや、手ごたえがなさすぎるだろ。キンバリーの時のことを思い出せ。まだなにか起きるにちがいない。

ナヴァール：これで死んだらたしかに画期的だからな。仮面の男からは目を離さんぞ。

ＧＭ：仮面のはがれた男はゆらりと立ち尽くしたあと、その顔面が軽い破は裂れつ音おんと共にはじけ、吹き出たどす黒いなにか……おそらく液えき状じよう化かした肉が、周囲にまき散らされる。

ピアニィ：うぇぇぇえぇぇええぇっ!?


アル：こ、これは気持ち悪いっ!?


ナヴァール：そ、それで……？

ＧＭ：ややあって……周囲にぶちまけられた肉にく片へんは脈動を始め、〝ゾゾゾゾ……っ〟と動き始める。その流れは、床に落ちている割れた仮面の元に集まって……。

アル：くるぞくるぞ……。

ＧＭ：〝うぞあぁ……っ!?　ずるぅぅううう……！〟と、奇き怪かいな音と共に二体の肉片が立ち上がった！

ベネット：分ぶん裂れつした―――っ!?（笑）

アル：に、人間をやめてるとは思ったけど、ふたりになるとは予想外だった！（笑）

ＧＭ：これぞ、オリジナルエネミースキル《強きよう制せい進化》！　死亡すると発動して二体に分裂するという効果だ。

アル：一体しか出てこないからおかしいと思ったら……。

ＧＭ：さあ、さっきの一体に切り札を何なん枚まい切ったかな？　《インタラプト》に《マジックフォージ》、《ブルズアイ》か？　《限界突破》ももうすぐ効果が切れるな……？

ナヴァール：む……。

アル：なるほど。こうなるとわかってれば、もうちょっと考えてスキルを使う……（笑）。

ベネット：いつもの……というか、当たり前の戦せん術じゆつを逆さか手てに取られたでやんす……（笑）。

ＧＭ：もう一いち枚まいくらい切り札を使わせたかったけど……予想より早く倒されたな。

ナヴァール：不幸中の幸いか。

ピアニィ：き、気を取り直していきましょうっ！

ＧＭ：よし、では戦闘を続けよう！　それぞれの肉片は、割れて半面になった仮面を中心に脈動を繰くり返かえし……人の形に収しゆう束そくした。（低い声で）「……ふう、お待たせしたね諸しよ君くん」

ベネット：しゃべった―――っ!?（大爆笑）

アル：ていうか口調変わった―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：えーと、こいつらはそれぞれ「仮面の男Ｒ」「仮面の男Ｌ」と呼こ称しようする（と、言いながらテーブル上にコマを配置する）。

アル：うわっ、エンゲージ離はなれた！

ナヴァール：まあ、仕方あるまい！　敵がどう出ようとこちらのすることは変わらん！

アル：だな……！　じゃあ、俺の行動順番だ。まず―――。

ＧＭ：「……待て」「そう急せくな小こ僧ぞう」

アル：あ？

ＧＭ：「我われ々われの行動値は」「42だ」

一同：なにいっ!?


アル：てか、さっきより行動値が上がってるじゃねえかっ!?




▼行動値（仮面の男分裂時）

　仮面の男Ｒ、Ｌ　　　　　42

　アル　　　　　　　　　　９

　ナヴァール　　　　　　　６

　ピアニィ　　　　　　　　42（行動済）

　ベネット　　　　　　　　25（行動済）




[image: ]




ＧＭ：「「……ふぅ、どうれ少しばかり本気を出してみるとしよう」」こきこきと肩かたを鳴らしながら、仮面の男ＲとＬが言葉をハモらせる。

ナヴァール：キンバリーが魔ま獣じゆう化した時、やったのがこいつだったから……同じ処しよ置ちを自分に施ほどこしたということか？

アル：さ、さしずめ名前は「アトデ」と「キメル」ってところか……（笑）。

ベネット：というか、なんで性せい格かくと口調まで変わるのか……（笑）。

ＧＭ：「なに、攻撃を喰らってみれば」「お前たちの実力が想そう像ぞう以上だったのでな―――」

アル：ふん、実力を見せてやろうって気になったか？

ＧＭ：いや、驚おどろいて分裂しちゃったんだ。

一同：驚いちゃったのぉっ!?（大爆笑）

アル：（大爆笑しながら）……ちょ、ちょっと待って……ちょっと待って菊きく池ちさん……っ！（笑）

ベネット：おっ、面おも白しろい奴やつにするな―――っ!?　倒せなくなるだろ―――っ!?（笑）

ピアニィ：（←机に突つっ伏ぷしている）

ＧＭ：まあ、冗じよう談だんは置いといて……あらためてイニシアチブプロセス！　ＬとＲの行……！

アル：い、いや待て！《カリキュレイト》で割り込みをかける！

ＧＭ：ち、笑いでごまかしはきかんか。では、アルの行動どうぞ！

アル：マイナーアクションで《ファストセット》、続くふたつのマイナーアクションで《スマッシュ》と《フェイドアウェイ》を使用！　火力アップ＆移い動どうで仮面Ｒとエンゲージして……メジャーアクションで《クロススラッシュ》！（ダイスを振る）……命中は47！

ＧＭ：よけられるわけねえだろっ!?（ダイスを振る）……33で回避失敗！

アル：……《ボルテクスアタック》、乗せるぞっ！




　切り札の一枚、《ボルテクスアタック》を切ったこの一いち撃げきは、[image: 145]点ものダメージをたたき出す。仮面の男Ｒにたたき込んだダメージは、[image: 130]に達した。

　そして返す刃やいばで繰くり出だした二撃目の命中値は50……っ！

　当然、仮面の男はそれをかわすことはできず……いやむしろ、断たち斬きられてのちに二撃目があったのだと気づく。

　だが、切り札を乗せた一撃目に比くらべてその攻撃は重さが足りない、はずだったが―――。




アル：……姫さん！

ピアニィ：はいっ！《ディスコード》をアルに！




　ピアニィの支し援えんをともなった二撃目は、一撃目を越こえる―――[image: 149]点。

　[image: 134]点ものＨＰを仮面の男Ｒよりもぎ取る結果となった。




ＧＭ：一回のアクションで[image: 264]点も持ってかれた……！　が！

アル：……あ。

ＧＭ：そう、《ソウルバスター》だ！　喰らった[image: 134]点をそのままアルにプレゼント！　アルの一撃もって斬り飛ばされた肉片が空中で槍やりとなり、アルへと突つき立たてられる。「おやおや、とても痛そうだ。相手の手の内もわからぬうちに、大おお技わざを放つものではないな？」

アル：……いや？　おかげで《レイジ》が使い時になってきた。むしろ、あと20点くらいダメージが多くてもよかったぜ？

ＧＭ：「大きな口をたたくのは、我らの攻撃を凌しのいでからにしてもらおう」……さあて、やっと順番が回ってきた。まずは、仮面の男Ｌが……《シャドウファング》！

アル：うわ、こいつらコンボスキル使いかっ！




コンボスキル

　特定のスキルを複ふく数すうのキャラクターが同一攻撃対象に対して、特定のスキルを命中させることで特とく殊しゆな……より高い効果を発生させる連係攻撃を表わす。

　コンボには、『アリアンロッド』の六属性に応おうじた六つの連係パターンがある。

《シャドウファング》は、闇やみコンボを発生させる（起点となる）魔ま術じゆつ用コンボスキルだ。

『アリアンロッド・サガ・ブレイク』シリーズでは、ＰＣであるファントムレイダーズのメンバーがコンボスキルを習得しており、それが彼らの最大火力スキルとなっている。




ＧＭ：攻撃対象はナヴァール！　仮面の男Ｌが解き放った影かげが、ナヴァールを絡からめ取とらんと襲いかかる！　命中は36＋５Ｄで（ダイスを振る）……よし、クリティカルっ!!


一同：うわっ！

アル：ベネット、《インターフィアレンス》を！　このあと連係攻撃してくるから、一撃目を潰つぶさないとやばい！




　コンボによる攻撃は、連係の途と中ちゆうで命中に失敗することで効果が途と切ぎれるのである。




ベネット：了りよう解かい！《インターフィアレンス》！　判定に《ダンシングヒーロー》を使用！　こっちの判定がクリティカルなら《シャドウファング》を失敗させられる……（ダイスを振る）……クリティカルしたっ!?


一同：おお―――っ!?


ピアニィ：ベネットちゃんえらいっ!!

ベネット：あ、あっしの時代が今！　今、やってきたでやん……っ。

ＧＭ：「ふん……っ」そこで仮面の男Ｌが《ニゲイト》！　ベネットのクリティカルを打ち消すっ！

一同：なに――――――っ!?

ベネット：あっしの時代が今終わった―――っ!?


アル：始まってもいないだろっ!!（笑）でも、敵の《ニゲイト》を使わせたのは悪くない！

ナヴァール：（ダイスを振る）ぬう、回避は失敗。

アル：《カバームーブ》！　ナヴァールを《カバーリング》するっ！




　ＨＰの少ないナヴァールがコンボ攻撃を喰らえば、致ち命めい打になりかねない―――そう考えて、アルは彼をかばうことに躊躇はしなかった。

　この攻撃と、続く仮面の男Ｒのコンボスキルさえ耐たえれば、反はん撃げきに転じることができる。

　そう考えたからだ、が―――。




ＧＭ：ダメージロールは40＋６Ｄ！（ダイスを振る）……68点！　ダメが１点でも入ればバッドステータス［マヒ］だ。

アル：68!?　そんなもの……？

ナヴァール：アルへ《プロテクション》！　（ダイスを振る）……60点軽減！

アル：５点ダメージが通った。［マヒ］は《インデュア》で打ち消し！　……おい、大口をたたいたわりには全然大したことねえな？

ＧＭ：（にやーりと笑って）……ふっ！　ここは命中すればそれでよし！　アルに対して闇コンボが発生！　そこで続いて、仮面の男Ｒがオリジナルエネミースキル……《高こう速そく連れん係けいＲ》を使用するっ！

アル：な、なんだそれ……？

ＧＭ：うむ、ちょっと説明が長いのでプリントしてきた。なお、仮面の男Ｌは《高速連係Ｌ》を持っているぞ。




《高速連係Ｒ》

　仮面の男Ｌのメインプロセスの直後に使用する。

　仮面の男Ｌのコンボスキルによる攻撃が命中していた場合、そのコンボスキルに連係するコンボスキルを使用、攻撃を行なうことができる。

　仮面の男Ｒと仮面の男Ｌのふたりで、合計五回まで連係を行なうことが可か能のう。

　五回目の連係が終了した時点で、仮面の男Ｒと仮面の男Ｌは行動済となる。

　なお、連係の途中でイニシアチブプロセスは発生しない。




アル：なんだあそりゃあっ!?（笑）

ピアニィ：（プリントをのぞき込んで）え、えっと……え？

ベネット：イニシアチブプロセスが発生しない……って……げぇぇえっ!?（笑）こ、これ命中し続ける限かぎり、ＬとＲが連続してコンボを五連打してくるぅうううぅううぅぁあぅっ!?　しかもイニシアチブプロセスないから絶ぜつ対たいに割り込めねえぇぇええぇぇっ!?（大爆笑）

ナヴァール：こ、これはひどい……っ!!（笑）

アル：（プリントを何度か読み返して）……でも、コンボが終わればふたりとも行動済になるから……ラウンド内に二度目の《高速連係》が発生することはない……っ！

ＧＭ：というわけで、仮面の男Ｒが《高速連係Ｒ》で《バーニングゲイザー》を使用……！　錬れん金きん術じゆつによる攻撃！　命中判定30＋５Ｄで……っ！




《バーニングゲイザー》―――文字どおり炎ほのおをまき散らす爆ばく弾だん。

　それが仮面の男Ｒより射しや出しゆつされた時、アルはその弾だん道どうを見切った。

　現げん在ざいは《限界突破》の効果中だ―――「よけられる……！」

　そう思った。




ＧＭ：オリジナルエネミースキル《邪じや神しんの力Ⅱ》使用、命中をクリティカルに変へん更こうする。

アル：……!?




　鈍にぶい銀に光る円えん筒とう形けいの金きん属ぞくは、アルの胸むな元もとで炸さく裂れつした。

　アルは、爆炎に包まれた。




ＧＭ：《連係加速》というオリジナルエネミースキルによりコンボスキルの連係が続くごとにダメージが10点加算される。（ダイスを振る）……92点！〈火〉属性の魔法ダメージ！

アル：ごはあっ!?


ナヴァール：《プロテクション》をアルに！

ＧＭ：―――《カウンタースペル》。《プロテクション》を打ち消す。

一同：おわっ!?


ピアニィ：サ、《サモン・アラクネ》！（ダイスを振る）……ダメージを32点軽減！

アル：（計算して）……だめだ、それでも戦闘不ふ能のうになっちまうっ！（少し考えて）……ガ、《ガーディアン》使用！　ダメージを０に！

ＧＭ：ち！　ダメージは消されたけどコンボは続行中！　爆ばく風ふうに吹ふっ飛とばされたアルに対し……三撃目！　仮面の男Ｌが《高速連係Ｌ》で《エアリアルブレイド》……！




　仮面の男Ｌの呼よんだ風が鋭するどい刃やいばとなって、獲え物ものを切きり裂さかんとアルに襲いかかる。

　再び《邪神の力Ⅱ》の効果をもってクリティカル攻撃になった風の刃に対し……。




アル：（少し考えて）……や、やるだけやるか！《ディフレクション》！　フェイトを３点使用する！

ＧＭ：なるほど、判定がクリティカルすれば風の刃を跳はね返かえせるな。が……！

アル：（ダイスを振る）……だめ！《バトルコンプリート》で振り直し！　……フェイトをまた３点使って……（ダイスを振る）……よしっ、クリティカル！

一同：おぉ――――――っ!?

ＧＭ：仮面の男Ｒが、つぶやく。「……甘あまい」　《ニゲイト》を使用！　そのクリティカルを打ち消し……！

一同：えぇ――――――っ!?

アル：いやいやっ、問題ない！　これであいつらの《ニゲイト》はなくなった！

ＧＭ：ではダメージロール……！　この攻撃は軽減不可だぞ……！（ダイスを振る）




　風の刃がアルの胴どうを、薙ないだ。

　発生したダメージは―――[image: 105]点。




アル：ぐほぁ……っ!?




　当然、喰らえば戦闘不能である……が！




アル：《ソウルバスター》……っ！　てめえも吹っ飛びやがれっ！　こっちは生命の呪符が起動！（ダイスを振る）……ＨＰが６点で生き残り！

ＧＭ：ＯＫ、仮面の男Ｌもまたその場で衝しよう撃げきに貫つらぬかれた。が……「小僧、こっちだ」仮面の男Ｒが再び攻撃！《モウルドストライク》……！　命中判定34＋５Ｄで（ダイスを振る）……命中52！




　大地より隆りゆう起きした無数の石の槍が、足あし下もとよりアルに襲いかかった。

　もはやその命中値では回避不能である。

　ダメージロールは70＋８Ｄ―――〈地〉属性の魔法ダメージ、防ぼう御ぎよ力無む視し。さらに《連係加速》の効果を加えて……




ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージロールは……[image: 120]点っ！

アル：ごはあっ！

ベネット：な、なんかこう……ダメージを受けていったりきたり……アルをボールにして、仮面の男ＲとＬがピンポンでもしてるようでやんすな……。

ピアニィ：ほんとに……。

アル：のんきなこと言ってる場合かあっ!?（笑）

ピアニィ：は！　アルへ《ガーディアン》……っ！

アル：よ、よし……っ。この攻撃もダメージは０！　仮面野や郎ろう……っ、コンボが終わったら……泣かしてやるぜ……っ!?

ＧＭ：「ふん、それは次の攻撃をしのいでから言うのだな」仮面の男Ｌが《ソウルドレイン》！　魔術による攻撃で、命中判定34＋５Ｄ……！

ピアニィ：だ、大だい丈じよう夫ぶ！　まだ《蘇そ生せい》が残ってるし……っ！

アル：いや、《蘇生》は使わんっ！　使うと《レイジ》の威い力りよくが落ちる……っ!!

ピアニィ：そんなこと言ってる場合ですかあっ!?（笑）

アル：さあ仮面野郎、撃うってこいやあっ！

ＧＭ：では……っ（と、ダイスを握る）

アル：……ナヴァールの旦那！

ナヴァール：うむ！　《バッドムーブ》！　魔術判定にマイナス６のペナルティだ。

ＧＭ：む……！《邪神の力Ⅱ》は１シナリオ一回で、仮面の男Ｌも仮面の男Ｒも使っちゃったから、品切れ！（ダイスを振る）……命中は38！

ナヴァール：では、《パトロナイズ》を使用！　フェイトも使って……（ダイスを振る）…………39―――っ！　妨・害・成・功……っ！

ピアニィ：おぉ――――――っ！

アル：……よおしっ！

ナヴァール：し、初期から持ってたけど、ついに《パトロナイズ》が成功したっ！（笑）

ＧＭ：む……。放たれた《ソウルドレイン》……闇の精せい霊れいに力を借りて放たれたこの精せい神しん攻撃は、アルの眼前でパアンと四散、光と消えた。

アル：よぉし……これでコンボは終わり……っ！

ＧＭ：く、くそ……《エアリアルブレイド》を最後にもう一回使う予定だったのに……。

アル：あ、危ねぇ……っ、そこまで喰らってたら確かく実じつに戦闘不能だったぜ……。ゆらりと立ち上がってにや～り、と仮面野郎をにらみつける……（笑）。

ＧＭ：「う、うぬ……」

ベネット：さすがに、仮面男の芸も、もうおしまいでやんしょうな……。

アル：ゆらりゆらりと歩いて…………旦那、頼たのむ。

ナヴァール：承しよう知ちした。では、アルへ《ジョイフルジョイフル》……っ！

ＧＭ：むう、身体を絡め取っていた縛ばく鎖さから解き放たれたかのように、アルは俊しゆん敏びんさを取とり戻もどして、大地を蹴ける……！　具体的には、未行動状じよう態たいになった！（笑）

アル：よおし！　マイナーアクションで《ファストセット》、ここから《レイジ》と《スマッシュ》を重ねて……メジャーアクションで《クロススラッシュ》っ！　ついでに《フェイント》も乗っけてやる……っ！

ピアニィ：ア、アルの目が血走っている……っ（笑）。

ベネット：アル、落ち着いて―――っ！（笑）

アル：喰くらえ、仮面野郎―――っ！（ダイスを振る）




　……怒いかりとも、喜びともつかぬ表ひよう情じようを浮かべるアルより放たれた剣は、渾こん身しんの力をもって仮面の男Ｒの肩かた口ぐちを捉え―――そのまま振ふり切きられた。

　刹せつ那な、剣と柄つか、そして腕うでを通して伝わる感覚はまるで硬かたいゴムのようで……しかし、刃を押おし返かえそうとする弾だん力りよくを、それ以上の力をもって押し斬っていく。

　飛び散ったのは、もはや肉とも言えない黒いなにかと体たい液えきのようなもの。

　その一撃がたたき出したダメージは―――。




アル：ダメージは基き本ほんが98、《レイジ》で[image: 164]、さらに《限界突破》を足して……っ！（ダイスを振る）……物理の[image: 281]点ダメージ！

ＧＭ：ぐほ……！　[image: 266]ダメージ……だが、まだ耐えている！

アル：じゃあ、二撃目ぇっ！（ダイスを振る）……クリティカルっ！

ＧＭ：うほ……っ！




　振り切った一撃目は瞬時にその切っ先を大地につけて直後、地面で跳ねたかのように、そしてかち上げるように今度は男の腿ももへと食くい込こむ。

　紫し雷らいをまとった刃が腿から腰、腹、そして一瞬の反動の軽さを感じさせたあとに腕……いやむしろ、触しよく手しゆともいうべきそれを斬り飛ばし―――。




アル：ダメージロール！　紫し電でん剣の効果も乗って―――（ダイスを振る）[image: 297]点ダメージ！

ＧＭ：……ぐっは！　それはダメだ、もたない。アルの二撃目で、仮面の男Ｒは戦闘不能に追おい込こまれる。仮面の男Ｒが絶ぜつ命めいすると同時に……少し離れた先に立っている仮面の男Ｌも跳ね飛び、そして身体をひしゃげてそのまま崩くずれ落おちる！

一同：……え？

ＧＭ：実はこの二体、ＨＰを共有してるんだ。片かた方ほうが死ぬということは、もう一体も……。

ベネット：おお、なるほど！

アル：じゃあ、敵が倒れたのを確かく認にんして、へたり込むか。……あ、危あぶなかった！

ナヴァール：うむ、とうとう名前はわからなかったが、さすがはバルムンク一二人衆を名乗る者であっ……。

ＧＭ：―――そして。

一同：は？

ＧＭ：倒れ伏した仮面の男たちから吹ふき上あがったのは……なにか、破は壊かいの魔力。風船を膨ふくらますかのように、彼らの身体が膨ぼう張ちようを始め―――。

一同：ええぇっ!?


アル：や、やばい……っ、これは爆ばく発はつする―――っ!?


ベネット：最後の最後にそれか―――っ!?　最後っ屁ぺにもほどがあるっ!!


ＧＭ：（あやしくにやりと笑む）

アル：!?　ちがう、これはただの爆発じゃねえ！　なんかくるぞ……！（笑）

ＧＭ：では、そこで仮面の男たちは大だい爆ばく発はつを起こす。効果範はん囲いは場面（選択）……すなわち全員！　この攻撃は回避不能で、40＋２Ｄ６のＨＰダメージ。スキルでダメージを０に軽減しても、攻撃を受けただけでバッドステータス［放心］［重じゆう圧あつ］をプレゼントだ。加えて効果が持続中のスキルも解除される。

一同：なに―――――――――っ!?

アル：（すばやく残りスキルやアイテムの残数、各人のＨＰを確認して）……ＨＰに関しては《蘇生》でなんとかなる！［重圧］を喰らうとマズい人を《カバーリング》！

ピアニィ：《ヘイスト》消えるけど、バッドステータスはマイナーで解かい除じよするから平気！

アル：ならナヴァールを《カバーリング》＋《カバームーブ》！　ダメージ前に《蘇生》を！

ピアニィ：はい！　《蘇生》を使います！

ベネット：全員のＨＰが全回かい復ふくしたでやんす。

ＧＭ：では、ダメージロール！（ダイスを振る）……10！　50点のＨＰダメージだ！

アル：姫さん、旦那！　俺自身へのダメージとナヴァールをかばった分のダメージ、それぞれに《プロテクション》と《サモン・アラクネ》をくれ！

ナヴァール：アルへ《プロテクション》！（ダイスを振る）56点軽減！

アル：よし、片方はダメージが０！

ピアニィ：《サモン・アラクネ》！　（ダイスを振る）40点軽減！

アル：……そっちは10点ダメージを喰らった。ナヴァールを《カバーリング》した分を合わせて、《インデュア》を二回使う！

ベネット：［放心］［重圧］を受けたでやんす。

ピアニィ：あたしも～…………って、あれ？　ね、なんでわざわざバッドステータス……？

ベネット：はい？

ピアニィ：戦闘、これで終わりならバッドステータスの意味がないような気がしま……。




　一同、ここで一斉に沈黙。




アル：ま、まさか……。

ベネット：爆発した仮面の男の方を見ますが……ちらっ、ちらっ。

ＧＭ：その周辺は、もうもうと黒こく煙えんが立ちのぼって視し界かいをふさいでいる。が、わき起こる黒い塵じん芥かいの中、中空にぎらりと光ったのは―――白銀色の仮面。

一同：………………。

ＧＭ：やがて煙けむりはしだいに晴れゆき……キミたちは、見る！　その、もはや人とは決して言えない形けい状じようの―――生物を！「―――お待たせしましたね、諸君」

一同：まだ生きてる――――――っ!?

ＧＭ：白銀の仮面を頭部とおぼしき場所にかぶったそれは、落ち着いた口調で言う。「この最終段だん階かいの姿まで見せたのは、とても久しぶりです。七〇年ぶり、と言ったところでしょうかね……おや？　みなさんずいぶんと生命力が弱いようですが？」

ベネット：しかもまた口調変わった―――っ!!（笑）

アル：やっべえ……敵が一体に戻ってるのは救いだが……。

ピアニィ：の、残りのリソースが……。

ナヴァール：一いち応おう、聞くが、仮面の男の最終形けい態たいとやらはやはり未行動状態で……復ふつ活かつ？

ＧＭ：もちろんだ。余裕たっぷりに、仮面の男は言った。




「私の行動値は―――53だ」

▼行動値（仮面の男復活時）

　仮面の男（最終形態）　　53

　ベネット　　　　　　　　25（行動済）バッドステータス［放心］［重圧］

　ピアニィ　　　　　　　　19（行動済）バッドステータス［放心］［重圧］

　アル　　　　　　　　　　９（行動済）

　ナヴァール　　　　　　　６（行動済）




[image: ]




ナヴァール：こ、これは……マズい。

ベネット：わりとただの雑ざ魚こだと思っていたら……腐くさっても一二人衆か（笑）。

アル：（戦場に見入って）……まず仮面の男の行動か……。

ベネット：《蘇生》でＨＰを回復したんでＨＰは比ひ較かく的てき余裕があるでやん……。

ＧＭ：「……ほう、そうですか。それは素す敵てきです、殺しがいがある」　そう言いながら……男が両腕を大きく広げると……〝ぼうっ！〟　彼の周囲に無数の炎の矢が生み出される。

ピアニィ：《ファイアボルト》……？

ＧＭ：「ええ、そのとおりです。少しばかり、特とく製せいですがね？」この《ファイアボルト》は、オリジナルエネミースキル《最終形態》によってちょっぴり強化されている。

アル：そ、そのスキルはなにっ！（笑）




《最終形態》

　このエネミーが行なうあらゆる攻撃の「射しや程てい」は「シーン」、「対象」は「場面（選択）」となり、さらにダメージに＋[image: 200]、対象の【物理防御力】【魔法防御力】を０とみなす。
















一同：ふざけんな――――――っ!?（笑）

ピアニィ：ちょっぴりじゃないですよっ!?


アル：死ぬわっ……っ！（笑）

ＧＭ：「そろそろ私も疲つかれてきました。なにせ、この最終形態ではＨＰもさして高くないのでね。……では、いきますよ？」〝パチン〟と彼が指を鳴らすと―――彼の周囲でたゆたう無数の炎の矢が一斉に、雨あられとなってキミたちに降ふり注いだっ！（ダイスを振る）……うおっ、クリティカル……っ！

一同：ぐわっ!?


ベネット：ダイス目、空気読め――――――っ!?　やばい、［重圧］のせいでスキルが使えね―――っ!?（ダイスを振る）回避なんて無理じゃ―――っ！

ピアニィ：（キャラクターシートをチェックして）え、えっと……ミスティックガーブを使って回避を試み……！

ナヴァール：いや、敵の攻撃はクリティカルですし、回避の成せい功こう率りつは低い。ならばガーブの能のう力りよくは温存し、ここは生命の呪符を飛ばして生き残る方がよいかと！

ピアニィ：そ、そうですね……そうします！

アル：俺は回避にフェイトを３点使用！（ダイスを振る）……クリティカルしない！　フェイトを１点使って振り直し！（ダイスを振る）……やっぱりだめかっ、回避失敗っ！

ナヴァール：（ダイスを振る）こちらもだめ……っ、全員、回避失敗か！

ＧＭ：では、ダメージロールっ！　ダメージは10Ｄ６＋[image: 200]点、〈火〉属性の魔法ダメージで……（ダイスを振る）―――低いわっ!?　……が、[image: 222]点……っ！

ピアニィ：生命の呪符がはじけたっ！（ダイスを振る）残りＨＰ３！

ナヴァール：同じく生命の呪符！（ダイスを振る）残りＨＰ５！

ベネット：生命の呪符――――――っ！（ダイスを振る）の、残りＨＰ１！

アル：旦那……！

ナヴァール：アルへ《プゥロテクショォン》……っ！　ケセドの杖も使って（ダイスを振る）―――63点軽減っ！　どうだっ!?

アル：うぉおおぉぉお―――っ、うっそっ、ＨＰ１点残った―――っ！

一同：あぶね――――――っ!?（笑）

ＧＭ：アル、生き残ったか……。では、ここで次のラウンドに突入する！　こちらの行動値は53、割り込み系けいスキルを使う以外はこっちが先せん制せい……。

アル：いやいやいやっ、待った！　次のラウンドにはいかせねえっ！

ベネット：ここで、いよいよあっしらの新技わざのお披ひ露ろ目めじゃ―――っ!?

ＧＭ：……は？　あ、あああ……！（笑）

ピアニィ：ギルドスキル《再さい行こう動どう》を使います！

ＧＭ：そ、そうか……！　今回、そんなもの取得してたんだっけ……忘わすれてたっ！「!?　ま、まだ動く気力が残っているのですか……!?」仮面の男は驚きの声をあげた。

アル：と、取っててよかった《再行動》……っ！（笑）

ナヴァール：そう、かつてファントムレイダーズと戦った際、彼らの戦法から学習したのだ……っ！（笑）

アル：こっちはまだ、攻撃系の切り札は残ってる！　次のラウンドに移うつる前に倒せたら俺らの勝ち！　次のラウンドに移ったら……俺らの負け！

ピアニィ：ぼ、防御系の切り札は、もうないですからね……（笑）。

アル：最悪、［かばう］かなにかしながら戦うけどな！　……ともかくまずはベネット！

ベネット：では、マイナーアクションで［重圧］を解除！　メジャーアクションで《ダブルショット》……！　命中判定には《ダンシングヒーロー》を使用！（ダイスを振る）……お！　６がひとつ出てるので、《ハードラック》を使って命中をクリティカルに変更！

ＧＭ：ぐぬ、回避は６ゾロのみ成功……！（ダイスを振る）29で回避失敗！

ベネット：よけられてたまるか―――っ！　ダメージロールにフェイトを４点突つっ込こむでやんす……！（ダイスを振る）……[image: 110]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：こちらの【魔法防御力】は33―――77点のダメージ！

ベネット：《ダブルショット》の二撃目には、リンメルの矢を使用！（ダイスを振る）……おぉっ！　また６がひとつ出てるので《ハードラック》をさらに使用、命中を再びクリティカルにするでや―――んす！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は７で回避失敗……！　ベネットが続けざまに放った矢は、魔力の光を曳ひきながら、敵を捉えた。

ベネット：ダメージロールにフェイトを４点！（ダイスを振る）……[image: 114]点魔法ダメージ！

ＧＭ：（計算して）……81点のダメージを受けた！〝ピシィ……！〟　仮面に走る亀き裂れつが、軋きしむような、そんな嫌いやな音を立てて……。

ベネット：嫌な音？　むしろ、とても心ここ地ちいい……っ！（笑）

ＧＭ：今の攻撃で、累るい計けいダメージが[image: 158]！　男は仮面を片かた手てで押さえながら―――「お、おのれっ、雑魚が調子に乗りやがって……！」

アル：おい、口調に余裕がなくなってるぜ？　……さあ、姫さん！

ピアニィ：いきます！　マイナーアクションで［重圧］を解除、メジャーアクションで……《フロストプリズム》っ！（と、ダイスを振ろうとして）　……って、あ。［放心］も受けてるから、ダイスにペナルティ……？

ＧＭ：もちろん。一個、減らしてね。

ピアニィ：……ほ、［放心］って嫌なバッドステータスですね……。

アル：姫さんがそれを言うのかよ！（笑）

ナヴァール：へ、陛下……（笑）。

ピアニィ：あ、いえ、その。使うのはいいけど、使われるのは嫌と言いますか……（一同爆笑）。まあ、気を取り直して……《フロスト……プリズム》――――――っ!!（ダイスを振る）……命中は44ですっ！

ＧＭ：うひ、それは無理……（ダイスを振る）……おっ!?　クリティカルで回避成功っ!!

ピアニィ：えぇぇええええ――――――っ!?

ＧＭ：「く、くく……っ、どうした姫ひめ君ぎみ……っ、まるで光が止まっているようですよ……！　それでも破壊を司つかさどる女王ですか……！」

ピアニィ：誰が破壊を司ってますかっ!!（笑）

ナヴァール：（落ち着いた声で）陛下の放つ光が止まって見える？　それはなにかの見み間ま違ちがいであろう、バルムンクよ。

ＧＭ：……あ？「なにが言いたいのかね、竜の軍師よ」

ナヴァール：ふっ、つまり私が言いたいのは……《パリペイティア》。ささ、そのクリティカルのダイス目を振り直しなさい（一同大爆笑）。

ＧＭ：なにいっ!?

ピアニィ：さすがはナヴァールっ！（笑）ふ、振り直しなさいバルムンクっ！（笑）

ＧＭ：ぐっは！（ダイスを振る）…………29で……回避失敗。

一同：よしっ！（笑）

ピアニィ：じゃあ、ダメージロールにフェイトを４点使いますよっ！（ダイスを振る）合計で……[image: 128]点のダメージ――――――っ！

ＧＭ：ピアニィの放った無数の冷光が再び仮面の男を捉え、撃うち抜ぬいていく。（計算して）……受けたダメージは……95点！「ば、馬ば鹿かな……っ、馬鹿な……！」

アル：その態度、どうやら俺が手を下すまでもないようだな。

ＧＭ：……そのとおり。これで累計ダメージが[image: 253]点―――。仮面がパリンと砕け……それに呼こ応おうするように、仮面の男の身体は組そ織しき崩壊を起こし、形を維持できなくなって―――崩れ落ちていく。

ベネット：ど、どう考えても魔族とかなんとか……そんな感じの生き物でやんすな。

ＧＭ：仮面の男は崩壊しながら呪のろわしい声で、言葉を吐はく。「お、おのれっ、口くち惜おしいぞ……ヒューバード殿下の理想を、この目で見ることができないことがな……っ」

アル：おい、お前……そんなもの見たかったのか？　それは自分の意い志しか？

ＧＭ：「……？　当然だ。殿下の理想に我わが身みを捧ささげるは本ほん望もうよ。そんな当たり前のこ…………―――」と、ここまで言いかけて。

一同：…………。

ＧＭ：……〝パキン〟。仮面の男の心の奥おく底そこで、なにかが砕ける音がした。そして―――「……っ!?　私はなにをしている!?　なぜ私が、ヒューバードの盾たてとなって戦わねばならぬ……っ!?」目を見開き、叫さけぶ。

ピアニィ：あ、記憶を取り戻した……？

アル：みたいだな。

ＧＭ：「お、おのれ、ヒューバード……！　この私に術を掛かけるなど……許せぬっ、許せぬ……っ、許せぬっ！　このような場所で戦い、私は散るというのか……！」崩れ落ちながら、怨えん嗟さの声をあげる。

ピアニィ：なんか、かわいそうな……。

アル：……おい、でもお前は強かったぜ？　ここまで俺らを……しかもひとりで追い込んだのはリシャール以来だ。それは誇ほこっていい。

ＧＭ：「…………」

アル：最後に、お前の名前を聞かせてくれ。憶おぼえておいてやる。

ベネット：読者の中にも気になる人もいるでやんしょうしな……（笑）。

ＧＭ：「……私を倒したお前たちだ。やがてはその剣が、魔術が、ヒューバードの生命を絶たちきることとなろう……っ。ならば……ならば……っ」

ピアニィ：…………。

ＧＭ：「我が怨嗟が、貴様らの力に乗ってヒューバードを滅ほろぼせればそれでよい。ゆえに心して聞け！　お前たちの魂たましいと力に刻きざまれるであろう我が真名を……！　我が名は、バルムンク一二人衆がひとり―――……っ」




　仮面の男は、呪うように、しかしどこか歓かん喜きすら感じさせるような声でピアニィたちに向けて言葉を発し―――そして、それが彼の一生における最後の台詞せりふとなった。

　男は、そこで事切れた。




  その名が語られることは、ついになかった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆王女の帰き還かんと王たる資し格かく




　レイウォール王都ノルドグラムが事実上陥かん落らくしたのは、夕ゆう刻こくも遅くなってのことだった。




　帝てい紀き八一三年一〇月二日未明、フェリタニア・メルトランド連合王国の奇き襲しゆうにより始まったこの戦いは、同年一〇月一一日、連合王国側の勝利という形で終しゆう幕まくを迎むかえた。

　その結果が、大方の予想を大きく裏切るものであったのは言うまでもない。

　第二王子ベルフト将しよう軍ぐん率ひきいる竜炎騎士団主力を欠いたとはいえ、レイウォール王国がこの戦いに投入した総そう戦せん力りよくはおよそ七万。対する連合王国側は一万一千でしかなったからだ。

　開戦時、このような結末を迎えるなどといったい誰が予想し得たであろうか？

　だが、大たい衆しゆうをより驚かせたのはその戦いの落着の仕方にあった。

　それは想像すらも難むずかしい特とく異いな様相……変事としか言いようのない出来事だった。




ＧＭ：では、これよりエンディングフェイズに入ろう。シーンは、先ほどの戦闘から幾いくばくかの時が経たった頃……場所は同じ王城内だ。仮面の男を打うち破やぶってのち一路、キミたちはオーギュスト王が眠る寝室を目指している。

ナヴァール：戦いはどうなっている？

ＧＭ：まだ、散発的に継けい続ぞくしてますな。城の内外で小こ競ぜり合あいが繰り返されている感じだ。戦局は相変わらず連合王国が優ゆう勢せい……むしろ、その状じよう況きようは加速しているようだ。

ピアニィ：ドーントレスさんですね！

ＧＭ：そう、それが一番大きいね。さすがに名をはせた将軍だけあり、彼の指し揮き能力は卓たく越えつしている。突然の蜂起だったにも関わらず配下の部隊をまとめあげ、兵を一糸乱みだれることなく動かしたという。

ベネット：とてもカテナにおしめを替かえてもらった男とは思えない有能さ（笑）。




[image: ]




　前ぜん巻かん参照である。




ＧＭ：さらに、彼はピアニィたちの目的を察して城の要所を押さえたり、ヒューバード派はの将軍を抑おさえて指揮系けい統とうを破壊・戦闘力を奪ったり……キミたちの見えないとこで縦じゆう横おう無む尽じんの活かつ躍やくをしている。

アル：なんという持ち上げっぷり（笑）。

ＧＭ：また、戦いを決定づけた大きな要よう素そがもうひとつある。

ナヴァール：もうひとつ？　というと？

ＧＭ：うむ、城の常じよう備び軍をまとめる将軍ネオス・リガートンが最後まで生きていたことでしょうか（一同爆笑）。決定の遅さ、命令内ない容ようの不ふ徹てつ底てい、自分の安全を最さい優ゆう先せんにした最低の戦術指揮など、彼が連合王国側にもたらした功こう績せきは計り知れない（一同大爆笑）。

ピアニィ：ネオスさん……ネオスさん……っ（←爆笑している）。

アル：指揮すると味方の戦力が低下するという画期的な人材……（笑）。

ベネット：なぜ将軍になれたのか……（笑）。

ナヴァール：ここまでいぢられれば、投とう稿こうした読者も満足にちがいない……（笑）。

ピアニィ：あ、ヒュー兄様はどうなりました!?

ＧＭ：消息知れずになっているね。さっきの戦いのあと、すぐに捜そう索さくを出しているのに、その行方ゆくえはようとして知れない。もう、このノルドグラムにはいないと思われる。

ピアニィ：そうですか……。もう少し、ちゃんと話をしたかったな。

アル：またそのチャンスはあるさ。今は、他にすることがあるだろう？

ピアニィ：……はい、そうですね。

ＧＭ：まあ、そんなわけで……まだ一部で争いは続いていると言ったものの、城内でキミたちを阻はばむ存そん在ざいはいない。

ピアニィ：じゃあ、まっすぐお父様の部屋へ向かいます。

ＧＭ：うん。その広い城内を、一年と少しぶりに帰ってきたこの場所を……ピアニィは仲間と共に歩く。ふと思い起こされるのは、まだ悩なやみらしい悩みなどなく、ただただ家族や家臣たちの愛あい情じように包まれて過すごした過去の日々だ。

ピアニィ：……。

アル：もう取り戻すことのできないもの、か。

ピアニィ：でも、もう前に進むと決めましたから。あと戻りする気はありません。

アル：―――そうだな。

ナヴァール：しかし、過去の思い出まで捨すてる必要はありますまい。過去があってこそ、今があるのだと私は愚ぐ考こういたします。

ピアニィ：ナヴァールはいいこと言うな～（笑）。じゃあ、昔の話とかしながら歩こう。

ＧＭ：（笑）。では、そんな話を繰り返しながら……ややあって。キミたちは、その部屋の前にたどり着く。豪ごう奢しやな装そう飾しよくの彫ほり込こまれた、両開きの大きな木の扉とびら……かつて、キミが毎日のように尋たずねたその部屋だ。

ピアニィ：懐かしいですね。お父様のために歌を歌ったりしたっけ……。

ＧＭ：リプレイ的にも、一巻かんの第一話だから……二年以上前だな（笑）。

ピアニィ：じゃあ、ドキドキしながら……扉を開けます！

ＧＭ：うい（笑）。では、様々な想おもいが去来する中、扉が重い音をたてながらゆっくりと開いていく。最初に目に入るのは広い部屋の中央……天てん蓋がいをともなった大きなベッドだ。そこに、ひとりの老人―――オーギュスト王が横たわっている。

ナヴァール：他に人は？

ＧＭ：いる。まあ、こんな状況ですからな。ベッドの周りに、数人の騎士や侍じ女じよ、文官らしき者たちがいる。当然、キミが部屋に入ってくると、一斉に驚きの表情を見せる。「……ピ、ピアニィ・ルティナベール……フェリタニア……っ」

ピアニィ：かまわずお父様の方へ歩いて行きます。

ＧＭ：当然、兵士たちは王を守るようにして立ちふさがり、剣を抜ぬく。「……止まれっ！　王の前なるぞ、無礼であろう！」

ナヴァール：無礼はお前たちであろう。ピアニィ陛下は一国の王にしてまた、オーギュスト王が実子である。それに向かって剣を抜くとは何事か！　と、一いつ喝かつ。

ＧＭ：それには騎士の背後に隠かくれるようにしていた文官が反はん論ろんするね。「だ、黙だまれ！　国を捨て、民たみを裏切り、陛下に剣を向けた逆ぎやく賊ぞくはお前たちではないか……！　き、斬れ……！」

アル：む……。一応、剣に手を伸ばす。

ナヴァール：いや、その必要もあるまい。

ＧＭ：騎士たちが剣を抜いたまま、ピアニィの前に立ちふさがるが……。

ピアニィ：じゃあ、騎士をまっすぐ見て言います。……道を、お開けなさい。

ＧＭ：「……っ」ピアニィに見すくめられた騎士や侍女たちは、まるでそうするのが当然であるかのように左右に分かれて膝ひざを突つき、王までの道を空ける。「……―――ご無礼をっ」

ピアニィ：気にすることはありません。それが、父を守るあなたたちの役目です。

ＧＭ：「は……」まあ、文官だけは態度が違うけどな。「お、お前たち、気はたしかかっ、この女は逆賊であるぞ……！」

アル：うるさい奴だな。すっ、とそいつの背後に忍しのび寄よって言おう。―――黙れ。

ＧＭ：アルのそのひと言で―――文官は瞬時に沈黙した（一同爆笑）。

アル：では、お父様のすぐ脇に行ってしゃがみこんで声をかけます。……お父様、って。

ＧＭ：その言葉に反応はない。

アル：……生きてる、のか？

ＧＭ：うん、胸むねが上下しているのはわかるので。ただ、毒によるものか魔法によるものか、細かいことはわからないが……その表情を見るだけで相当衰すい弱じやくしていることは理解できる。

ピアニィ：……お父様？　おわかりですか、ピアニィです。永ながくお会いすることもできず、申し訳ありません。

ＧＭ：その様子を見ていた文官が言う。「……無駄ですぞ。陛下は、もう一年も前から一日の大半をこうして夢ゆめの中で過ごしておられる……！　それも、すべては貴女が謀反など起こし、ご心労をかけたからに相そう違いない……っ」

ピアニィ：う……。

ＧＭ：と、そんな時だ。文官の方に視線を向けていたピアニィの頭の上に、まるで幼おさ子なごをなでるかのように……手が乗せられる。

ピアニィ：え？

ＧＭ：そして、聞こえてきたのは、か細く……しかしとても懐かしい声だ。「……ピアニィ。なにをそんな泣きそうな顔をしておる」

ピアニィ：っ!?　お父様っ!?
















ＧＭ：そうだ。オーギュスト王は薄うすく目を開いて、ゆっくりとピアニィの方へと顔を向け……微笑ほほえんでいる。「……そんなに大きな声を出さずとも、聞こえておるわ」

ナヴァール：おお。

ピアニィ：お父様、お父様……！　と、泣きすがります！

ＧＭ：王はずっと眠りのふちにあったせいなのか、状況をよくわかってない様子だ。視線で周囲を見回して……「みな、なにをそんなに驚いた顔をしておる。見み慣なれぬ顔もおるな。そちらの御お三さん方かたはいったい誰か？」

ピアニィ：あたしの大事な友人です。

ＧＭ：「そうか、友人か―――」

ピアニィ：こっちがアル、こっちがナヴァール、こっちがベネットちゃん……。

ナヴァール：……オーギュスト陛下。お具合の悪い中、ぶしつけに申もうし訳わけございませぬ。お力ちから添ぞえをお願いしたく―――。

ＧＭ：「余が眠っている間に、なにかあったのだな。……説明を頼みたい」

ナヴァール：……オーギュスト陛下。今、兵たちはつまらぬ誤ご解かいにより相争っております。陛下がお姿をお見せになれば、おのずと争いも収おさまりましょう。ピアニィ様と共に、テラスへと出ていただけないでしょうか？

ＧＭ：「ふむ……」と、王が少し考え込んだところで―――「な、なりませぬ！　なりませぬぞ、陛下……!?　それをなさっては我がレイウォールが反逆者に屈くつしたことになる」

ナヴァール：オーギュスト陛下、ピアニィ様は反逆者の濡れ衣を着せられたのです。レイウォールの兵たちは、そのことで血を流しているのです。オーギュスト陛下以外に、この争いを止められる者はおりません。

ＧＭ：オーギュスト王は、そのやりとりをしばらく聞いてのち……ピアニィに尋ねる。

ピアニィ：……はい？

ＧＭ：「ピアニィよ、お前がこの城しろを出る前に、ティナの形見と言って渡わたしたペンダントは、持っておるか？」

ピアニィ：はい？　ええ、ここに……と、出して見せます。

ＧＭ：すると王は満足そうに頷うなずき、文官に言う。「ガゼル、ピアニィはお前の言う反逆者などではないようだぞ」

一同：…………は？

ピアニィ：は、え？　話が見えない（笑）。

アル：なに言ってん…………………………え？　ちょっと待て……もしかして……（笑）。

ＧＭ：王は、アルの言葉に頷いて。「そうだ。そのペンダントに埋うめ込こまれている宝ほう石せきこそ、このレイウォールの〝王威の竜輝石〟よ」

一同：なにぃぃいいぃいいぃい――――――――――――っ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：こんなところにあったのぉ――――――っ!?

ベネット：いや、ちょっと待って菊池さん！（笑）あんたその事実、（リアルタイムで）この二年ずっと黙ってたのか――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：おお、黙ってたよ！　あん時は細かいプロット立ててなかったけど、キャンペーンでピアニィがレイウォールに戻るとか、王位継けい承しよう争いみたいな話になったら、絶対必要になるだろうと思ってっ！　初期のプロットともうぜんぜん内容ちがってるけどな、今！

ナヴァール：（←げらげら笑っている）

アル：ど、どうりで……「竜輝石を集めろ」とか言われたわりには、レイウォールの石の話がどのリプレイでも、ちらりとも出てこないわけだ……（笑）。

ベネット：もっと早く言え――――――っ！（笑）そしたら今回みたいな戦争とか苦労とか……しないですむこといっぱいあっただろ―――っ！（笑）

ナヴァール：無茶を言うな、ずっと意識不明だったんだから（笑）。

ＧＭ：「……ところで、ピアニィよ」

ピアニィ：はい……（笑）。

ＧＭ：「夢に見たのだが……お前、このペンダントを見知らぬ女に渡さなかったか……？」

ベネット：は？

ピアニィ：………………あ……あ、あ―――っ！（笑）

アル：ああっ、前巻の話か！（笑）ナーシアにあげようとしてた！（笑）

ＧＭ：あん時、めちゃくちゃあせったよっ!!　母の形見ってことにしておけば大事に取っておくだろうと思ってたのに……ナーシアにあげようとするんだもん！　もう、アンソンをやりながら心の中では「ダメ――――――っ!!　それあげたらダメ――――――っ!?」って心の中で超叫んでたよっ!!　でもネタはバラせないしさあっ！（一同大爆笑）




　くわしくは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ④　裏切りのマリオネット』の[image: 233]ページ～[image: 237]ページをご覧らんになっていただきたい。

アル：そ、そうかあ……やっぱりピアニィに王位を譲るつもりだったんだなぁ。

ＧＭ：ともかく……それにより文官は黙りこくった。

ベネット：そりゃ、自分の仕える王がみずからの意志でレイウォールの石をピアニィに渡したわけでやんすからなあ。

ナヴァール：さて、それでは戻して……王にあらためて問おう。オーギュスト陛下、ピアニィ陛下と共に、ぜひに―――。

ＧＭ：その言葉に。オーギュストは少し落ち着いた笑みを見せたのちに、言う。「……よかろう。そこの若わかき騎士よ。余に、肩を貸かしてはくれぬか？」

アル：あ、ああ。

ピアニィ：じゃあ、あたしも一いつ緒しよに支えます！

ＧＭ：では、キミたちはオーギュスト王に肩を貸し、ノルドグラムを見み渡わたせる王城のテラスへと向かう。この戦いに終わりをもたらすべく、そして……




　―――このアルディオン大陸に、新たな時代の到とう来らいを告げるべく。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に、帝紀八一三年―――一〇月一一日。

　ノルドグラムを一望にする王城のテラスより、世界を変えるだろうその言葉は発せられた。

　そこに悠然と立つのは、ふたりの王。

　ひとりは、レイウォール王国国王〝統とう一いつ帝てい〟オーギュスト・ダリウス・レイウォール。

　いまひとりは、フェリタニア王国女王ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア。

　ピアニィは、オーギュスト王の力強き笑え顔がおに後あと押おしされ、呼こ吸きゆうを整えてのちに、紅あかき〝王威の竜輝石〟を高々と掲かかげ、声をあげた。

「すべての兵士は、剣をお収めなさい！

　我々の間に、もはや争いを続ける意味はありません。

　この竜輝石の輝かがやきのもと―――剣をうち捨て、手を取り合うのです！」




　……それは、新たな時代の幕まく開あけ。

　グラスウェルズ王国のクーデターに端たんを発したこの戦いは、大陸全土をも巻まき込こみ……やがてはアルディオン大陸に一大転機をもたらすこととなる。




　この日、世界の歴史は大きく動いた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同年、一〇月一二日―――グラスウェルズ王国の一角にて。

  レイウォール、フェリタニア両国王による宣言を聞き、次なる時代の到来を感じ取ったひとりの男がいた。

　部下より寄よせられた報ほう告こくを、少なからず驚きを隠せない様子で聞き返す。

「なに？　兄あに貴きが消息不明？　そして親おや父じが意い識しきを取り戻しただと……？　本当か？」

　男の名は、ベルフト・バウエス・レイウォール。

　オーギュスト王の実子にして、ピアニィ女王の兄にあたる男である。

「……は。また、詳しよう細さいは不明ですがレイウォールの竜輝石を手にしたことで、ピアニィ女王がレイウォールの王位継承を主しゆ張ちようするはほぼ確実かと」

「ほう……」

「いかがいたしますか？　ヒューバード殿下のお申しつけどおり、ノルドグラムに戻るべきかとは存ぞんじますが―――」

　だが、そんな部下の言葉はもはやベルフトの耳には届とどいていようはずもなかった。

　ヒューバードよりも、オーギュストよりも……気になるその名が、あがったからだ。

「……殿下？」

　部下に幾いく度どか問いかけられたのち、ベルフトはようやく返答をした。

「……おって沙さ汰たは伝える。別命あるまで我が軍の行軍は中ちゆう断だん、この地にて駐ちゆう留りゆうせよ」

「は……では、全軍に伝達いたします。―――失礼」

　天てん幕まくを出ながら、男はその気配に振ふり返かえり、気づく。

　ベルフトの口元に、これまで見たこともない……そして、どこか期待に打うち震ふるえる笑みが浮かんでいたことを。

「くく、ピアニィ。面白い……っ、実に面白いぞ」

　ベルフトは、部下が去ってのちもその言葉を幾度か繰り返した。

　そして近い未来に来たるであろうその時を思おもい浮うかべ―――




　さらなる喜びに、打ち震えた。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第九話「世界が変わる日」

―ＦＩＮ―













超ちようあとがき＋解かい説せつ






　昔、とある偉えらい人がこう言った。

「―――戦いは数だよ」

　……だが、本当にそうだろうか？




　寡か兵へいで大軍を破やぶることは、決して不ふ可か能のうではない。

　歴史上の戦いでも、数の差を覆くつがえし勝利を収おさめた例は枚まい挙きよにいとまがない。

　なら、なにが勝利をもたらしてくれるのか？




　それは、きっと永えい遠えんに答えのでない問題である。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……と、珍めずらしくシリアスな口調であとがきを始めたところで―――。




　さて、最初から最後まで戦争づくしの『激げき闘とうのピースメイカー』、いかがであったろうか！

　文庫一冊さつ丸々使い、『タクティクスガイド』にて追加された大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールを遊んでいる様子を書いたわけだが……少しでもその雰ふん囲い気きが伝われば幸いだ。

　いや、このルールは本当に面白い。

　本文でも書いたが、軍ぐん勢ぜいがぶつかり合う戦争というのは、実にゲーマー魂だましいをくすぐるシチュエーションである。

　これに興こう奮ふんしないＧＭがいるだろうか？

　いや、いない。

　そんなわけで、今回はシナリオを書いている段だん階かいからワクワクする心を抑おさえきれなかった。

　プレイヤー一同も同じ気持ちだったようで、セッション中は非ひ常じようにノリノリ。

　特に大竹さんは、とても楽しそうに目をキラキ……いや、ギラギラと輝かがやかせていた。

　昔から、「戦争とＰＣを同時に扱あつかうのはＴＲＰＧでは難むずかしい」など言われることも多かったが、それでもこのルールを製作、発表したのは間ま違ちがいではなかった。

　今回、プレイヤーたちの姿すがたを見て、私わたしはしみじみとそう思った。




　さて、それでは恒こう例れいの各話解説（といっても、今回は一話だけだが）をしていこう。




▼第九話「世界が変わる日」

　今回のストーリーは、社長の『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク③　キングダム・フォールズ』を受けてのお話である。

　この『ブレイク』第三巻で大ピンチに陥おちいったグラスウェルズ王国。

　一度は刃やいばを交え、のちに共に戦うこととなった戦友ナーシアより要よう請せいを受けてグラスウェルズに出しゆつ陣じんする―――そんな熱いシナリオになる予定だった。

　が！「これ、レイウォールに乗のり込こんだ方がいいんじゃね？」と気づいてしまい、レイウォールに進軍した場合と、グラスウェルズに進軍した場合……その二パターン分のシナリオを用意したのは本文で書いたとおりだ。

　つまり、今回のシナリオは単たん純じゆんに考えて作業量二倍！　これはすべて、『ブレイク』第三巻において、フェリタニアに救きゆう援えんを求めるなんて言い出したヤツのせいである。

　誰だれだ、そんなことを言ったのはっ!?

　俺おれだ！

　……だから二本分のシナリオを用意して責任をとったわけである。




　さて、今回ピアニィたちはレイウォールに進軍したが、もしグラスウェルズ側に向かったら、どうなっていたかを少し語っておこう。

　こちらのルートは、ナーシアやアンソンたちと共同して、ベルフトをボスキャラとして戦争をする、って流れだ。

『自分以外のキャラクターを全員、戦闘不ふ能のうにする』という圧あつ倒とう的てきなデータを持った彼に対たい抗こうできるのは、リシャールのみ。リシャールを上手く使い、ベルフトを押おさえ込こみながら敵てき軍ぐんを打うち破やぶるという大規模戦闘をする予定だったのだ。

　もちろん、クライマックスではベルフトとの直ちよく接せつ対決だ。

　本リプレイのラストを見ればおわかりのことと思うが、ベルフトは次巻でも登場する。つまり、そのギミックは次のセッションで利用できるということだ。実は今回シナリオを二本分作ったのは、それを踏まえてのことである。……ま、負け惜しみじゃないんだからね？




　……さて、ここで少し宣せん伝でんをさせていただきたい。

　お手にとっていただいた方もいるかとは思うが、本書と同時に富ふ士じ見みドラゴンブックから新たな『アリアンロッド・サガ』が発売された。

　その名も『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』―――エストネル王国にある有力者の子弟が通う教育機関〝シェルドニアン学園〟を舞ぶ台たいにしたリプレイだ。

　プレイヤーは、大竹みゆ、鈴吹太た郎ろう、久く保ぼ田た悠羅、田中信二と、『アリアンロッド・サガ』ではお馴な染じみの面々！　ＧＭ兼けん執しつ筆ぴつは新しん進しん気き鋭えいの女じよ性せいライター、緑りよく谷や明あき澄すみ。

　剛運の持ち主で、パーティに行けば豪華旅行招待券だの大型液晶テレビだの、毎回当てまくる人おそるべき人物である。そんな彼女が書くこのリプレイ、ぜひとも読んでほしい。

　また、本書より少し遅おくれて『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』第一巻かんが発売される。こちらは『電撃G's Feastival! COMIC』にて連れん載さい中（二〇一〇年一〇月現在）のコミックだ。

　作者は『アリアンロッド・サガ』のメインイラストレーターである佐さ々さ木きあかね。

　本書の時間軸じくより四年ほど前、『エチュード』と同じくシェルドニアン学園を舞台とし、学生時代のピアニィたちが描かれる。ＴＲＰＧファン向けに、『アリアンロッド』のゲームデータも掲載されるので、ぜひとも楽しみにお待ちいただきたい！




　―――さて、紙面が尽きたので締めの言葉を。

『無印』と『ブレイク』はもはや切っても切れない関係にあるのは本書を読めばわかるだろう。そんなわけで……次の『無印』第六巻は、『ブレイク』第四巻と同時発売とし、今現在起こっている戦争を、それぞれの立場で同時並行に描くという無謀企画に挑もうと思う！

　社内でも富士見書房内でも、すでに「無茶だ！」「やめろ、無理だ」「逃げて―――っ!?」などと言われているが……正式に発表されるその日をお待ちいただきたい―――。





　―――二〇一〇年一〇月某ぼう日じつ　菊きく池ちたけし
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